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はしがき 

本 まは かみ 省！！ 査 部を 二 誤の お 寒 じがる 「ナチ スの围 ま 巧」 

「ファシストの 因 家 巧」 の 二 書を 改訂 合本せ る ものである。 ホの 

♦ 

兩 苗家觀 をを が 化 直 6 はつ きら 把握せ しいる 良 まは 他に 得 巧き 
やぅ® A ら る、 に 付 •巧れ 同 巧査 部の 同を を 巧て 印刷に 附し江 
巧に* むる ことにした。 
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..お 言 

ホ チ ス网ま 巧に 明す る 著書は 頗る 多く、 f - 因 ま 巧」 と寶 打つ てを いを ので も •大巧は ナチ ス 化を 
巧廣ま 巧に 多少 觸れ てゐ をい ものは 先づ を. いと 言つ てょ い C 併しを ほと して おお 的 じ ナ手ス 巧 ま 
巧を ゎ、 ナチ； 囊 ホら をが きゎ 把捏サ しむる 巧を 著 まの かを いのに 巧ろ 本 巧を にがては 出 巧 
る 丈 あ 巧して、 ナナスの 主 巧を 巧 確を らしみ るに 巧め* 且つ 現 巧を 函 にがえ は黨の 存在が 特異を も 
ので あつて •震と 黨 S 巧を どが 非 落タ ホい と思ク たので、 特に 第と をに 於て は 具な 的說巧 
を お化して 置いた。 此の 點夕か 「画家な」 とは 醒れた 急に をつ たち 尙本 巧は 當課塞 > 託を して 
執 巧せ し 》 たる ものであるから、 其の ぷ ぶる 巧 論者のを ぶを も 包含して & る 巧 お 化が 言して 置く。 

昭巧 十の 年 五月 

かおを 調査 部 第二 課 

前編 ナチ ス〇 函呆 ■ ミ 
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第一章 序 說 

一 おに ナ手义 お巧进 はを 巧 ホを 苗を と 言 はれて める。 或 ひは 指導 ま 巧を のぶをな て 巧 ばれ、 特に 
巧 裁 まま 闻 をと 西 別され てね る。 但し 化 巧に 注意 すべさは 化の 「围寒 J ( staat ) と 言 ふ 語の 意 巧で あ 
る。 これは 一二つ の 意 巧に が 巧 出 巧る。 少く とも ナチ スは 此の 兰 つのを 巧を 頗る 巧 昧化用 ひて める。 

一. 第一に ナ手ブ が 困 まと 言 ふ 語を 巧を 强 (こ as . を utschc Re 己一) の 意 巧に 用 ふることは •內巧 じ 
助ず る 限 6 希で ある。 法 巧 上 又は 田ま畢 上の 「田 ま I のを まは 別と して、 ナ キスが 围 まと 言つ たお 
合は ホと して 巧 まの 巧 ま •卽ら 苗 ま 斤を 又は 斤を 巧 M の 忘 化 用 ひて & る ホが 多い。 ナ キスが 巧 治 指 
導の ホ 段 又はな 關 として 現在 運用して & るのは •黨と 巧 巧 巧と 留まの 一二つ である。 化の 巧 苗を と宮 
ふのは 行を 巧 關の意 ホで 吾人が 巧 謙で 考 へる 所謂 留まとは 意 ホが 異 る。 

二、 巧 外 巧に 日本 ホ 苗 •亞ホ 利か 含 ホ 巧、 大英ホ 困 等に 巧して 田家と 言 ふが は 巧 ホを 三 一 困 ま (ご ミ 

前！！ ナ ♦スの 国 家！！ & 


ナ ' K ス A プア レストの ■家 ■ 

R 星 又は 巧 雲 ま 言を—。 す 星と 言ふ夕 邦語では S 家」 とは 首 ふ もの、 巧 

盾 まとして— 『苗」 を 用 ひる。 化の 爹； 苗 ま」 と 言へ ば 「現在の」 巧を 困で あつて •巧 
巧 吾人の 常識で 考 へる 田家に 1 番 近いを ので ある。 . 

一一 r 第一 一に ナ 三は 田 まの 意を S 逸の 理想と する 苗 ま」 の f 用 ひて ミこと がよく あ ミこ 

れ力巧 謂 「一 苗 ま 一民を のモッ トゥで 「同じ 人種、 同じ 血を 持つ たものは 一 ま ミ こし 

^ よ。」 と 言 ふ窦— て、 理屈と しては 吾た をれ 程 f せい ミでは をい。 併し こ S 合の 日 

，理愛 ai ? わ •ミ 吾 も ミる も 《と蔓 t < s 。こ 0 置 0 囊 S を 首 ふ樂 合よ 

ナチ スは staa ， t を 用 ひずに 「民な」 ( V01 ごと 言ふ樂 合が 多い 0 { 
併し 化 QI 二つ •のな をは 現 ナ三塞 K あつて はお k 混合して 苗 fj 語の 良 盛ら n 
む 弟 言 常 接— ホ」 ミミを 注意して &な だば f をい。 

巧 か 「吾が—」 中 とし ミる のは や？ まとして 此の？ 《苗まで あつて •此の 

^ ま臺力 5 けれ 送 幫卽ち 第二 《顏 会 家は 雷し 烹 。其 《2 
けな 三黨」 と 「酉 ま」 桑 i を雕し運へ られ るくな！ る。？，？ も^^^^ 
とは 異つた 意み 化が 巧して、 冀觀 養を i と 見を ければ ならない 。更に 「闲 防ず； 使 皆 

m 


• • 

もが 巧とは 奥つ たものと をつ て 巧て ゐ る。 これ 等の 患 ま、 使命、 關な 等を 巧 かじず るの が、 本 巧を 
の 目的で ある。 

結論を 先 さに 出して 言へは 

第一 まの 函ま (卽ち 困 ま 行を) •か 巧 力を るた めには 「黨 J が必 巧で あろ* は 因 民を 世 巧 巧 的に 
指 薄して 斤く 爵 である。 を祖 まを 的 (卽ち 舅 肚をホ まめ) に指夕 して 行く。 但し 此の 「を® 

は 巧 巧 自由 まま 的の ち 巧の 「をな」 ではない。 お 人の 集つ たを® (Toul) ょ 6 獲展 する を® ま 巧 
{Totalism ミ) ではない。 巧械 的が 合のを 巧で をく、 巧 まじ 優 化を、 おがを 適 巧に お 置しての を 巧 > 
がち 有 橘 巧を « (Das Gans) から 出る を ほち ま (Ganzheits を eorie) である 0 
化のを 巧 主義を ホ じて 黨が苗 巧を 指導す る、 をして 困 ま (を 一を) に 生 巧を 巧へ る。 旧 示 すれば 

となる。 即ち 世 ホ 巧 的を を 巧 巧 •ナチ；^ 黨 
を ま 巧と 見た 巧 合の 巧を 苗に 巧して はを 巧 
ま 寒 巧を、 指 薄ま 田 まの ぶは あてはまる 0 
併し 化の 巧 合の 「苗 家」 は 第二 ま 的の 閑 
をの おを にはぶ せ しないの である。 第 I 巧 的の 苗 まがを をを ホ 又はを 的 チ クニ， ク として 巧を ずる 
前！！ ナ 圃表 a . • b 




ナ于ス iINT シ义卜 の 面 家！！ . 、 

(verwauen) 曲に ま 巧を 置いて 考 へるならば、 左 田の M なにを るので あつて、 苗を は 世巧觀 的を を 

© 巧 巧の お義を 「田 民」 じ 巧す 化す ざ ホい。 
をれ i 巧に ホ 仕ず る 手段と をる。 同じ 血 
•を もつ た r 民 巧」 を巧大 をら しわて 第 I 二義 
の 巧 あの 困 まへ 到る 手段に すぎの。 即ち 第 
萬の 困 まが 黛の 巧が じょって 民族へ ま 仕ず る ことは、 お 局 第二義の 國 家を 巧 固と し 又には 巧 一二 義 

の 困 まだ 發展サ しむる 所な である。 因を を 中 也と 
して 即ち 政治 お ホ 上の ィデ ォ n - から 言へ ば 巧 
を 苗は 民族 ままめ 巧まで あって、 お 薄ま 苗を* を 
巧 主義 围家 のま 現は 當 がらない 0 

前 まがち 民族主義が 第ー ニ ま ナチ スの巧 念の 前半 
(が 半は 巧 巧の 必要せ 卵ち 黨の必 お 性を 說く 〇) 後 
まが 第 四 章 田 民 巧を 主義で お 巧す る 巧で ある。 
上面に 依 6 示せば、 即ち 巧 まが 民が ホ おの 巧を じ 



化つ て！！！ 民を w 治ず SK は、 a 民 •か 含 主— Ks ミ 25 s をち を S 主義の お 論と 
して 出て？* S 即ち 民 巧 主義 Q 理 をで t。 50 襄 雲を なす 0 である。 

併し 問 垣 S ま •巧、 H 蔓— まが 藉 お svet 害 {第二義 Q 讓) をを らし 《、第ー ニ 

まの 巧 巧 G 苗 まを つくる を ある。 化 のる 《曲がが ま 人 化 j 番が 6 ホい 热 であらぅ と 思ろ 從 つて 
巧を も 西！！ でち つたが 一巧 化の 點に重 おを 撞 いた ホ 第で ある。 . 

第二 章 ナチ ス S 動の 目的 

ナチ ス 世界 觀累 をれ を ま 席と を 治 素は 藥 支配し ミ 《島主 着 家 及び 喜 主ま醫 
ホ 巧に 對 する 田爭で みる。 1 巧 化は ナ； は 共 ま 塞 K ' f て 面つ 《と 思 はれて ミが •掌し も 
がぅ では ミ。 ナ； がを ミ 獲 擎-る 3 で 化ろ 共產 主義は 藝 巧を 養 Kf おつ でね たを 
これを 揉 « す るのは かも 巧 一の 仕事で あつた 〇當彦 少の荒 巧 治の あつたは；^ むを 得ない。^ トラ 
I は、 nr か 田ぎ や k マレ ノクス 主 巧は 自由 まを のち だで あぶと 言 クてゐ るが、 共を ホを との 巧は g 
する じ 其の 果 をを もぎと る 巧で あつた 《で、 ナ： i の 買は 其のが 幹 ぉな す自窒 まド间 けら 

府 M ナ ♦ス 〇圓 采 麵 


ナチ ス及フ アシストの H 哀 « -C 

れて むた-? である。 巧 巧が 自由 まま 的 個人を をめ であるから •マ 作 クス ま 巧な どに 耳を 巧す やぅが 
ホぶ、 もれを 巧 治しを ければ ならの。 其の 手始めが 共を 巧を がで あっ々 の だ。 

「人 巧の 值值 (Pers6nlichke ちを お 致に 否 あし、 従って 西 民 巧び 其の 內容 たるべ さ 人種の おを を 否 
をして、 マ^クス 主 巧は が 上の 一一 一巧を 巧 本と し y こそな 値 あるべき 人 巧 文化のを 巧を を Y が 化す 
の だ。 これが マ^ク ブ的世 ホ 巧の 巧 也で ある。」 (Mei= Icipf S. 苗 ご. 

邸ち 自由主義は 人历の 面を を備 へたる ものは を 平等と 見る。 併し 人 巧は 其の 持てる お 性、 せ 能に 
化つ てな 値の 異 をる ことを なれて なる。 自由 主 まに 依れば •個人が 一を の領 巧に 集 6 まなし •同】 
巧を あ ザ ば •もれで】 因 民を をす と 言 ふ。 人な と 言 ふ お 念を おがして ねる。 化つ て マ^クス 主義に 
巧の 巧 巧から 入り込 すれた 時抗 する ホをから のの だ。 

ホ ひは 又、 

「マ^クス 主義と 言 ふ 巧 太の 敎は 自然が をめ た 巧 まが 治める お 巧 (を S aristokr も scho 1 ざを P der 
Natur) を 否を すろ をして 巧 まの 劣 まに 封す る 優が 獲 (das Vorrec す der Kra 巧 end S を ke) の 
代 6 化 人 おと •內 をのを いか 丈で 重さを 量る 大 ホを もつ て 巧る。 かくて 人 巧に 於け る 人 巧と して 
の價值 k 巧定 し、 」 PMCin Kamof S. ま) 


のかく、 マ^クス ホ 進の 根本は 一人】 人の 人 巧の 價 値を 認めず、 緒て を 平等 祗 する 自由 ホを じあり 
と 見て 沿る。 义此 あから 夕あ 決を なて 華を 巧 ふち、 主 主義 的 世 ホ 巧 もが 展 して 巧る。 證 を 主 まも 此巧 
から 生じて 巧る 0 

要すろ じ ナチ スの 世が 巧的圃 争は 表面は 共產 主義 排巧 •民主 まを 護を 主を 否まの あとな つて 現は 
れ ては わるが、 形態は を 治 巧 動的で も 巧 本 的には 自由主義に 對 する 化 お 的 巧 爭に化 をらず、 巧言^ 
れば 「人間の 巧 値」 を 否を して、 大 ホの 頭 おのみを 問題と ずる 主義 、 n I ゼン ベ^クの 巧 謂 「乂ホ 
妾な (量の 理論を— を tslehre ) をな てず ベての 本复 質。 S 吉 かこの 息の 巧を とめた」 fDer Mythus 
tics 》 x . Jah を— すき S . 53 0 ) と 言 ふ ホ 萬* か、 る 「巧」 を證 めず 「景」 を巧視 する ま兹じ 巧す る 
巧 爭 である。 

級て 自由主義を 撲 おさせた のみでは 不十分で •これに 代るべき 新しい 世 ホ 巧が 生れねば なら^い。 
をして 巧の 巧を じ 依つ て 巧し く國を 建設せ ねばなら をい。 此あ 化生 S たのが ナチ ス のが 念で ある 0 

第 S 章 ナチ スの理 を 

前が 十 ナスの H ス觀 - - 


■ K ナス 及 7 アシストの 田家 ■ ニー 

かくして 生れ 出で たがし い 思想が 「民族」 の理 をと 「血と ± 地」 の 化界 巧で ある。 

( 一 ) 民族とは 巧して 個人 Q 集合では を S 、 墓 文化を 同 ラす る 閒抵と 言 ふ 丈では 答 けられない。 
民族とは ヮ； 敎 ちじ 依れち！- 人種的に 雲 甘ら れ 、お 史的に お 成せられ、 柔 におす るを 志を 寺 
する 生活 蓋 客」 である。 おに 此の 同じ 血を 有する もで みが 民囊 同が をに 巧すべき であると 
する。 がして S 血に 依つ ミ をれ て ゐる曲 想は 共同 貨じ ±地化 展 すべさで ある。 これが 「血 
と ± 地」 の 理念で、 ナ； のを 治 的 (巧 お 交な 巧 上の) 囊を をす ものである。 

但し 同一 民 巧が 同一の -H 地を かがと しても、 之の みに 依つ て留み (囊 一が が ホされ. もれが 蟹 
力を る巧展 をを す ものでは 巧して をい 0 ’ 

此 あに 民族 ( yolk ) と留民 ( Na 呈の區 が、 おなが ま裝 になつ て 巧る。 前述の 點を 少しく 薛言 
を ば 養は 血が 上 ある I をの 人種 Kss 气 生活 志 ある iQ 地 巧 し、 同 I の义 とこ 

依- 〇 同一の 運を をが ふ、 おつて 1 おに 言語 も 同一の ものと をつ た 共同 化を である。 がち 「自 が」 じ 
雲せられ たる 要素と 「文化」 S ち椅神 的) 襄 定言れ 《if が ある。 がして 藥は 此の 二 
囊の 中の 何れ か 一 そのみを 考 へて 「困 民」 と 言 ふ おなが 寞て ゐち瑞 西の かさは がへ ば 支 化 的 
要 まじ 化つ て 結ばれた 席 想が 1 をの 領巧じ 化 居して 「闲 ち， 一が ち 碧 養を なして ゐ るるので あつ 


て •此の^ 自が的 要素の 方は 無視され て， Q る。 一 股に 自窒 蘿的閣 をは すべてを であつ て、 因 V 
が ある 一 困の 留民 じなら ぅと すれば 「自動を お樂 部に 加入す るかく に」 ( S を】 巧 g 一ろ 3 .を 口) 一寸 
した 手讀 です むので ある。 ナチ ス のま 張は おの おを g 巧 お 成に おしで 段 族の 自然 的 お 素を 巧に 巧 お 
視 した 點 じある。 

ナチ スじ 依れば 「舅」 とは 右の 樣ド 皿に 依つ て 巧 奪を、 i の 地域に 巧 居す る (又はす ベ 
き) 民族が 政治的 巧 紐と して 一定のを 治 的を 志に おばれた る ものである。 简巧化 言へ ば 「民族 一が 
「國 民」 とならを ければ ならぬ、 自然 的 要素と 文化的 要素が 結合して はじめて 「威を」 が 成立す る 
と 言 ふ。 故 じ 合が 前の 境乂利 在住 巧を 人、 ズデ I テン 巧 逸人は 民族と しては 「自巧 一 「文 ヒ-の 巧 巧 索 
から おて 明かに 巧を 民族で あるが、 「地域的」 じ 言 つて 巧を 「國 民」 た 6 得を い。 此 巧に ナチ スの 「一 
巧 巧 一 困き の 巧を も 生じて. 巧る。 三 民を を 「 1 西 民 J K する ことが 即ち】 閱 をの 完 ぶを 息 
みする。 反 對化巧 太 人は 地 巧 的には 巧を 曲內 にあら 「文化」 的 お まの みからは 同一 民 巧と 見られの 
こ ともをい が、 r 自 が」 的 要 まから 言つ て 巧を 民族で をい、 從クて 「函 民」 とを 6 得を いわけで ある。 
ホに 「田 民」 とは r 民 巧が 本 巧 的に お 合された 共同せ 會 として、 怠 識的化 政治的 化 お 合された 共 司 
おを とを つた もの」 と 言へ る〇巧 する 化乂巧 民族 即日 本 苗 お、 日本 巧 民 卯 乂巧巧 巧の 讲 巧を 巧ぶ ほ 
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族 じ 於ても な 現しょぅ とのが 求に 他なら をい。 (一般 じは Volk と zation を 巧 別な しに 用 ふる 場 
なは 勿論 非常に 多い。 併し 自由 ホ 盛 的觀點 から 無差別に 用 ふる 場を と ナチ ス的意 ホで 無差別に 用 ふ 
る艰 合とは 內 をが 異 る。】 ‘ . 

但し 段 族を 锅民 となす には 日本と 留 情の 異なる 巧 逸に 於て は あ 任して 置いた のでは 故 目で ある。 
一民 族を 一地 域內に 住民せ しめた 丈では 耽 目で ある。 日本の 皇室 中む 主袭 と異ら 、巧を の 民族 中、 む 
ホ義の おを には 歴 をが をい。 たジな 置して 置いて 自然にを 稱出 巧る とは 限らの、 此 巧に 敎 をが 要る、 
指導が 必要と なつて 巧る。 民族に 奉仕す るた めには 人 巧の 巧 値を 否を する 自由 まを 的な 念では か 目 
である、 民族に 仕へ る國 家の 一員と じての 敎 を 指導が 必要で ある。 民族を 有が 的を おと 見る みほ ま 
お 的 (ganzhdts ぶ eoretisch ) を ナチ ス的指 巧が 必要と なる。 

卯ち ナチ ス巧 をの 第二は 「を 治 曲 おは 指導 さるべし」 と 言 ふに ある。 

(二) 一民 族を 政治的 意志 勘 お 即ち 阐民 とする 爲 ドは、 (又は 巧 民た るを 失は ない 様に する 爲 には、) 
該 民族は 常に 一を の 方向、 一を の 世界 巧に 指導され ねばならの。 新しく 生れ 出 づる民 巧、 ホ 代の 巧 
巧たるべさ若い ジ*ネ レ J シ > ン は指薄されねばならな い。 「指導なさ用巧は不健をである、 用想化 
はお 導 まを 要する 〇」 とは 化の 意 ホでの ナ チタの モット ゥ である。 



白 由 主義は 前 ホ Q かく 多襄星 化據〇 ミる。 故 K 政な 巧 裁は 常 K 夕襄 K 依 ミ 議 を 化が 利 
を 占わを 治が 力を 巧 得しょぅ とする。 化 巧に 民主主義、 護會 主義 •個人 主を が 巧まして 巧る。 

わ K 現# の 茜 困の 中 今 お 此の 民主主義と 護を 主を を 奉じて 存 諷して ねる をのが ある。 アン グ〇サ 
クソン 系が の 茜 苗、 耶 も巧吉 利と 亞ホ 利か 合 ホ 田が これで ある。 併しが 故 じこれ 等 二 西が 化の まを 
を 奉じて お存績 してね るかと 言 ふ 巧を 少しく 巧が におる をら ば、 其の 原因は 巧して 巧 主 ホ義的 又は. 

會產當 3^ 巧 わが： らし 《て は ミ。 響 利は 第 1 裹攀芝 一 一義 主義で あ つ’ 

たが •この 二を 黨が 大巧 同じ 政治的 巧な を もつ てね たこと， 其の 巧ぶ がか 會 的に 見て 大お 同一で あ 
つたこと K •腺 因が ある。 がし 最近 勞衝黨 S 頭に 化つ て護會 主義に 巧が 入つ たとは 言 ふ もで お 巧 
當巧 固た る ミが ある 0 は、 香ろ これが 第 I S 因で あるが、) 其 0 政治的が がに ある、 即ち 傅が 的 
じ 首相の 地 化が 指導 的る る ものと しで あれられて ゐ る。 更 K を 治 的 化 指導 暗なる ものが 存在して 日 
る。 やは* お5 意 巧 Q 指導 墓が 斤 はれ VJf 2 にを ら定 い。 亞米利 加 にがてを やは 6 同じ こ 
と ヵー 胃へ るので、 大巧 巧は やは 6 强 固を 指導 的 地 化と 考 へられる。 化 あじが 巧が 未だ 政治的 じ 崩 巧 
にまら畏因が存しミる。 ^ JS 引ホへ養西化於 y は指薄； g 地璧か除し v &る2今日早く 
ネ おが 化 喜」 Vi つ 2 であ ミこ 《觀 方は 多 ま 3 S 地は わるで をら ぅがす とも ヶル 
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ニ ハ 

ロ ィタ— は 右の 議じ 見て わる 0 

晕 ろじ 蓄墓 として S 民は 指導 f しでは 崩是羣 ろ 巧 k 巧 逸 装' て f であつ ミ 
此 あに 丰 世紀の 政治 お 想は I お 專ま两 を. 一の おを とるべく、 もれに ょつ て 震を 闊巧 おを キを的 
化 指導し' tj 巧く ぶ 場を とつた わけで あろ。 I 


第 四章國 民が 會ま義 

がら ば 田 民杜會 塞とは 何で あるか。 ナ三は 養曼排 して 用養慧 みを ぶる 一巧を 削ら 
ぅとす る。 をが な， 上化ぷ ベた ナ； S をで あるが、 この 巧 今 だ 化つ て 「一巧 望 苗？ が 出 巧 
上つ た 巧で、 今 巧は 呂 をを r 两 民」 とせねば ならぬ。 ち 此の 薑 もた V 醉爹 零る. やぅな. 
留民 であ ミは r 養の み展」 と をら 3。 器た た焊 民に 正しき 黨巧 又は 堇 裏へ & んで 

前章の ナ三理 をは 對外 落を 適用 缓得る 理念で あるが、 此 《對內 的 0 琴 節 も を かを 塞 
は 巧を 田內畜 ミミ 先つ て、 巧して お出 用を 《では a い。 酱化强 ふるを 《ではない。 


前述の ナチ スの 巧を は闕民 社會ホ ホを 奉ずる もの、 をす ろ 巧 念で あ 6、 此 麽に說 くのは 网巧 社を 
まま 其の ものである。 

巧て 固 民 おを 主義とは 「巧 巧は を® として 見れば 經巧 的、 巧 神 的 共同 おを である ことを 巧，， ^ 又は 
度識 する こと •一 お 社を の內 にあつ て 個人を 適 巧化排 置す る こと ニニ ロミら ミ另) を ホな する ことで 

ある 〇 」 (Rosenberg "Kampfum を〇 sacllt . S . 26 」 

み 養に 言へ ば 留ま 主？ 巧 含 主 ま § I 化で みる。 《故に これは 聞 まか 含主赛 と？ 0 がよ いの 
であるが、 ちて 日本化な 會ま義 よら 波 生した もので、 恶い意 巧の 「周を 巧畫 望と 言 ふ 裏が 流 
行した ことがあ つた。 をれ とお 別す るた わ 化 苗民杜 を ホ義 と！！ すわけ である 〇) がら ば 何故 化 社會ホ 
おのみでは 不可 か •何な じ 巧 ま 主義の みでは いけない のか 0 

十九 世紀の 团 まま 巧は 自由主義に まされて 沿た かじい けを い〇 十九 世紀の 社を ホを は マ^クス 主 
お化义 されて ねたから 不可で ある 0 

お會主 巧とは 端 人を ある 集合® •又は 困 ffi の 意志に 化 巧サし A やぅとの 考へ である。 j 見 「を# 
はが 分よ 6 ま 大 である OJ 「をを はを 利に 巧 先す 0」 との ナ キス 的 考へ方 化 似て ゐる かも なれ ホい。 併 
し 巧 人を 田 巧の 意志に 化は しみる と 言 ふことは が 巧の 仕方で を々 化なる。 

«« ナチ スの 画家 ■ -ヒ 
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化 巧の おを ホ義 をる ものは 「を 鹿」 が 大切 だから 「お 人」 を 巧巧サ よと 言 ふので はを い。 反 對に巧 
をの】 人々々 の 「個人」 を 自由に せんた めに 個人々々 の 集 6( 卽ち 別を 息 ホでの 「を®」) が 巧 裁し よ 
ぅと 言 ふので ある。 マ^ クタ 主義を 例に とれば、 これは を 本 主を を 極度に 巧 まさせて 少 かの 人に 掌 
おさせ、 今度は 反 黃にプ n i タリ ャの 側から 巧 取し よぅと 言 ふ考で •結局は 個人 まを 的 巧 取と 言 ふ 
點化獲 6 はを い。 社を ホ 萬は 其 巧に 至る 手段に 他 をら をい。 を お 主義は 個人 ♦々に 制限が 化は る。 
「制限」 と 言 ふ 語は 誤が を 生じる が 「制 巧」 と 言 ふ 弟 合 も ある。 これは 自由 ホを じ 巧 謂 個人の 巧 巧 
ではない 。を® (D だ oanze ) を 一の 有巧隨 とおるな 上、 もれに 巧す るみ 個人の 斤 動に 1 ぶの 方向が 
巧 へられる、 を 個人が 有 巧 的に 饱 いて •を自 の 能力を 十み に 巧 巧 出 巧る 様に 整理され わ ば をら の。 

巧 试の巧 車の 様を もので ルせ をが 巧手に 大お 車の 化 置を 占わ •勝手を 方向 化巧轉 する ことは 巧され 
の。 これは を® の 破 獲で ある。 此の 念 ホで を 個人に あ 巧麽の I 部と して 「制限」 •お 手な 典 似を 巧 さ. 
ぬと 言 ふ 制が はかは る わけで ある。 を 巧を 有機め に 生かす ためには 此の方が よい。 自由 まを は 此の 
制 おを ホ 巧す るが、 これは 自由 まを の 見る を おは Total であつ て 有機的の もので をい 所に 巧 本 的の 
誤 6 が ある。 巧の 中に ごち や^^に 物を 入れて ある 様を もので •下にを つた ものが 不平を 言 ふ •だ 
から 上の 方へ 置いて やる， 巧の ものが が だと 言つ たら 中へ 巧し こんで やる。 要する じ 中の ものが 装 


れ 出して 袋が 破けぬ 様に、 巧に 內 部を ごち や^^ 巧 かして 喧嚷を 防いで わる。 だから 從 ホの 杜會主 
義 では (袋の 中の) 個人々々 の 干涉が 物を 言 ふ •結局は 其の 「干 涉」 が 巧 裁す る おにを る。 同時に 
澤 山の 干 ホが 巧 裁 すれば、 围 をは 常に 巧 あする、 袋の おは 常 化 デ コボ n と 動き •を® としての 有 巧 
巧な かきは なし 得る い、 內部 じは 巧 級 田爭は 生じる、 國を自 結の 確た る存 をは 失 はれる。 例へ 欧夕 
が 存在した ところで •自由主義 諸國に 見られる かく* 個人々 ♦の 間 じか 面 的 秩序を 巧ち •個人の 自 
由と ザの 巧 巧の みを 保 澄す るかき •所謂 「夜番 困 家」 ( Nachtwdchters なぉ) たる じ おぎを いものと を 
る 0 

かか まを たる ものは ナチ ス 的に 考 へれば、 個人を 生かす とか、 を歷が 大切 だと か 言ん 巧を ではな 
い、 主を でもを い、 乃至は 其の 理を をを 行す る 手段 方法で もを い。 「結果」 が 大巧を の だ。 ある 方策 
又は 巧 置を をした 結果が 巧會 のた め、 全 巧の ためにを つたならば •これが 正しい 意 ホの 社を まを で 
ある。 r 結果 J が お 利な かの ためで を かつたならば、 もれが おを 主義で あると 言 ふ。 

がしで其の巧置をなすものがナチス化於^^は圃まなのである。 化の意ホで屈まま義 (困民まま) 
でを ければ をら をい。 但し 十九 世紀の 苗 ま 主義は やは 6 健を をる ものでは をかつた。 即ち 西 まの 巧 
力ま 上說が これで ある。 巧 まは 巧 力を 行使す るな 械 となり、 を 化へ— グ^の 「巧を おお 說」 を 生ず 

の お ナナスの 田家 觀 - ^ 


十 チ ス巧フ アシスト 0 巧が K 

こ.，* 二 0 

るに ま 6、 围 家は 罵 雲を 奮 ま 仕事を 依ぶ さ 装と, ふこと を 忘却して しまつ 《。巧の 結 
呆 留まと 國民寡 雄し、 對 立し •へ， 文化して 「民族は 困 まの 一部 乍ら、 鼠 家の がする 巧を なら 
ざる もの をら。 古言は おる M つちす ベて が r 天が ととを つた、 ある 音 集の 個人 主？ なつ 
ち 閣を主 ままは か、 る 意 ホの 围ま 、卽 ちか、 る 西 ま 形 まじ 誤れる 忠誠を 巧 ひ、 圃 をの 望 巧展。 
爲を 力— ずと 言 ふこと を おれた。 しを 惡困家 空？ ラス h 、 世界 經巧冀 金融の— と 
共は •益 ♦富まを 的と なら •困 まま 誰 ま、 霞ま 義 まは 其の 美名の 下 化 f を 肥やす S 夕こ 
をつ たので ある。 これの 昂 じた ものが ゥ * こご 二世 當時 《巧 逸で あつて、 囲を 樓ろ S 絕對 
の 巧を は 王室 や 也 主義と を 6、 國王 又は 皇 ホの 價 値が を 民族の 價 値ょ 6 裔 く評悔 され •をに ヵィ ゼ 
火 一人の 巧 まの ために 巧 逸は 崩な の$ 目を 見た と 言 ふので ある。 

化の 樣化 r 舊 巧の 朗ま まを は 巧んで しま. つ々。」 をして 「咨 巧の 租を 主義は 生き 乍ら も 其の 描は 
なつて 巧た。」 ので ある。 《Del- ミ を 己 S des JOCJahi-hu 一己 erts. S. 2 耳) 

なに 今日 護主盡 またらん とする ミは •養を 基と 見て、 を 紐 0 福 と 言 ふ をホ 
でか 論 おを 的 お 置は 其の 「結をから 判が する。) 社 會ま義 までをければ をら をい。 反 おに おを 主 
着 《えと 卞る ミは、 民蒙價 値を 苗 お 《巧 値ょ 6 上位 化 f •讓を 民囊展 《手段と ぶる 



と 言 ふ 意 巧で 新しき 岡 まま 裹ま でなければ ならを い。 民族と 言 ふ ものが 關 がして 巧るな 上 此の 二 ま 
は 不雜の ものである。 

これ 卽ち國 民 かを まを であると 言 ふ。 

但し これは 巧 民 的 化 含まを (Nationals SON 堅 isis) ではを い。 何と なれば 此の 國民 社を 主義 
CNa を nalsozialiius) のま 點 はがる 國 まま 義 (Natio 邑ご化 あるので あつて、 何ょ 6 民族の 巧 持 
展が 大切な ので ある。 社を 主義の 方は (か 論 こ クス 主義とは 異 つた 意 ホに がて、) 民族を 一曲を 
たら-^ 《たるち 此の 用 民 化 仕へ る 留まめ 囊 である。 此巧化 言 ふ r せ さとは 世に 所謂 おみと 巧 
6 •み 巧め 化 「巧 巧」 其の ものを 意味して むる ので ある。 巧 巧 主義 ごま qna ユ〇呂 Ifsmcs) から 巧脫し 
たせ 會主 をで おる。 此の 意 ホで 「团 民審 主を」 は I 語 言 wort) であつ て 一一 語の 結合では ない、 
r 固 民」 も あを 詞 ではを い。 Na な 弓 alsozialis ョ居 をる 語を 粗と し y 巧 巧の 意 巧を もつ々 ものであると 
說 かれて ねる。 

第五 章 指導 も 固 家 

前« ナナスの田^!^« 二- 
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が 上の 様を 化 ホ 巧 •理 をを もつ て 形成 さるべき 巧は 十九 世紀の 政を お 系では いけを い。 かくして 
二十世紀の 巧を として 生れ 出た のが 巧 賄 お!^ ま 苗まで •ある。 巧 巧な を まを 的 化 巧 民を 指が が 治して 
斤く 留まで ある。 其の 中指 導の 方は 「が」 が これを 行 ひ、 統治の 方は 「苗 ま」 がを 持つ こと、 をる。 
化 巧に 指導 ま 苗 家の 特« が ある。 

巧て お 巧稱 神のを 行は る 巧は 自由 主を 的なる ものに 對 ずる 抗爭 、撲 巧から おまつた。 西 民 おを ホ 
を 的に 苗 民を 積極的 K 指導す. 重 A 前 K 、 消極的 K 罵 社會塞 的なら ざる ミ、 農から 始まつ 
たわけで ある。 化の 巧 爭史は 省が する が 其の 二 I 二を 巧げ れ ば、 ヒ トラ I は I 九 = ニニ 年 一月 =一 十日 こ 
を 獲を 巧 得して 六 ヶ月 後、 卽 同年と 月 十四日に 新 黨巧立 巧 止のを 律を 公布し、 化 巧に 「一 酉 一黨」 
の 巧 まがぶ 立し々。 右を をを をの 爲 左に 擧げれ ば、 

巧を ブィ ヒを 巧は 左の 法律を 寒 決した 6 化つ て おじ 之を な ホす 
第一が 巧を にがては 苗 民 化を まを 巧を 夕化黨 をな て 唯】 のを おとす 

き哀化 《巧 黨 《か 巧 的 お 合を 維持し 又は 巧な 巧を 組 巧 せんと 么 つるまは ニー 年が 下の. なお 义 
は 六 ヶ月な 上 一二 年な 下の 禁銷化 巧す 但しな 巧 まが 別段の 規を k ょ 6 まき 罪を 巧 せらる、 とさ 
はこの 限 6 じ をらず 


これに 依々 蹇 舅は ナ乎 ス窠に 依らが j 的 化 指を される こと、 をっ ち黨の 使命に 關 しては を 

に說 くが 要は 西 民 ホを が 的 指 薄またち に 依って 政治的に 指導され ねばならない。 これに 依 6 形 ま 

巧 民主 主 まめ 巧を をが して •を 治を 1 っの 方向に 導く じあ 6 と 言 ふので あろ。 

更にを 意すべき は、 やは 6 同年 同月 同日に を ホされ た 团民お 栗に 關 ずる 法を である。 左の かくで 
ある。 . 

第. 一な 養は 政府に 依 6 企曼れ 《る囊 化 對し两 民が 同意を る や 否やを 量 化；！,^ 問す る こ 
とを 得 

♦ 

を 二 條函民 巧 巧 化を は 有 巧 巧 票の 巧 半を ミ ehrzahl) K ょ- C' 霎甘ら る、 ものと^ 

この 第 一條 化 依れば 蒙 S ホ i ってし まっ 《譯 でみ る。 藥 Q 夕囊化 依っ て 得 《夕 わが 
少 おおを おし、 巧 力を 得る と 言 ふやら 方は 15 黨國 家に 於て は 否まされ 《。一九 _ー ニニ 年 一二 月 二十 
音の 所謂 r 巧が 法」 (Erih 晉 ngsgesetz) 化 依っ て (巧で 乍ら 現在の 雲は 化の 巧が 法、 が f 薑、 
(statt 量す rsgeset こ 义ぴ割 一法 (Gleinhschaltlsg な隻の 一二 法律を 香を ホ 法と し y 立 クてゐ る 〇)， 
卵ち この 「霧 さに 化っ て 譲を はヒ トラが ち 行を 巧の 長官 化 妾？ 附 巧して しまった。 此巧 
に自窒 を强 まの 揉っ て ゐた蹇 {Legislat 畫と 行を (Kxekutive) の 二々 制、 田 まと 個人と を 巧 

前！！ ナチ スの圓 寒 ■ こ ミ 


に對立 的に がて 見る 一一 か 制は 巧 壊した。 其の 結果 送を に 依る 寒を の 立法 巧は 輿 失し、 「透を」 ( was 】 
は资 じて 「透擇 J (を swah ごと ホつ た。 《指 巧を に 化つ て 選 巧され わ ものが 民意を 代を する 0 ) 西 民 巧 
票に 依 6 國民 が同惹 ずれば 巧 權を化 巧 6 《註、 留民お 栗に M する 法律 第 I 二な、 围民 がを 府の巧 S を 
可とした る 巧 合には I 九 一二 一二 年 三 一月 二十四日 附巧 巧を を 準用す) 公布 手な が とられ •苗 民の がをは 
法律 制を 行爲と 見が されて 苗 民は を® として 立法 またる 地 化に 立ち 得る わけで ある。 

な 上は 法律： S 解釋 であるが、 巧 巧 上は 投票は あ 半を 否乂 多を にを るに 定 つて & るので ある。 化ぶ 
が 指を の 重大を 巧で あつ で、 お 巧 ホの やる ことには を 巧 がをおを 表する 様に、 がが 巧 民を ナチ ブ的 
におへ' 么んで 行く、 困 民が 皆 ナチ ブ的 化が 巧を もつ て 居れば、 ナチ スの やる 華に 反對 はを い咎 であ 
る。 これが 指導を 治で ある。 若し 苗 民を お 制し 义は專 が •巧 裁に 依つ て 無理に® 民を して 「クン」 
と 言は しめる もめを らば、 これは 指 薄を 治では をい •尊 制 政治で あら 巧 裁 政治で ある。 

おする じ 「巧 民に 依つ て選畢 された ま」 でを く、 「指導 まに 依つ て選擇 せられた ま j が 指導して、 
巧 民を ナナスめ に 巧まして 行く。 化 巧に 「選 擇」 に 巧して は 前が の 「人の 價 値」 がま 大 である。 人 
巧す ベて 平等と 言 ふ 自由 主を 的 巧を に 依れば、 邊擇 は不耍 である。 多た 巧で 宜 をい。 但し 人阳 じは 
巧 おの 巧を が あるな 上、 選择が 必要で ある。 一般ょ 6 巧 値 化 於 y 巧る 指導 まが 還 海す るな 上、 巧ぶ 



惡 をょ ィ两 まは をい と 言 ふ。 

かにを 一な Q 「輩を をな ミ」 と 言 ふこと る志說 明で 民主主義 的夕か 決と 言 ふ— たを い 
こと もがる だら ぅ。 化し 此巧 化を 三つ 注を すべさは •舅を がくの 夕 指導して 垣けば 西 民 f 
の 必要 もな く、 霎し 《所 ミ迅 半を を 問 f する 必要 も々 い ミ K 思 はれる。 妻 此の 雜化 
は薑が 不資成 S を 詔 K すべさを 雲して ねない、 がら 辖 なじ 「巧 半を」 じ 依るな どと 規. 
をした かと 言へ ば •これは 買に おず る宣 なのた 《である。 導 實宣 奠臣 ご；— が 「强 民投 
票は 宣巧 とし S 偵 値 •か 重大で ある。」 と霎秦 獲を 戒」 《ミる。 ヒ トラ， も f 巧說 中に 「巧ま 
塞 的應則 (多 おを 化ぶ つても ナ乎ス はがつ たでは るいか、 围民 はま 全 支持して & るでは をい 
か％ J との 意 巧 S を 言つ て & る。 一には 民奎讓 酉た 巧す 叠 がで ある〇 
巧て を Q かく 巧 蓋 豪 ま 法 器 依つ 三 困； と 在つ たが、 こ sfsK 满が苗 民を 巧 

薄す ると 言 ふ 意？ ミ S る ミで わる。 をして 蒙黨 0— ま K 依つ て 導かれが へられて 行く み 
治 装な が おしいを 班の 巧 本を をす。 化の 點は 前に も 一寸 解れた がまを 點 であつ て 養を 巧す ろ 
何ね をら ば 普通 民奎 まま 達 化 化つ て楚シ ：は全 望 お 護と 呼ばれ、 羯裁 主義と 言 はれる 
ろら である。 併し これは 正しい 觀 方では をい。 この 稱 巧は 置 主義 的黨 をの 囊 しか 包して ゐ 

あ* 1 F ナナスの W 泉 巧 


二 五 
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ない。 . 

自由 § に 依れば 苗 まは 前 巧の かく r 夜番」 的の もので あつて、 出來 得る 限 6 化 人を 生かす ため 
に、 巧 人の 集りなる を 巧を 言は ば涅杳 して 巧お のをい やぅに して 行く ものである。 併し 現代の 田家 
なる ものは を 巧 何れも 巧の お 巧も乂 きくをら •社を 的 化な 巧 化して 巧て ゐ る。 從 つて 現代の 巧 まは 
民主 主を 围 であれ、 自由主義 田で あれ、 必ずやな を 問題を 無 規し稱 なくを 6、 社舍 問題が 重大な 役 
巧を 占める に 至つ てね る。 勿論 個人の 存在 巧 値を 出 巧 得る 限 6 生かし 且つ 確保す ると 言 ふ 1 方 •团 
民を 话 としての 生活の 保 皆と 言 ふ おも 考へ化 入れざる を 得を くな つ y ゐる 。何れの 聞を とつて おて 
も 化の おには 變 6 はを い。 此の 意 ホに 於て は 巧を •伊太利に 限らず、 凡を 一巧を お成して ゐる もの 
はを を ほ 主 ま 固み である。 これは 世 巧】 おの 社を 巧 巧の おらし むる 巧で あつて、 この 意 巧から 言つ 
てのを 巧 主義は ナ チタ 留まの な 治 的 本 巧では ない。 

猜ホ獨 をが 獨裁 でを いこと も' 前に 說 明した あらで ある。 但し 巧 裁が 巧 じて 必巧 をる 媒合も あ 6 得 
る、 卽ち巧 ま 危急存亡 のが、 敢時描 制に 於て は 巧 部が 毒ち 上 巧 裁め 巧 置の 巧 ひ 手と なること も ある。 
但し か、 る 巧 裁は 「一時的」 の ものに 巧ぎ をい。 これは 永績 的のを をな 制たり 得ない、 ある 巧 巧 制 
化 到まず る 手段と して 巧 能な とき も あら 得る と 言 ふに あぎない 0( 此の 言說に 依れば 巧を 自身ず がせ 


時の お 旗 治を 曼て& ると 採れる。 但し 現在は f 否惹葉 於，^ 雲とは 異なる 〇】 

がて 新 巧 逸は が 謂を 巧ま裘 困までは をい、 巧 裁では るい' 指導 ま 巧を であると 言へ ろが、 正しく 
は r 巧 威 的 指を ま围 を」 と 言 ふべき であらぅ 。其の 組が 巧 能を 具 養に 說巧 する 前に 指 海 まとは か 

何なる もの かは なさ 巧が 化說 巧して 置かぅ。 

■ 

» 

第 六 章 指導者 

■ 

■ 

おぷま 田を であるな 上、 これに 必要 不可 缺 なろ ものは が 謂 指導 ま (五一 I 】 ミ) である。 巧 逸 軍律 ま 
じ 依れば i 指導 まとは 能ス巧 蘆 •志操に 依 6てぞ 巧を 化麽ま 育で 窜 一一 蔓 とな さしむ をを 
である。 能力 態ち 志 巧が なれ y ゐる ために 他の まじを 雲ら れ 、他の 者が 彼に 從 なする ことを 
快し とする おの もので なければ ならの。 化 處に獲 成 (>c す 王 こが 生じて 巧る 9 權力 (を $31 こで 
はを い’、 權 力は 巧 裁に 巧く。 か 化 指な またろ ものは 自ら 備 はる 巧 巧の 巧 有まで なければ ならを い。 
化屬 する まとの 精巧 的さず なを 巧 固なら しみる 丈の 人を 的 便 値を もつ てめ をければ ならた' f 0 
フ，- ダ-じ 巧れば 指導 まの 備 ふべき 骗 はもつ と 巧が でる る。 おみ まは 第一に 其の 民 巧に 巧して お 

前 構 ナ ♦スの 國 京 a 、 こヒ - 
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烈 なる 爱を もつ て 居らねば をら をい。 更に 强固 をる 意 あ. 確固たる 快斷 力を 必 おとす る。 巧 神的裝 
力が 重要で ある。 これは 必ずしも 巧學 等のを 巧 お 巧の 智識 能力の 意では ない。 これ 等 他ん のみ 巧 的 
智津 能力は 巧 神 力の 巧大を ものが 利用 すれば よい。 世には 當識 、化 想、 巧 ホ 的 お 性に がて 優れた も 
の も 多い が、 最後 的巧斯 をを すべき ま ホ* 巧 神 力のを いために 指 巧 またり 得の ものが 多い。 指な ま 
は 苗 民の 巧 巧を 貪 現し おる もの、 おかを がる もので なければ ならを い、 等.々。 

かぅ 言 クて來 ると 非常に 難ず かしく、- を 部を 備へ たものは ヒ トラ— 位を ものである 。猫つ てヒト 
ラ— が 指導 ま 中の 指を ま 即ち 法が とを つて ゐ るの だが、 此 あじ 言 ふのは】 おの 指導 ま、 絲 がの 巧 力 
まとしての おみ まの 問題で ある。 • 

一が には 能力、 •態度 •あみが 人並み 上で あると 言 ふこと が 巧 おで ある。 (化 巧に を ホ： を 謙 等が あ 
ま 6 ま お 巧され てむ をい のは 注意すべき である。 これ 等は 利用 價 値と 言 ふ 助からは ま 巧で あるが* 
を 斤、 竟 現と 言 ふ 方面が よら 大切 V あると 考 へられて ねる。) が y をれ 等に よつ て 指み またる ものは 
巧ぶ を かち 得、、 從屬 せる ものと 巧が 的に 固く おばれる。】 が留 民は 巧の 指導 まの P 9 もコ ミブ すす (か 
餐 人# 化が てま 巧 人に 勝 6、 內化巧 固た る ものを がする 人 巧，) に 服す るので ある。 同時に 言は ず も 
がな の 事で あるが お ホ まは 「巧を 的 J じ 巧 巧と 同一で なければ ならぬ‘、 (> rtglc 芭 - hcit)o 同じ 血よ 同 


じ タィプを ホめ る。 人種め 巧つ た タィプの もの、 お 巧は 不 なをで ある。 

この 巧に M し 二 > 一ニ ヒ トラ— の 言を 引用して 置かう。 - 

r 雲 ま義 の大憲 おを 排 し 、 S の 民ち 雙 てを 商の 人 おに 此の 冀を 巧へ やうと 努める 化 
ホ 巧は 論！ ^的に を襄 《民族 G 內 K 於て 屯 同じく 傻 まが 治々 ると 言 ふが！^ 二】 ち ari き kratischc 
Pnnz ザ) 化從 つて、 最もが 巧なる 人物 じな 民 巧の 指導と を窩 のぶ 心 力 ある 地位を 確保して やらねば • 
なら ホい。 從 つて 此の世界 巧は 多 おのまの 巧を の 上で をく •一人一人の 人間の 價値 ミ。—。— ミ 
の 上に 巧 立され る ものである 〇」 (Mda Kampf . S . を 3) 

r 民窦同 杜會と 言 ふ冀は 優 f 人 お ミ 蒙 上に 雲し、 大 ホを 蒙 有能 0 ま 下 蓋 巧 せし 
《ょうとす る 巧 力の 巧 現で なければ をらない。」 (Mein Ka— 产 S. 496) 
r が おみ ホの 權 威は 上を 下へ •を資 任は 下から 上へ。」 f 。 六 J ;. 晏 
(一巧に r 吾が 面ぎ 下卷第 凹ま Pes 6 己 ichkcit und v 61 F‘her Staa 寫 cdanke 參 照。) 

巧は . r 人と しての 價 値」 が 指 薄まを 決する。 

第二の おまち 前ぶ のな の 同 1 性 ( Ar 雲 fchh 星に ある。 解な 易く 言へ ザ品累 同じ もの ~ 
で ある ことが 必要で ある。 巧を 法 及び 巧の な 治 的 根本は 化の 巧の 周 一 お に t と 言 ふ もの も あろ 

前 •ナチ ス S 装 《 こ ホ 

/ 
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(Girl Scl 一き ピ)。 巧を 人 をらざる ものと 雖も •批判力 も あ 6、 巧 力に 於て 人並 便れた もの も ある。 本 
もまき 义讀み 得る には 巧まない。 併し 物の 考へ 方、 巧が の 仕方は 巧な 人で ない な上斯 じて 巧を 人と 
異 る。 最もな がな ふの 巧き、 無 患窥に 働く 巧が、 ホ ひは 腦廊の 最も 小さい が おの 做き に 至る まで 突 
这め ば、 「巧を 巧」 の 人間、 「同じ 出 ホ」 の ものには 必ず】 致斯が ある。 物の 見方、 曲き 方 •巧が の 
仕方、 巧 ホの 受け 方に 同一 性が ある。 かぅ 言 ふ もの、 指導 こを •巧を 人に 巧す る 指導と してょ さも 
ので あると 言 ふ 0 

化し 此 あに 困難な のが 指み ま凄擇 である T 人 巧の 巧 値」 が規单 であるが 上、 この 問題は がず かしい 
が ナチ スの 非を に 力を入れて わる 點 である。 を 近 やかましい 「を 治 指導 まちぶ 巧院 J (Adolf. 五 ミ er- 
Schulo end ordehsburg) の 如 さ、 ナチ スを巧 上 此の 助から 言つ て をるべからざる ものである。 





稱が 


巧よ 章 お 導を 國 家の 具 お 的 機 成 

蠢に於 vf 如く 所謂 謀 ま 顯は民 巧 か 其 sf 在す を？ おる。 故 K 巧 S 闲 f 意が 
する 游合は 「民族 まを 的 田家」 と 言っ 《方が 適 巧で ある。 衰 民族を おな 阐民 らしく お 導して 巧く 

意 巧から 指導 ま 苗 まと 言 ふ。 • 
なが 化すべ ての 巧ぶ、 即 もがが とは 黨首 
であろ、 同時に 首相 即ち 閣の 元首、 巧に® 
防 巧みな 指巧官 としての 巧 巧が 備 はる。 が 
ま 巧る る ことは な 統と民 巧 (留 民) との 直 
巧の 指導 ま從巧 まの 關 なであって、 これが 
現 巧を 苗の 政治的せ おを なして ねる。 これ 
じ 依って 巧が 重要な 役割を なすので ある。 

化 ホの 巧を 巧 ま 《巧 ま) 化み ては、 が 治 
(F 昏 2 另) のが 厢 として 二つ あつた。 即ち 

かお ナチ スの H お C ミ- 
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菌家 行政と 闊防 軍と である。 (此 あに 留を 斤を と 言 ふのは. 一 お 巧 あ 义は巧 部を 含まざる 巧を と 司法 
を 含む。) 然る じ 新の 逢 西に 於て は 巧し い 巧 蘭と して r 黨」 が 登 巧した。 指導 ま 段を として 最も 重 
巧を のが この 巧 巧 曲で あウ て、 其の 地位、 其の 使を お 曲 •更に 困 防 巧' 狹 をの 巧 まとの 關巧 等が 具 
巧 的に ち 巧を 巧 巧と ホる。 

H 民な 會 主を 巧 逸 巧が 黨 とは 從 巧の 患 巧に がける 「，ぶ」 ではを い。 巧は 羅ホ 語の Pars であつ で 
「部 か」 であるが、】 困 一* の 巧を 田に 於て は 該黨は r 部分」 でなくて 「をな」 である。 但し これは 
を 巧から 遷 ばれた ものでは ない、 を® を 代表す る もので もない、 を 度の 中から 育成され て 出 來上ク 
y 巧た ものである。 がし y 此の r 黨」 は 化 巧と 異らを 治 的 指導® M であるが 上、 黨の名 化巧應 しか 
らず 、正しくは 「を 治 的 巧 巧」 と 見るべき である 〇然 して 化の 「運 巧」 がを 治の 原動力と をる。 化 
のを 治 塞 巧に ょつて 苗 民は を 治 巧に す 成され、 導き 敎 へられる の だが、 同時に 化の 巧 動は 留 民の 中 
から# 生し をければ をら をい。 「黨 J は 化の 目め のた わに 組 おされた ものである。 第一に 非を 治的义 
は ナチ ブと 巧容れ ざるを 治 的 巧 向に 巧す る 田爭の 必要から 化 おされた ものである。 第二に 從 巧の 两 
家と 巧 人を 封 立 的に 見る 二 か制围 家の 缺 巧を 補 ふ 意み 化め て、 が 治巧说 としての 围 ホと 酉 家の 巧 巧 
をな すべき 巧を (これを 一括 ずれば 困 民) との 巧を ク をぐ 運動と し y 生れ 出で たもので ある。 一巧 


の函 巧* 巧で あ 6、 化の 至 巧が を ホと をる 巧に ナチ スの特 巧が ある。 

其の 因 民 巧 巧の 方法と して、 巧は 苗 民を 巧の 巧 業 身々 等に、 依る グレ ノ I プに 々割し、 巧の グル f プ 
をホを巧專して斤く方法をとつてゐる。 卯もこれ等ググープがを々 一 をの曲话をお成して指ぷをを 
あを らしめ てゐ る* 黨の附 巧 巧® (D 一 -e angeschlosssen Vc みかを C) と 言 ふ。 これ 等が 所謂 ナ キスの 
れ會巧 巧 上世 間 化 や 力まし い r 勞か煤 線」 (Die Deutsclie A を eitsfront. DAF .】 であ 6, 「ナチ ス 巧が ffi ! 
(Die MS-Volkswo 己 fahrt. 2SV. )T ナチ ス敎員 同盟」 (De 『 NS を irerbund. 2SLB.) 等で あ ミ あ 巧ょ 
一九 S 八 年 十一 百 二十 一日 おを なて 巧巧應 をな 含， pDer ミ. 羣已 一を 旨。 香 ご. ぞ〇 をで § 巧 。 ( ミ》 こ 
の 名の もとに 黨 のを 傳 下に 巧した。 (但し 突擊 R(D;e ’s>/ 親® 巧 (C す SS )、 自巧車 巧ニピ W ZSK: 巧 r 
ヒ トラ 》 •ユ— グン ト (古 J 】 等は 黨の 一部と して 特別を 政治 巧爭 としての 任 巧を もつ 枝が {GH を C. 
angen ) であつ て* 附*函 巧とは ま ホる 〇) 

そして 化の 黨の 化に 從 巧の 巧を 稱斯 としての 狭を の 苗 家 巧び 留防 ぞが存 をし、 これ 巧が 黨 のをを 
的 塞 巧に 據 つて 直接が をを 斤 ふ。 、此 巧に 從來と 異なる 巧は；. 今日では を 治めなる ものに 依ら 巧 
をが 規定され て 巧る」 《carl S、ch3 ザ： Sta ぉ， Bewegun 巧. vclk S.. 1 夕) ので あるり をして 化の 「をム ロ 
的を る もの」 は 黨に依 つてを A られ る！！ である 0 
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化の おみに がて 巧 謂つ 法治 困」 《 Rechtsstaa この おなが 從來と 異なる お 巧を 呈 して 巧た。 化 6 こを 
巧の 「法 巧 的 苗 ま 巧」 が 「をを 的 困 ま學」 じを 展 して 巧た 巧 本 も あるの だが、 其の 大® を おを ぶみ 
のかく でみ る。 

囊 のが 碎法菱 理論は 突きっ 《《所. 法 治 《る 塞では をく •法が 奠る まを と a してし ま 
った。 法が 人阳 'を 巧 縛し 人 巧は 法規の 下に 進退す ると 言 ふ實巧 化を った。 これは 困 民を おれた る も 
ので あ A •自由 まを 的官巧 主を を 巧 長す る 許 6 である。 これは を洽图 (巧 8 ヴな "口を) ではを くして、 
法 巧 困 ( Ges を elt ) たるに あぎの。 (化の 巧を Rec すは をであって GesetN は 寒を の拍 致を 經た 
ぶ 文法を と 解す る。】 ぶ 文法を がま 巧と なって 西 まが すべてを 規 をして 巧く 結果、 田 民と 曲夕 M にお 
ホの 巧る を かく。 左团 のかき 曲がと をる。 

現代の 意 巧の 法治 苗は 民族の 巧 利 (volksrccht) を 主と し 
たもので なければ をらない。 民族を 度外規 した ものでは い 
けない。 「法」 は 狭まの 巧を 內 にを する ものでは をく、 民族 


團 ま 


国ち 


又は 閣 民の 中に をす る •化の 觀點 から 田 民は 黨化 依って 指夕 せられて、 巧 おに 一っの 政を 運 巧が 生 
じ •一定のを 治 的 巧を が 形ぶ される。 をれ じ 依 6 •又もの 觀 をの 下 じ' 西を がが 治を 行 ふ。 即 もが 



まにある ま ホでの が 限が かつた 巧で わる。 

上面に 化 6 示せば •卵ち 國 民に 巧し、 巧に 依つ て お 薄され たるを 
を 巧を が 《反 おに 言へ ば 苗 民に なする ものが 誤 6 なきた めじ 指導が 
必要で ある。)、 西 まに 依つ て 具 お 的の おを をし V 現 はれる。 此のを 
ホに 於て r 黨が巧 家に 命令す る」 ので ある。 

現代の 困 ま (庚を} じは 政治的に 見て 二つの 面が あぇ 第 1 が 世 ホ 
巧 的を お 的の 面、 第二が 組 巧 巧 政を 技巧的の 面で ある。 ま黃 此の 第 
二の ものは 第一の ものに 依つ て 制が さるべ さで あつたに もなら ず、 
これは 無視され て & た。 併し 今日の かく 一巧の 人口 も おし、 規巧 も乂 さくな つて ホた ものは、 断 じ 
て 化の 巧 二 面の みでは を 治は 出 巧ない。 護 夕 も 一 お 化のを I 面を 代表す る やぅに おぇる が、 これ も 
自由主義 的存 をで あるが 上 民を を 代表す る ものとは 言へ をい。 

化 巧に 黨と H まの 巧 巧 ホな 化が 生じて 巧る。 世 ホ 巧 的を 治の 方向は 專ら黨 がを 持つ。 をして 化の 
そ 面に がての みを 巧 まを が 巧* される。 を 想 まを は黨の 理念で あつて、 田 まには 直 巧を 巧 まを は嘛 
なは をい C 苗を はナ キス 世 ホ 巧 •を お ホ 着 的 世 巧 巧の お盖 を行爲 化を ず 手段で ある。 哄 ぶま 上 ま お 
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化かて は 困 5 官僚化」 石化し、 寶良と 夜 5。 十； は 護は S 生 賈と剌 巧を ぶ 何 
時を 巧し く楚 巧；！ g から 受取 ミ 常 寡が 堇れ 《議 である 0 

(一九ニ ニニ 年 十二月 一日 S と 困ま歸 一を を 固なら .J むる 爲の 法ち 第 一條、 (ニナ* ス 革命 成就 

後は ナチ； 蓋— ま靈 If 6 然して 讓と香 分接蒙 言 ミミと す」 よ 化？ 

ホに 巧 すべさで ある 0) 

ならば 何故 黨と苗 まを 合て て ii 國 まとを さるい か。 i まま— とお 巧で 現 ホの 巧は 
曲は を S、 革— 年月が？ a ミ 現在は 養へ をい。 巧し 何年 か SK は圃民 《思 注規 宴ら 
をな 裹困 まと 言 ふ 「困 ま」 にの み 向けられ るに 至る。 蒙， 結果は 勿論 困 ま至 上 主 をとなク、 自由 
主義 的 崩 壌 Q をを たどる K 違； S をい。 すと を此 《お 險 性は ある。 舅の 眼を 常 化 雨 逸 0 魂、 精神 • 
血の 保を、 民族 .0 重 .K 寶て 置く 2K は、 飽くまで？ S、 世界 觀的 政治と 技 《的 政治の 巧 
まを かおし 5 かを a らミ •をして 菱兩 まを 不離 Q 關 度 匿く 方が よ S と 5 《である。 

おて ホに 困 望と 5 胡？ お ミ 困 望は 藥は寶 的 0 任義 ホと して 考 へを てゐた ' P 
ち 菱名累 すか ふ 致化教 し 西を 防絮 する ミ、 所謂 「.ラィン 《護6」 雙を であつ ちがい ナ 
チス 巧を 化 於て は更義 內的 Q 墓が 附 かされて ， Q る。 即ち 兵役 法 (ミ。 晏 "呈 第一 長に よ 固 巧 


軍は 「巧 ホ 因 民の 武器 携带ま (Hr が e こで あら、 武人 的が を 學巧 (die so 乙を sche 巧を ehun 町 sscllule) 
で わる、」 と 規定され てむ る。 (これを ず 巧的敦 育の 樸關を 6 と 誤す のはょ くない c ) 

】« 巧る 革命は ヒ トラ— を 始めと して 所謂を】 戰の兵 ± 型の 固 ± じ 依つて 爲 された ものである。 
化 巧に 兵 ± 型と 言 ふのは 主として おが 的の 意 ホで あつて、 日本的に 言へ ば 武± 道 巧が を 巧 得し、 志 
巧を 固 責任 巧な 强大 をる 人格を もつ 武人 的 タィプを 言 ふので ある。 軍 巧 的 (を ごが ュ《 ごの 意 巧では 
をい。 

現に 「吾が 田爭」 中に もず 巧は 化の 意 ホでの お 巧を 巧なる ことを 强 調して ねる。 

「民族 ま お 的 田を に 於て は 巧 巧は 一人々々 に 「進め」 や 「止れ」 を かへ 么 むべき 巧ではなくなる。 
もれは 姐 B かを のをを、 最 巧の 學 巧と をる。」 「化の 學 校に 於て は 巧が 一人前の 巧に 仕上げら るべき 
ホ JR 巧乂兵 ± は、) 自分の 力を 信じ •團 おが 神の 强 味を お 6、 がて 其の 巧を 民族の 化すべからざる 
こと 《 uniiberwimilichke な) を 巧 信すべき である。」 ( sei 。 Kam 巧 f * S . 45 巧) 

去年の 二月 二十日の 酉を 演說に 於ても 「困 防 軍は ナキ ブ敎ぞ のをな 巧で ある。」 と 言つて ゐ る。 
化の 意 ホで 田 防 軍は 化 巧ょ 6 1 ホを 進 あ で 內を 巧に もま 大 なる 意 巧を もつ に 至つ た。 巧を 政治的 
因 民 巧 巧と するならば、 これは 巧 民 精が 涵葉學 巧と 言へ る。 然して 此 巧では 專也 化の 方面の 化 巧を 

前！！ ナナスの 田家！！ 一ニ セ 


なむべ さで みつて •化 Q 两 はを お 的 化 助？ る ことは 巧され をい。 これは 兵 彼 法？ エ ハが の規目 
であつ て 現 巧の がち 下ち 窒は黨 化 漂 出 巧を い。 がち 現役 中は 黨の 側から 言へ ち S 巧を 
とぶ かされる 寒で ある • 

この お ヵナ； 反 巧憲を f 苗薑と 5 商に 巧 執み 6」 と 言 ミ誅 謗され 玄 所でみ るが、 こ 
れは r 面 まの 巧 裁」 を 避ける と 同じ 產で 「軍の 雲」 を 防止す る 一つの 手段で あると 思 はれる。 

雙し 《が •蒙點 から 見て、 も 三度 羅と 巧と0 助 f 菱苗 望と f れと 比な して 見る 
と 田 巧 軍 K を f 6 嘉洛上 漂は 雪で みる。 《ミれ 等を 二 ま 0 期 巧 か 叢 《るを じを 

ら ののはな がの 人を 化 あるので， 彼が jg まの 元首で あら、 黨のお 裁で あら、 田 宴のを 巧 指 響で 

ある 巧で 巧を 民族が 治げ 一元め にを つて ミ。 即ち ヒ トラ， は 困 ま、 巧、 困 望の 首長を 兼任して 
ねる 形で ある 〇 • 

をと 同じ f 曲 なが 困 まと 黨 0 人を 攫 K 多 A られ る。 例へ ば 「黨と 画 案 璧を醫 ならし 
むる 爲の 法を の 第二が 桑 二條は 一九 II 面 年と 月 I 二日 化 改韋れ たもの 化 依る。) 「黨 のを 巧 曲と な 
.の 寡との 阳 の— なるお 芝 巧 巧す るち 襄 代理は 政 巧の 胡 負た るべ さを のとす， た あるかく、 
現な が 代理 ヘスは 代理と して 巧の ま 巧を 執る と 同 唯 じ、 無 任更臣 として 政府 K 度し、 黨と曲 家り 


期 係を 巧 巧なら しめで ゐ る。 巧 巧 巧と しては おが 代理 本部 (stab d な Stcllvc さ. ctcrs c 一 cs Fiifrs) は 
ミ* ン ヘンに あつて 黨のず 巧 管 巧を する 一方 •伯林 化 も 聯裕事 巧 巧 (ve を indun 苗 立 b) が あって 巧 
とが 家との 聯裕を 計つ てゐ る。 此の 細 係は 黨困 家のを 部に がて 行 ぶれる ので あつて •巧の 骗 係を 大 
巧 旧 示 すれば ホ 貢の かくで ある。 . . 

即も黨 の あ 巧 巧 M の ラィヒ 指を 巧關 (RC 己 互 ei さ ng) と围 まに 屬 する 「を 巧」 (R {: ic す regieomg) の 
聯 おはが 統巧理 《ホ) ホ お 巧 巧乂區 《阐 を) が ある。 《序で 乍ら 法 統と言 ふのは 黨を 代表した 瑞 合、' 
首相と 宮ふ のが 酉を を 代表した 巧 合であって、 ヒ トラ I の 肩書は 公式の 場合は 「旗が み 首相 ァ—ド 
片 7 •ヒ トブ I 」 と 言 ふ 〇】 ちに ガウ 指 薄巧朗 (G ぎ lei さ 另】 (ボウは なの 指專區 巧で あって を 巧 じ 
一二 十二、 更に 巧 ホ 合 巧に あもと、 ズ デ— テン 地方 併を の 結果 これを ボウと してみ か •卯 も 現を は 四 
十 ある。} 此の ガク 指導な 助には ボウ お 巧 宮があ 6. I 方两ぶ 巧を の 方面から ぶれば が I を (Gleic- 
hsc 呈 ミ另 其 csctz 】 九 一二 一一 一年 一二 月 一二 十】 日 公布) に 依り、 プ〇ン ャ巧ぴ 十六の (プ n 乂ャを 含む) 
蹄巧はな 】 され、 》巧のが巧には巧をのかかとして首巧ヒ トラ 》の任かに化ってがを宫 こみ cichs •子 
ミ haU 马】 が 派 あされる。 (都替 法 Rekl 民 stat を 己 tcrgcse で 巧 一な) 都ぞ官 はを 巧の 巧 巧 巧を を 持っ 
苗を 巧 曲の】 っで あるが、 化の 火 部み の樂合 ザウ 指揮官と がを をとは 同 1 人が 兼任ず る。 《プ n シャ 
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かみは が 蕾官と 言は ず 州畏を Obcrp 恥 s 己 3" と 言 ふが、 これ も ザ クお巧 宵が 兼 化する 6) 

化し 兼任 じ 依 つて 苗を と黨の 曲な がお将 される のは •これ 等 上位の 黨指 等 官 •政 巧な をに めでで 
みつて •下 化の ものに 於て は黨 行政と 困 ま 斤 政は をが 切り 巧され てね る。 

卵ち ダゥよ 6 小さい 黨を區 クライス ( Kreis ) にがけ る お 薄は 黨よ 6 のを 化 ま ( cerBeauftragle )， 
ライス お 苗官が 巧る ので あるが、 例へ ば 伯林に 於て は 伯林の ボゥ お 巧官グ ベ^スが 自ら 之じ當 り、 
ミ* ン .ヘンでは ヒ トク— 自身が これに 當 る。 卽^ガ ク指巧 官ゲ ベ作ス 、棘が ヒ トラ— がが よ 6 を ぉ 
された を 任 まとして クライス お 導官を 兼任す るので あつて、 これは 言は •、がの 內 部の 絶の 兼任で あ 
つて、* に 巧 まに 曲がす る 兼任では をい。 即ち 化の クライス 指導 官は管 おで 巧を を (五 cheitstr か gcr ) 
自ネ がなる のでは ホい。 特に ある 人物が 其の 管 區內で 困を 行政の 地 化 じある 場を •即ら ホ 町が 長と 
か州會 巧 員 ( L き drat ) である 巧 合は クライス 指 巧を を 巧され る ことは 出來 をい。 かかる 瑞 合に’ は ザ 
クを任 ま 巧ち ダク まを 宴 Gauinspek す r ) が クライス 指導 官を 兼ねて 指導に あたる 〇 かくて K よ 市 T 
が 自治 曲 « の 指 ホの 方面には を 力を 注 C が、 現 巧斤玫 其の もの 化は 干が 出 ホを い〇 

霞と しては クライスの 下に 更に 地區 指夕官 .《 or 离 rep ミコを ミ)、 ッ 。方 指導 官 (空て 口を ミー、 プ 
口， ク 指み 官 (Bloc 己 e を こ が あるが •これは 勞俄禅 お、 闽民 巧酣两 (ス SV) 等の ホ 町村 內のル 抑 巧み 

ホ W ナナスの H 装 巧 田- 


ナナス 及 ファシストの w 巧 巧 巧 二 

ホの 側から お 薄す る •ホ 町 巧 巧と しての 巧 民は ホ耶 村ち か 統治を 行 •气 
巧く のかく 下お黨 員に 於て 西 家 的 方面に 干 巧 サず區 別 か 離した ことは、 下な 黨員 里】 がま ホとの 
巧觸が 多い 爲 、これ 等を 直を じ 巧し くを 觸甘 しめ 指導を 容 みを らしめ るた わで ある。 两ま 官吏を 兼 
ねて ゐ ては 巧觸 がどぅしても 官僚 的に を 6 面 巧に 行かのと 言 ふので ある 0 ( ホ もな 前には クラィス 裔 
導 官と巿 長との 兼任 もを いことは をかつた が、 I 九 一二と 年 十月 I 日までに 何れ か 一方の 巧は 辭 する 
やぅに 規定され た。) • 

更化 注意ず ベ さは 黨の巧 巧 (Gliederung) と 苗 まとの 關 係で、 一例を 示せば 親 街 R 長ヒ ムラ I の 巧 
巧 巧を を 官 (CISfdercieutschen roli を) 兼任で ある。 親 衡睐は 元巧ヒ トラ f の 巧證の 任を ネら巧 
の 巧み. としてね たもので あるが、 親衞 巧の 巧 巧が 目下 巧內の 保安を 計々 •政治 專 件のを 香 じあり. 
其の 報吿 はすへ V 伯林の 親 衞巧保 巧 部 中央 本部 ( S すす rheitsli 岂 l 】 ta ま 一へ 巧ら される。 これが 巧 逸が 
密 警察の 巧 巧巧厮 とを る わけで ある。 更に 親 おお 長のを 二の 任務は 人種問題 のをを 义び人 巧 的に ヒ 

方 巧 蒙が を親衡 R 貝と」 yj 雲す る K ぉる。 此 《護を 藥內お 省 K ぉつ 《警察 部が 巧 

せられ (一九 111 六 年 六月 十と 日み 統 令。 r 親 巧 巧 長が 巧 お 省內の 巧を 事 巧 取せ をす る ことと なつた。 
言は ば替巧 局長 兼 巧と なつた。 內巧省 內の替 を 部は 巧 甘ら れ たが、 ヒ ムラ 》 な 巧の 下にが 安み ぴお 


安替を ( sicherhd な-一 md 0 左き 香 . p 色 穿 一) はを なすえ ただ 元來黨 のが 關 となるべき 親 街 巧の 巧を 
が H ま瓷 《垂察 事項 K 器し， 閣 蔑に 屯 農し •個人と しては 篡 大臣 K 舊す るを ので ある 
ろ 化の みを はを 應ホ 巧と 言は ず黨事 巧と 言は ず 省令 (を nisteridlle > rt ) としての 巧值 あろ 巧 こを 
巧が ある。 巧ず る 化 黨の警 を 《親 巧 巧) と】 が 警察の 输 おと 考 へれば よい。 

(一九 一二 九 年 二月 十六 日の フ * ^ キシャ I •ベ オ— パ^夕— に 依れば •ヒ ムラ I はお お 睽と巧 察の 巧 
一の ち あある ことを 聲 巧して ねる。 即ち 化 巧の 巧官 はすべ て 親が 巧へ 巧 入 さるべき こもちを 後 
の 誓 官は親 巧 R 巧敎 育を をけ、 巧 巧 巧 員と しても 化さ 得べき こと ( SS - 巧 至の) 等で ある。 今後よ た 
年替官 の戰じ ホれば 巧 巧 巧 員と をる。) 

巧 も 一巧め に 言へ ば •前ぶ のを 6 「黨が 困 まに を 令す る」 と 言 ふを 前で あるから •黨は 常に 宵 吏 
の 任免 等に 關しぞ 巧を 巧へ る ものである 〇 高み 宮 吏の 任 かの 時は 必ず 巧が 代 巧 ヘプが 曲がず るか さ 
此の 一巧で ある。 

官 巧が 巧 じがても 官巧法 巧 I なには 「官吏は ナチ ス黨化 依って 支持され たる 曲を のを ホを 執行す 
る ものを 6」 と あ 6' 留まのを ホは 常に ナ キス 黨の世 ホ 巧に 依っ て 制の される。 を またる ものは 其 
のがに 巧くな 前に ナ； 的を まを まけなければ ならない 。何れにせよ ナ キス 當界 沼を おしない も 
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.^^^ I <及7 T シ ストの«家直 巧 巧 

のは 田家に 期 巧し 稱 ない 0 

お 後に 司法に 巧いて】 言 すれば •ナチ スは 司法 獲の 巧 立を 保 巧して、 I 切 これに 干 巧し をい。 旧 一 
し 裁判官は やはり ナチ タ世ホ 巧に 徹して ゐ をければ をら のと 言 ふ おで やは 6 世み 招 的には 千 巧して 
ねる 辞で ある。 ただ 栽 網 官が黨 のを 前た る 「國 民の 幸 おを 目が とする」 點を也 得て 居れば •法ょ ぷ 
巧に 仕へ る ものであるから 巧 まひは をい と 言 ふ 意が である" 

巧す るに ナ チタは 巧を の 巧 栽、 宫な 化を 防止す る 意 ホに がて、 函 をは ナ丰ス 世 巧 巧を 行の 手段と 
お做し •黨 から 剌教を 巧へ て お 族の み 展を 計る 建前を とつた ので ある。 j 西 家 (廣 義) としての 巧 
た 目的は 巧 族の が 展 であ- 〇 •民族を 巧 民たら しめる じある 。其の 手 だてと して 一巧 家 じか ナる 世を 
巧 的を を 的が 面と 化 巧 的を 治めを ホ 的 側面を 區 別した 巧じ特 おが あるので、 世 ホ 巧 的 側面を 强 3 ン 
た 巧 化 おお ま 困を としての 巧 値が ある。 

結論と して 始めに 言つ た 様に， 

一、 を® ホを が 自由主義 的巧點 から 出た Totalism ミで ある 限 6 巧を 困は 斯じ てを 巧 主 お 苗 をで 
はない。 

二 奈巧 ホ義を 巧を 的 意 巧 じがけ る 有機的を 巧 ま 巧 (Ganzhdtsthcorie) と 見るなら ばか 論を 班 ホ 


ま 田 まと 首へ るが、 これは をを 的 世界 巧 運 お卽ち ナチ ス黨を ま おとして 見た 銷 であ 6、 且つ 此 
の 巧 合は 指導者 巧 まの 名が 巧 おしい。 一 
一二 巧 一義的の 困を を 主 推と して 3 た樂合 H •これは 民族 化 仕へ る 手段と しての 囊 をが し、 
を 治 技 《として 現獨を 田卽ち 第二 ま 的 s まを 强固 K し •更化 窒案為 想 0 田ぶ を 建設す る、 
がち】 巧 巧 一 用を のがを を 奉ずる もので、 民 巧 主を 的 巧を の 名に 巧應 しい。 

化 處化民 巧 ま おとは 巧 巧を K 家の 上 化化廣 さ、 苗 まは 民 巧 K 化へ る ものとの をで あり、 其のを 族 
をを 璧 装め 化 謀して 行く •一言 化して 言へ ば獨 をは 「民族 まを 的を 描 おを 巧を 

とで も 富へ る 

であらう 0 
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.緒言 

化來 世に 現れ 《Ba 家累る ミは おし vj 抽畫つ 墓 的で 世累 語なる gjs も？ なまる 様 
な 国家 理論で あつちが しか、 る 国家 理論を なて しては、 現代化が ける みが 錯雜サ るな 治 術を は、 
到囊 がし 得な くを つた Q で お 。冀は 襲し つ、 おろ 現 狀を芝 不易 f と 喜す る 現狀維 
持論 をも、 前世た 於 SV 榮義榮 華を 擅た 永备 巧理を 持つ ものと して 金 科 玉が 規 された 自由 • 
民主々 まが •みや 崩が ごを を 辿 名、 あるのを おる ち 其處じ 烈しい 流 巧の なを 歲 めざるを 稱の 
であらぅ 。世界は 今や お ミる 秩序の 胎巧 K 墙 S で ミ。 新たなる 世界を 建 ずる ミは 巧 《をる 
指導原理を 将つ苗 家で をければ ならを い。 而し y, 器 巧 《を 5 指 護 巧と して 妻し のがが 满 
「を ほ 主義」 である。 化な 化 巧て 困 家 まま 文は 民族主義 がか 然として 苟 頭し、 自己 民族に 固有る る 
世ホ觀 •文化 •歷史 と 麻が を ザ 重 せんとす る 困 まを 現 曲す る 化 まつた。 就中 フス シス タ •ィタリァ 
と ナチ ス •ドィッとは •か、 る 巧 巧のを もが 着な ものである 。ファシズム 化が ては’ 困 まは 非を こ 
ま 巧 巧され てゐ る。 それは ファシ ブトが お會 巧を が家學 として おき、 社會を 巧 問な とせて 之を 
因 寒の 中 K 抬タサ お 2 る點 .^ら 見て* 明らかで ある。 これは 5 を 達 於て 困 家 をれ みの 上 出 

«« 7 ァシストの ■家！！ 




ナ于ス 及 7 アシストの 画家 ■ 五 0 

化 坦くホ 巧の H ま學 的が 巧への 巧 巧を 示す と共に •苗 家 論の 中に たを 學 をな 解せ しめたへ 》 ゲ少の 
を 摩 宵學を 想は せる もの か ある。 か、 る おのみから 巧 おする と •ファシストの 苗 家 巧は ち A て餐卜 を 
巧が な もの、 かく 化 はれる が、 ファシズム' はを ♦を 化 想から を 巧を をけ わので ある。 

ネ W 書 化が ては 先づ 遠く お あを 逛 6、 ファシスト 苗を 视の巧 論め 淵源と 先 巧 ま 速の あ 想を 巧 求し、 
ホぎ 化 7 ァシご 塞かの 完霎 たる ム" ソリ ，二の 世 寞巧參 か 巧 巧に ないて 述べ、 更に 窒 章に 
がて ファシスト 田 まの まみの 親た る ファシストを かとを の 巧 巧 的、 せを が あ 巧に 巧いて お 民し. 何 

かに 更利奚 地 化 7 K シご がが 生し 且 S ちせ るを 就 さ 雲し、 交で 第 四 章に めて ファシ 
スト 困 ま 巧 Q 內 巧を 、备 S 翼ょ ゎ 可 f 詳細に 論ぶ .： i 《を Q でぁる。* 

尙ほ本 巧は 巧 巧 常 木® 巧を して 執タサ しわた る ものなる が、 稿 中ぶ ぶる 巧には 多分 じ 巧 まの なぶ 
を 包含し 居る に咐 、右 巧を 附言す。 

巧 巧 十一 一 一年 十二 巧 • 

外務省 調査 部 第二 課 


プァ シストの 困 家 觀 • 

第一章 a 論 巧拥お 

ちがと 中世 

ホづ 第一 じ ファシ ブト 苗 ま 巧は •一部 論 まの ホ 張す るか 乂 巧して 中世への 巧 爲を意 巧ず る もので 
はない。 せせ 的 •をを めじ ぶれば、 中世を 支配して ゐた A のは か 梨と 無を 巧が おで ある 〇 中世に 於 
て巧存 した々 トリ， ク教會 すら、 奈 あな 革に ホいで おつた 個人主義の 風が と共に •々裂 崩 壌の あ 程 
を迪 つたので ある。 中世の 巧 巧は nl マ 帝 苗 じがて を窝 おじました 》 家の、 漸 みめを 巧で わ 6、 巧 
とで ある。 化つて ファシスト 巧を 學は 巧して 巧 壌を をむ 中世た 回 巧す る ものでは をい。 夕 るる まじ 
がで 阳 がを ホ むれば 古代 n I マで ある。 古代 P I マの せを 的 •を お 的 体統が 十五 世 おを 巧て、 今日、 
フ アシス タ •ィタリア K 化つ て奧 生し つ、 あるの が 最も 良さ 貪 おであらぅ。 

中世が 太 利 化が ける 致 治 論が 化 y 巧乂 ホる 》夕 、及び お 人の！ g ぞ へのが 屬 せを 巧 調した プラト— 
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• f ナスぶ ファシストの w ぞ麵 

ち こ 

及び アッ：， K 麗を 持つ ミる 事 5、 伊太利 襄 ける 孜を —0 方向を 零 K 巧 分 でら 

る。— ま—: 5 は •夕 を藝畫—度？ て康で おち 賺ホ 

一 义ぴ困 ま 勇 か 理論は、 古代 n , マの 寡と して 中 芝 化 想を の 胸の 中は •生 さながら 奪 さ I 
て 巧た Q で t 。 「舅は KSSI 成 0 愛 05 で あ6、 個人は 業 S た 薑を蠢 とし 
れば なを ごと 說く ダン チ ニニ 窒丄 一ー ニニ) の 『裏 論」 は 震 ホる 巧 まの が一と 考 
へられて ミ： マ 帝 再の 理論を 基 巧と する* ので ある。 

古代 7 マの 瓷は近 袋 治 學 の 建設 ま： ご マ* こッ •二異 九！ 一 さ至芙 きな 

譽 巧へ 2 寡—: ラ哲— 謹から がぶ」 て •蒙 世 If しめたの。、 

あつて、 「留ま S 隆は莫 なる 課 ま 化ょ つて 0 み 可能？ •蓋し 大寒は 图まを 導く 能力な けれ 
は— T — をる 苗 まの 巧 本的苹 巧？ ミに 在ろ をミ】。 『： 吕。 0— 量。 を— を 
sch さ Staates } と 妻す る 彼の 巧 謂 「舅 巧 ま」 の 巧を は、？ ゃ抽み 的な もので ょを くし こ、* 
太 利 罵 《な 一とい 会 史裹雲 充分 備 へて ゐる ミで わる。 當時 西班牙と 達 西， 0 侵 おを をナ 
墨 巧 iK わつ た i 奮 S 由 墓 一を 巧 へん— 化 •彼は 是—を 用 ひる 事を 
巧な しを かつち f つ v—if # 今 か f f 夏る i つた。 彼の 說 


く 困 家は なお 化よ つて •即ら 巧 巧の 血. によっ て 擁護 さるべき もので あつて > 傭兵 じよ って 守らる V 
きもので はな かった。 內部的 K よくを 頓 され、 攻> 的 化して 巧えず 外部に 巧っ て 巧 展サん とずる 苗 
をであった。 、 

- 「化ての 人 巧の、 特化 治を の 斤 巧に 巧いて 人々 の 注目す るのは •をの 結果で ある。 をれ 故に 治ま 
はが 利を 巧て、 獲 力を 維持す る まに、 おぶ せねば をら をい。 巧 力 さへ 巧 得すれば •如何なる 手段 も 
立派を ものと され、 巧 讚され るでから ぅ。 まし 愚民の ふは、 物の かなと お果 とに よつ て化抵 する 審 
が 出 巧る からで ある。 而も 世界に おる ものは、 唯 愚ち ばか 6 である 。 II (> ミ 03 Zisc 穿 ご： Itah.en ミ 
der welt:) 「現い 苗 寒は、 をの 進む ぺ きおを 撰ぶ 瑞合 常に 街柔 不断で ある 。優柔不断は 常に 有 普で 
ある。 巧 裁的權 力は 百 t マを 覆展 させは したが、 みして 靠し はしな かつた」 とを いてね る 〇 (Fran- 
cesco Ercole: -The poU 比 c« of s ち hiave 吉 J 此の 「强力 困 ま」 の 巧 念を 少く とも 基本的 お 式の 意 
巧で 巧！^ した ム ，ソリ 1 二は、 をの 論文 『力と 一致 J にめ て •「化 V のな 府は 力と】 をとの 統制で あ 
る。 この 二つは « 巧に 巧 胡 的で ある。 力は I をを 含む。 をして 1 をはを のづ から 力の 巧の 本 巧で あ 
る」 と 述べて むる。 を 巧が 例外め を •不合理を 力に おへる 事を くして 自己を 維持し 得る 限 も、 自由 
はを 巧 限に 存在す る。 何な ならば 一致は 滿 足を 意 巧す るからで ある。 従っ て 自由は 强力面 まに がて 
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のみ 可能を ので あ 50 


わ 化 ミ ——雪寒あ ら 

の 支 おを でち。.， を 持つ をので をければ をら ミ。 即ち— 的 雲？ 持つ* のこを • R 

r ミ g 講— 問題、 郞ち 力を 持つ ところ ミ* gf 0 である。 
uf マキ ァベ ブ的 i はが 然7 ァシ ごの 學問 的髮矣 いじちが したので ある。 7 
ム 法— おは •義 i 更」 て 行つ たプ ミム— ft — くこ 
巧つ で 巧つ たもの 巧を 化 在る ので もを くして、 { 
化處 では 暴力と 晚 まみを— する もの ミを •の^^^ける 力れ 在る？ ある。 がしを のさ 

な才 るので はを く 巧 多の 農 的危巧 じはんで •が 制を を 斤し 舟な 
能力を も 息 f 畫 f ミ かば— い ミ おる。 之れ が^^^^;^^ 

はか U を— の 掃—、 f , との 敎 I へる—、； シ •スァ^^ 
化かな ぇらざる 影 巧を 與へ 《0 である。 グ ，望 動 

巧な ま義 

可 鑛 ま—— や — i が 、— f If 、あつ《 两ミお 
。ホ* がて は 露 i — も— if つ て指 導せられ •馨— かを 讲始 


してむ た。 この 巧 想主裹 養な は •が 太巧襄 ては 雲と 神畢の 父と 巧 ばれる デォヴ ，ンュ •パ， テ < 
スタ •ゲ < ニニ ハ 六 八 •，.一と 置】 をが て 始まる と 看 かされて ゐ る。 

彼は プ， ンス 合理主義者 化對 する 攻 si を 作つ 《ので あるが •この 攻擊は 一面 化め いては 南 
部 ィタリア 地方で おじ 優勢で あつた々 トブ ，ク蓄 統の惡 としての 目的を 持つ もので あつち 西 
おの 自由は 田 法 化 巧ず る 化 化で お 6 •權 利は 食 力を 伴つ て爱 て具扭 化さ 打 ••勇 《伴は ない 權が 
は 何等の 巧 化 立 《ずと I 彼 Q 断定と、 7 K シご S 本 的 冕と 《閒 化は 多く Q 祐似管 巧是し 
得る-* * n と 並んで 寞利 理想 ままの 養と 仰がれる まに、 て， トリォ •ア； ィエ， (一七 巧 
九— I 八 011 1) が ある。 化は 伊太 習 民は 巧ら く sf る生靈 度を 執らざる ベ か 妻と f •を 
人は を* ミ 生活 化プ 。グ ラ* を 持ち、 その 計畫 裏を がて 巧 世の f 爲 すべし と蠢 したので あ 
る。 ミ •巧渾 な》 は巧团 S 由を 巧ます る 詩歌と をつ て 同時代® 民 ホに 一大 § を おさ おした ので 
ゎった。 . - 

: のま おを 巧いで、 伊太利な； S の 巧 神め 惡 がを されつ、 あつ 《時代に、 この— を 一巧 

展望し <、 ミ 羣と宗 おとを 政 お 遺 索に ミし 《0 は 可 N 手-;*；* ォニ； セっ— 
一へ 量) であるが、 なは 一ち 九 年？％， ぞ をのち 化を 巧と して 臺 し • 7 ランス 巧な を ま * 

後 《 7 アシストの M ミ : -L 


ナ1^ス*ファシ ストの—家麵 


リブ ク 


で ホ 

巧の ま 張を 公が 非難し、 「伊太利 新聞」 を谋 たて 西 民 的が 巧のを かに 巧め ると みこ •力 
タブ アの ながを 涵養す るの 必 巧を 力說 したので ある。 

伊太利の 哲學的 巧 お 塞に がける 巧 苗 產の 古典的 囊 ろて ン チミ* •て ご ブ< (一、 > 

T 五一 この 「イ タブ xs お： gi 化 S — 牲に 巧いて」 なる 見— が 缓ろ即 も 「し 
ゆる 文化は、 道德當 文明 世累 首都 となる 一地 方 ホ S 一都 市に かける をの 巧特の 地位ち をの 
出 雲と して 持つ ものである 事を 要は 我々 じかへ てね る。 •：：.：• をれ 蔓 器への 巧 程の 中、 い 地 
は々 トリ， ク おの 中 蓋が 奮す る 巧に をらねば ホら ち •：：：： 從 つて イタリアが々 トリ/お 
の 中 益で みるな 上、 イ タッ 7 こを 巧の 文化の 義 でを •"，マ こを 世界の 理想的 首都で あらね 
をい。 ：..：.： イタリア 人は もれな. が 等が 巧 持す る 事 苗ち 且つ 寡 主張し •得る 霎 自身 

y 着 、 ill 

u 、 る デ ••ミ 倉 巧ろ ベネ デ/クミ f 矣 六—) にょつ て i 量 おられて、 
伊ん 幸— 史化大 をる 貢 f 巧へ たので あるが 彼の 年少の 友 デ， て ごそン チィ’ レ (一八 一】 
.五--) は ご，*. • S 想から を董 If 作成し ちちれ は 假み； シ ，ス ム 異赛 前で さへ 


巧 巧に されて はむ たが、 巧に 巧 立 巧步し 得る 爲め 化は 唯 ファシスト 革 おの 剌我 のみが 必要で あつた 
ので ある。 デ* ン ティ— レと 彼の 門下の ファシスト 化 よれば •二つの 伊太利 即ち 古典 (八ネ サンス) 

と 現代 (リ ゾ^ デメント】 の 伊太利と がを 在す る。 彼等 じと つては 八ネ サンスは'、 個人主義 のが 代で 
あつたの である。 伊太利のを 活を表 おする が 太 利 巧 立 運動を れ自 故は •ファシズムが もれを 処生さ 
サ たな 前 じは、 文學 上の 化な にあぎ なかつ たので ある。 何が をら ばフ ァシスト 歴史 まの 言を 巧ら て 
ちへ ば、 伊太利 巧 立 運動は フランス 火 革命の 垂 まに よつて 巧み 巧され てね たからで ある。 がし 聯ぉ 
ま義 、自由 主 ijr 民主々 を 等の フランス 的 お 巧は、 ホ 第に 投密な 意 巧での が 太 利 的な もの、 即ち 囲/ 
家の 巧を、 ぶび お 牲と理 巧 的 信仰の 巧 念じ 獲つて 巧つ たので ある。 が 太 利 組立 運動の 先受巧 達よ、 • 
ダン チの 巧 困の 巧が •マキァベリの お 力® 家の 巧を、 及 ぴヴ， コ の 伊太利 おを 生活の 精神的 お 念を 
お活 した。 をして 此 等の 諸 巧を は 伊太利 巧 立 運 巧の 學問 的最巧 指揮 またる マッチ. .二な ぴデ ，ベル 
ブィ じよつて お 合された ので ある。 然し 乍ら 巧み 伊太利は、 巧 立 巧 巧の 持つ か、 る 伊太利 的 か截に 
反した 方向を 辿ら、 輸入：： i たる 佛蘭巧 革命の 巧 巧に よつて 生存 せんと かした 爲 わに、 お 十 年間の 彷 
惶を A なをく された ので あつたが、 がしが KNr ; ムは 伊太利を か； 533 し •民主* 盛 的を 佛萌西 
の イザ ォ ロ* キ f をが 破し. マヴキ I 二义び デ-ベ 少ブ < を 復活せ し A 、 ダンテ •マキァベリ、 ヴ < 

巧が 7 アシストの 闻が板 . 臣 レ, 


十 ナスぶ ファシストの 闻装觀 

コタに ょつ 5おさ装 純 蔓伊義 養が を 追求す る 蓋つ § である。 かくして 7: ごご 
なて 巧典寞 利は’ 抽を 的を 槪 なを 越ぇて 臺的現 S 奠へ這 入つ 《0 であろ；； ム どな 
て更ホ 《理想 ま f ホ囊 望ま 化から 暑雙 をへ も 即も觀 念から 行かへ と 芝た ミ ある。 

之—— に： 才 „ 鬟 の 伊太利 理想主義 まが 主張す る傳統 主義は、 事實 一個の— ままで あつ 
て、 か 田 Q 謹を sfK 對抗 して 彼 直 身の 經联を 巧く 主張す る 宅ので ある。 

ヵゲ， レノ、 ガリ ご デ < と共に 更 利な 一 運動の 二 凌と お甘 られる デ。 七 r へ •マ，- こ 一 
八 〇 五丄至 一一) 0 ぶ おは ゲ * n の 巧 おとない 關 係が ある。 

凡を 語なる 蓄薑 助で ち— 的 •道 冀蹇 0 走 立つ 蓋 ざれば、 ミ f を持績 する. 

まは 非靈 f I ミ J i 如 さ S 蒙 Hi 里 治 i を企捆 し、 

ホ ひは 當時 伊太利を 支配 下 化 裳 ミ 《填 太 利 K 對 し、 困 民望 断を S する f 5 て 困難 t 
つて •化の 扉み 業を 巧 行 せんが 爲 《化は •をの 塞かに 從 事す るみ 人の 證ふも 人道の 爲 § 蒙 

な A との 信を、 義赛」 蓄 おを 蒙る と# k 、 神 た f , 5 着 ミと 《信を を阅 
く抱值 する を K は、 成 巧は 恐らく 受な いを 0 であら ミ — 

同 蔡太利 人宮民 《乏— く、 置と して 0權 利* &く、 又 裏* 在 <? すら 持たない 事 


をを 大 のが 巧と し、 伊太利の 天地 化 孤 ♦の聲 を 巧げ たものは 凡て、 このぶ 辱を 雪ぐべき をみ あ 6 と 
し. 伊太利 人の 生涯は 唯 まみと 借 かの みであって、 此の 使が の 規範と をを は、 唯を の 巧の 凡ての 個 
♦人に 優つ た 集合的 のぶお 即ち 西 民 又は 民族と いふ 名 おの 中に のみ 見出される もので あ 6、 若し 
がを 的の 化か、 まあの 巧 同と いふを のが 存在す ると 甘 ば、 もれは 唯 民族的が 一の 中に ま 現され 得る 
ものであると 考へ y 民な 的 曲 おを 說き •個人主義 的 自由主義を 巧 向から 否定し、 「個人は 齒 民の 福が 
の爲 みには « おとなるべし。 まし 最 巧の 巧值 をを する ものは 化 人に 非ず して、 巧に 個人の 上位に 巧 
もを てられた 巧 民 をれば をら」 ( carl 立 iller ; 2 Dio を 旨臣 agen des fasch 蔓 sche.n staates ;) とを し • 
ホ 巧 人は 普 巧 巧を 永久 的を 一巧 巧き 聞 民の 使命に 従 ひ 巧を の義 巧に 従 ふべき ものな 6 とする 彼の 田 
民主を めが 巧は、 不 新の 黄を を をげ っ、 おに，' ファシズム 巧 論の 巧 本 原則に 吸收 されて 斤っ たので 
.ある。 

巧て 十九 世紀末' 伊太利は ファン K ブ 4 にょって もの 直を の 先 巧 まと 見が され、 彼の 組 用を 世界 
め 巧 W と意潇 した 新 輿 伊太利の 最 巧のを 治まと 巧 ばれる フランチ* ス n •クリスピ ニ八 一九 IJ 
九 0】 ) の 下に， 一っの 巧な 巧化乂 った。 巧は 巧夕宙 力を 民を の 上に 置 さ •人民 お まが 巧を の權利 
とおず る# 合は 無 巧な 6 と 主 巧し. が 太 利は 巧 1 的 民を 困を となる 前 化、 先 づ巧巧 め 帝 》 ホ ま 苗を 

7 アシストの 面家觀 五^ 
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太 0 

と をらねば をら をい とい ふ考へ かち 地中な— のが 番 とな？ レ デンチ ご S 更 利な 暑 ま 
菱を 巧て、 ホ苗裹 的を 巧を 巧ら • 5 ォ ピアに 板 兵した ので あろが し 小 f を ご •チ ■ア 
も 若し 《ご レ タリ 7 と— てす る 巧 謂 「そまの ホ菌 主義 一 囊が 寡す— もを く、 ア 
トプ 化大管 タッ： Q 失脚と なつて 現れた ので ある。 

■ちま 義 

函^^^1^!^。の^にせミ§ホをがホおおをなじわのは、おを|お？してをつた ’ 

函雲 i 論で わる。 伊太利 眞囊 は： T 二鬟 i 震を をげ て委 《でみ るが、 一九 

I ^ 年： リ n こ ラ デ/二に ょる S 民 置」 の— が夕 をの 活かは 頓 じ— となら •を 一 
年 トリ ホ リか爭 が 後’ もの お 力は 異 f 進展を 示す に 至つ たので ある。 おか こ卜 聪 爭ょ、 

伊太利 置 巧 力と 獨 fK がす義 赛—を 持た# 含 5 て 力が あつち 何お羣 
ば 伊 义ホか 累認— と i と S 雲と？、— 梦 i 響れ ずして、 
をれ 自 f i ミ、 i — 爭 i」f 更利人 こ. 彼等の 

農で t f I 困と して 寞利 — i 一 f とい 斋 

みを 輿へ たので あつちを して 化の が 丰が爭 ち 反 巧を 產 諸め おの 中の 巧し い 世た おして、 蜗 


ち 主窒寒 熱を 煽つ た 《である。 伊太利 固 民主 § 圣哲學 はこ 0 時代 慧 着 霞を をげ たので 

あつた" 

おょ 息れ は 當時ジ * 1 ナ リズム ミラ デ，- 二の かさ 指導 まの、 宣贸 上の 意 巧は 持たを かつ 
たので あを、 こ Q 時な 來 悉く； シス テ ょ ミ 引憔が れ、 彼等 Q を 治 2 IS をつ 完 をを 

巧みと 化した ミ おる。 伊太利 舅 塞 S 奚おは 明らを • 7 ラ； 罵 塞 0 摄 4 - ラタ、 
みぴ その r ァ こォ ご N ランセ， ごの i から 引き 巧 がれた ので あつたが， この 實 まを 裏 
しおす るがん ホ 的 見地には •ホる 羯 s の おがが わる。 こが こを 7 ァシ .スム を 巧が する 上に 巧 本のを 
巧を ぶす ものである。 

即ち 伊太利 苗 民 i まの ちがとは 、民族的— 力と •戰 前の 伊太利を おが 似合は しくない とい ふ 
ので ある。 彼等は 更利 051^ かを 巧 k 續な賣 を 持つ と 芝 •化 S 列强化 比し VJ . 勇 利の 「を 
大さ J を 信 ホし 角け て 巧 《ので ある。 巧 酷 「を まのを 西 主 お」 とげ ばれ ミる 巧 前の 伊太利を 巧の 
追 化を 巧は、 巧 まの 形が 化！* ぎず、 最早 やぎ 巧め に 困を 始 A 得る ものでは ない。 か、 る ま 震を ホ 
巧 輿の 指導 階か节 巧を 塞らざる を 得* いので ある。 こ 《指導 讓 こそ 苗 民 0 巧し く 霞# ん とする 
お 力た 動 貝し、 更利 K まとが 太 利 人 《民族 望活 とを 巧？ し 《る*? 0 であつ ち 

巧 M フ アシストの W お觀 


十 ホス 度フ アシストの * 家 « ，くこ 

r 蔓利 《敌は 宮强 を 誇る 他 舅で ある。 而 して 髮他围 民と 0 固爭 がが 太 利 農を 訓な する 巧 
一の 義巧 じして、. サン ザ々 リストが み 泥 業の 苹 備に をらない のと 同樣 伊太利 西 巧 も おらく 化 巧 まと 
の 因 爭に備 へを ければ ならない OJ < carl H 吉 er : SD す or 吕 dla 巧 n d な faschistisdlc 。 staates :) と說き 
r 個人は ち 伊太利が 凡て fj をモ ブト， とせる 酉 民 まを は、 •黄强 に 於て はを お 的で あつたが、 巧 

義 に？ 蓋 さ？？ を、 喜 主 ま 的 si 羅 0 我 雪 基」 •更 K 又 護霉說 化ょ つ 

て お 去の 世代を あがして むた 巧を ま 巧に 巧抗 し、 巧 民 的な 爭の 巧を を 鼓吹す る 事 化成 巧した ので あ 
る。. 

このぶ 化は 世ホ乂 載を 巧 じて 持績 された もので、 ファシズムのを おを をす 「フ； シ •萌巧 R - り 

運 巧が ミな ぷを がし ミミは 巧ら かで あ ミム， ッリ I 二 巧び 彼の S は、 直を 装を な 

に、 量 主義 か •ら巧 化を 受けた Q であつ て、； シ：の 田 ま おが こ— 巧を i 化し 《のは 當が 
の歸 おで ある。 

サシ チカ リズム 

吏に ファ シズ ム羅 理論の 思想 的 先 f 爲す をのに •サン ゲヵ リズムが ある。 

ム ，ップ ，二を 《他 《同 ホが；； 卜轉轟 化、 サン •チヵ リズム 《洗禮 をを けて ゐ 々事は 巧 由 


の 事ち である。 ナン デ々 リズムは をのな 巧を 民主々 義的 •藻を め 扛制 をへの 反 おにが て、 曲 民 まを 
とを 觸 おを 有して はゐ たが、 ものを か 的な 热 、即ち 西 民の 巧を を 否を ずる おに 於て、 困 民 主義とは 
正 反 おの 地位に あつたの である。 化つ て ファシズムが 巧 民の 巧な を肯 をす るが 上 •サン デ ヵ リズム 
とは 本 巧め を 助が は 持たない とちへ 得る が、 然し サン デ々 リズムの 方法 や 主 おにして •巧 巧の ファ 
シズ ムに ぞ餐を 巧へ たものは 一に 止ら なかっ たので ある。 巧に サン デ ヵ リズムの が 合 かを の 思想は 
ファシズムの 指導 巧を 永く 支配した もので、 これは n ラディ I 二の 身分 代表 留まの 巧を と 結びっい 
y み 同 « 田家の 思 あ 的 源を をぶ したので ある。 更に ファシズムは 强 民主を に 求 A る まの 出 巧ない 巧 
巧 ま おを ソン 八の サン デ々 リズムに が 見し、 をの 結果 驚くべき 奔 がを 精力を 受ける と共に、】 時 的 
では あるが 巧 端を 無理 論が に、 支 おされた 事 も あったの である。 

ソン 並びに サン デ々 リズムに 巧いて、 パヌン チォは ホの かく 述べて ゐ る。 

「デ S 八グ •ソン^の サシ デ々 リズムは 巧 神化され た、 祭を 的を、 從 つてを が 的を ものである。 サ 
ン デ々 リズムは を わ 巧 おを マ^ クタに ではを く、 プ^ I ドンに 持つ もの だが、 をの 完全な お 神的展 
巧が 伊太利に がて、 あの 哲人 ヴィ n を 生んだ 茵 、歴を 的 理想 ま 菜の 厲 にがて 完 ぶされ わのは 巧して 
化が ではない。 •ソン 八は おおを 眼力の 巧 おまで あった。 サン デ々 リズム 的 修正せ を ホを の、 左 巧に 
を w ファシ K 卜の曼 g ホ 乙 


サチ ス及フ アシストの if 巧義 

太 田 

巧ず るを 巧の 力强レ j 當髮 化は せを ままの 雜按 とを 虑 とたかち、 道德溝 佑と 夕巧堇 葵 か 
的 雲の か 驗を沉 おし 2 で おろ ts 違 含 囊に道 帯 的 囊を輿 へんと f た？ ある。 

更に 巧が K 云へ ば、 彼は ちれを 典へ 得る と 信じ 《《であぶ。 こお 耶も 化合で みつて •ちれょ ご 

レノの 力强 S 表現を？ 5 へば •一面に？ は、 奠碧薑 として S 寞 まち 講讓を 巧みが 

さ义 化の 一面 にがては •酉 まと 同じ 化かを みむべき もので を、 をの 後 お まとして を 筆べき も 
ので あつたので ある。 がし こ； 革命的 サン •チ ヵリ ごは 己れ— の 中に； の累を 持つ もの 
であつ た。 何故 a を サン デ* リ ごは 一方 化が ては 力强 い、 が脹 的を 生まの— (從 つてを え 

ら H まが—— 寶 I ) をを sf ミでは— 《が、 又 他 i — の あ 

レ 巧 巧 的な •中世 的累化 巧れ て、 • 15 院 的を がな 勇 揉まを 持つ 糾合と いふ 一つの 典型を お 美し 
てね たからで ある、 

化合が ミ 基 Q 本 愛を 蓋ち 葦 各？ 器と 結合が 解消され て 了つ 《とすれば ••をのを こ 
を 化合は こ ミ 架を 寒 理想 援ミ組 魚され、； チ， K お 含と 近代 苗 ま 0 お 濟望活 の 護 則 
をな 棄 おた であ ミら ぅ OJ ( 罢 〇 pi 白.。。；—— ロニ ブさ をを こか" を— さ W 一—:) 
伊太が サン •チ々 リ ごは •ご •チ ■ァ をホ義 への 反 おに 源を 巧して ゐ る。 即ち 伊太利せ 會 ホち 


がプ 火が- ア 的が 巧を を » しつ、 あると いふ 事 巧が、 一九 〇二 一年 二人の 大學敎 巧 ア^卜 ， n •ラブ. 
夕< オラと ユン a n •レ* オネ 化. ょつ て 指 » された。 化の 二人の 「學 問の ある」 社會 まま 者は •お 
會 主義を 巧の プ n ン タリア 的存 をたら し A んと したので ある。 兩お 巧は 彼等の 追 化 まを を谢 組合 內 
巧に 組が 化し、 倍が された 巧 力を なて 議會 まを と •政治的 おを 主義を 巧裝 し々 ので ある。 此の 時代 
に 至つて 巧 A て ソン 八 及ぴプ ランス •サン デ カ リズムの 審 みが 伊太利に 普及され •をの 給果 理論的 
方面に がても . g 巧 的 方面に がても •伊太が 杜 を 主を の々 裂 的が 向が 烈しくな つて 來 わので ある。 
麵< 彼等 化ょ づて 伊太利に がけるな 罷業が が 猪され々 。北部に 始 つた 維 業は ホ 部に、 南部に 飛み し • 
この 巧みは を 巧に 乂 さいを 怖を 巧へ、 中を 巧 おは 巧し いか 改的巧 巧を をつ々 ので ある。 従つ てホ彻 
の* 畢 にか V •巧々 黨は巧 化し、 兩が巧 波は 失脚した ので ある。 此 巧に 至つ て 後 まは 巧を 黨と 々巧し 
て サン デ々 をが 織した ので ある。 巧ず る 化 伊太利 サン デ々 リズムは フランス •サン ゲカ リズムが お 
含 主義の 巧 落から 生れた 樣に •伊太利 杜 を 主を の 無能力から 生れた と 言へ やぅ。 

巧 乂利社 含 巧 巧は 化 巧に 二つの 睐 をに かれた。 を 治 的 お 會ま義 運動と が 巧め サン •チカ リズム 法 か 
も ホ、 をの 理論的 お 泉を ソレ^に 求めた。 ソレルの ま 力 的 晚巧的 化な は •旣に トリ お リ或爭 に 於け 
る 伊太 巧 サン デ々 リ タトの 巧 巧 的 巧# となつ て 現れ、 若き サン •チ カリ ブト 達は ちを 行 勤と を々 とに 
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巧いての ッンル 襄馨 をを 客、 何等 禱 する 巧な く— にぞ ホした。 をして 彼 gf まよ お 
烈な苗 雲 まや ホ 西 主を ま K 胃」 て 行つ 《 Q でを ミ 

化の 種？ ンデ ヵッ； の 代表的 人物に 7/， ポ こ/ド* 二 (一八た 丄九一 妄があ 
る。 彼は 浪巧 的悲溝 態度の 人物で あろ. 寞利獨 立 運動の 霎 慧熟烈 を崇拜 まで あ々、 おが 的 
語の 持主で あつち 特に こ； 悲— ま、 耶も 暴力と 苦難を 不可 f する ソこノ のま 張、 ご 
デ ■アジ ふ迸冀 af : フロン タリア— 卜 のち 雄襄巧 巧を 信じち 此の 信を が 彼を して ブ 
ポリ 巧を、 更利 サン デ？ •スム をして ぶ圃的 •譜的 精神に f せし むる i つたので あろ 
「巧 級 固 爭は饱 くまで 養？ あらねば をら 3 い。 をして 又よ 主 5 る' 而も ぅ 蹇サる 3, 
ロブ パの 留巧的 i におして、 をれ 夏の 豊 をる 文化的 雲を 自ホサ る靑年 ィタ ッア によつ てが 
行され 送なら ぶ ( H ふ •シュ ナィ ダ， 著、 佐々 な 雄 •戶巧 族 お 郞共譯 •フ J ズ ム國ま きと 
: く n 1二 及びを Q I 波の ナン ごッ タト 達は、 更利 二養を 縣し .f i の？ S し’ 

r が 太 利 萬き と 巧 叫し つ、 ミランの 大道を 示威 行進した ので ある。 エドモンド •ロブ ごの 伊太 

利 蓋 ま 同盟 も ホ、 か、 る譜的 サン r ッご〇 適例で ある。 要する 接 太 利 サン •チ* 9 ごは 
化 おじ 一つ S ち 舅 主義 的、 ま 筆 養、 更に ホ 雲を 的特 f 持つ じ 至つ たので あろ か、 


るサ y デ々 リズムの 、ファシズムへの 結合は みして 不自 がでは るいので ある。 

♦を 革命 

一九二 0 年 巧、 工業 勞傲 まを 巧が たる 無が な狀 おに 辑れ たが 謂 「赤色 革命」 失敗のを、 サン デ々 
リズム 運 かが 益々 巧を 得る と ホに、 非 廣を的 赤色 ィンタ— ナシ ，ナ^に 對 する 齒民 まを 巧 かも 亦 急 
速を を展 をを げた。 化の 二つの 巧 動は まょ 6 必ずしも 共同の 目的を 持 クてゐ たのでは ない 。がし サ 
ン デ々 リズムが 廣民 主義に 接近し つ、 あつた 様に、 留民 主義 も ナン デ々 リズムに 接近し つ、 あつた 
ので ある。 即ちを も 有力を 菌民 主義 指導 まの 多くが、 巧 困 的 サン デ々 リズム 轉 向し •ホい サン •チ 
々ブ スト 指導 まは 菌民 ままに 轉 向して 行つた。 

一九ニ ニ 年 一月、 n ， ソニ 波が らボ n ニァ •サン デ ヵリス ト大 をには、 ファシスト 黨の 代表 そが 
巧 席し、 兩 波のを 携が斤 はれ、 ダ タン チォ巧 下の 苗 民主を まも 多くは • n ， ソニ におつ y フ ァシス 
卜陣夕 に％ サ參 じた。 かくして 化の 會 までは 「困 まと 杜會は 巧 扱を おおす」 とい ふ 事を 巧を し •伊 
太 利棋同 組合な 蹄盟が 組が された。 即ち 困 民 主義と サン デ々 リズムは な 同 組合 主を に 於て をく を 巧 
した 薄け である。 

巧 困 的 サン デ々 リズ 心は 時代の 必 おから 生が たもので ある。 伊太利 人が 伊太利 的 巧統じ 長い 巧な 

巧！！ 7 ァシストの 圓 家 ■ 六 セ 


十 ♦ス f ご卜 1« 交 
差して ゐた巧 なを、 •チ，：^ チ •こ^ 於て 巧 巧し わと いふ 事， をれ がに— は •己が 抵想 おおを 
1 する 享 にょ ミ、 ッレ 若— し 得 《とい ふま •をして 又 伊太利 人が 蓉歷赛 •蕩 的、 心を 
をみ する がかに •サン •チヵ リズム* か マ ランス にがてろ 一哲 學ま のぞで あつたの 化 反して、 伊太利 
化？ はを 謗 現# となつ 《とい ふ 事 •化 等 凡ては 巧 史的 事を 化ょ つて 想 明され てゐ るので ある。 

フアシ ごは 勞霎 のま 持を 必 f し、 サン デ々 ッ ごは 政治的 武器を 必要と したので ある。 兩 
まは 單 K 襄と窝 ご 致から— を 賢を ミでは なく •を 富 的 は 火 さな 巧 ホと を 

正を 甘んじつ、、 互 化 不可 か Q 芝と なつて 了つ 《《である。 

-巧 君は囊 S 級 Q 利害 化 於て 行 勤 ずえ 然し 諸君は 閣 民を 忘れて はならない。 諸君は 諸 巧の 
屬 して & る 金巧勞 《まだけで はない。 諸君は 伊太利 苗 民を 語つ てゐ るの だ。」 をは 一九 一峯に 於 
ミム， ソ ： _ 一の 巧說の 一節で を。。 此？ は 階級の 前に 舅が ある。 S がを •一で あり、 が 太 
ホ々 ホ ーで ある サン デ々 リご は此？ は完を 化 閣ち化 化 巧す る。 もれは 生 產ま萬 能 ま 寒で もな 
くみ かま 萬 能 ホまで もない ので ある) ホの ボ ，タィの 裏 こを フ アシスト， サン デ々 リ ご； 
巧を 最もを くま 現す る もので みら ぅ。 「局 謗を、 好 我め な、 巧 占 的な 屢囊的 サン •チ ヵリ ごで 
あつた ものから • ごは 巧し い 憲を 的が をを 望し つ、、 共同責任 たる 訓巧 もま 要 f 


進化# 度させる 事が 出 巧た ので ある。 この お 程の 中に 巧 値の 轉 巧が 巧 はれた。 即も ファン スト •サ 
ング 々リズムは ファシズムが 前にを をして むた もの、 正-皮 おで ある。 何 かなら ば ファシストな 前の 
サン デ々 ブズム は、 閣找の 巧を を 否定し、 巧を にお ホした もので あつたが 、ファシスト •ナン •チ々 
リス ムは苗 まに 化從 する ものであるから である」。 (Tomaso Si 己 ani:-*wha 二 S Fascism 岂己 wily ?:」 
巧 ♦は 化 巧 じみ 巧 サン デ々 ブズム 的 巧 まを 厮 をし. 國家 まを 的を おを 濃厚に 示しつ、 ある 7 ァ シズ 
ムを なち ずるので ある。 
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第二 章 ムブソリー こ の參戰運動の意義 

挂 •去 •巧 

フ ァシスト 讓は 7 K シご 理論 Q 產物 であゎ、 最を おを を襄 じがけ る 7 7 シご 理論の 完を 
な 巧 巧で ある。 化つ て ファシストの 阐を 巧をから んが爲 めには、 をの 理論的 歴史的が 生の 巧 源を 巧 
明し々 だばなら ない のは 勿論で あるが、 まょら 之れ 寞 をる j 方を 化 おぎて をろ 此の 場畫こ 
巧を 巧？ •へさ 言、 7 ァ'； 卜囊の 生みの親 たる 7 ァン ご 組 論並ぴ にを の 運 おの 經遇 である。 
ファシスト 田家なる ものが 單に 抽象的を 敎義や 哲學的 巧 論からの みを 生した ものではなくて、 ま 巧 
の 世 ホ々 らおを 的 諸 巧 力の あ 成 的を 生きた 世 巧から 導き出され たものを る 事を が 記せねば ならな 
い。 蔓利 S んゼ偉 -K なる 哲人》* n 喜？. 事 お 《本質は， VQ 堇 Kf、 ミ 成 ホに 在る 一 
(scrgic P 呂巨 一—:: >11 ち 巨 己ミ ゴーさ rl.o 乙 CS fasdii を！ ichcn staattv，} こを/アシスト 閣を にを も 巧 


切な もので あらぅ。 

ファ ッズム 巧 巧は】 つの 歷 史的 ま 巧で ある。 而も 豫み 一つの •理論 « 系 、プ〇 ダラムを がつて、 之 
れ をを 現す る爲 めに 行 はれた 蓮 動では なく、 社を 的を お 的が 巧 的を る ザ 巧 事 巧から 必然的に 導かれ 
た 巧 巧で ある。 化つ てを の 理論な 系を 把握す る まは、 を 種の 化 想を 包含し V める ホけ に 可成 6 困難 
である。 ボ片ト ロ，卜，はホのかく述べてゐる。 「敎義に就いて云へばボ少 ン * ヴ <キ，革命とファ 
ン スト 革を との 面には 根本的を 差異が ある。 ボ^ン* ゲ < ズム にを つては がまが 革命を 巧 起し、 フ 
ァン ズムに 在 つては •革 かがを 化して あを とを つて ゐ る。 前 まに 於て は 革を の 進行と 共 じか 義は失 
はれ、 結 巧 おがした ので あるが、 ファシズム にがては 革を にょつ て お 巧は を々 展閉し 現 巧 化した の 
である。」 (Guido Bortolo き：* -Faschismus C 3 d Nation :) 

先づ 第一に 問 垣と なる のは、 ファン ズムに 栗して 哲學あ 6 や 否やで あるが、 然し 乍ら 一つの 命題、 
その 巧 系に 固を 的 哲學が 無い からと 言つ で、 をの 運動 化 何等の 哲 巧が おいとは 言へ ない のた ある。 
何と なれば ファシズム 蓮 巧の 指 薄ま も、 現を の 世 ホに 生を をむ 人 巧で あるな 上、 彼の 持つ 思想は 彼 

が 生活せ る 時代の 精# めか 會 的が 巧 化ょ つて お# されて ねる 事は、 否定し 巧を い 事を であるからで 

みる 0 
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伊ん ホ 7 ァシご 里 巧は 软が大 戰巧巧 後に 於て 伊太利の 巧 論が 參峨か 中立を 巧 波 じ 別れた が 
化 始まる と營 Q が 至な で みら ミ當 時な— 0 陣慧 K 在っ て 組合 運動 K 寒」 ミ&ム ，ソリ 
，二は、 な會 巧が 一九 I 四 年 九月の 巧を にがて、 その 田 巧 ホ 塞 的を 見地 かち 又 f ベ さ マルク 

夕革 かの 爲：€ 化 男 ど馨 すごと 《？ ミ中產 f 識」 た 時、 W 然が襄 裏を ま 張し • 

講 をれ られ ずと おる や 即座 じ脫 おした ので ある。 

ムブ V リ 111 の 「轉 ホ」 

シ 。ナイ ダ •はせ 時の ム ，ッリ ，二-の 違を £ してみ のかく 述べて ゐ る。 「ム ，ッリ ，二に 取っ 
ては 化 Q 閒 題は 彼 G 個性と 密接な 助 f 持って ゐ たもので ある。 ミは 彼 0 性格と 彼 §學 との 
ネ巧 であ* 衝突で あっちな 化 巧の 戟爭が 現を の ものと なって 县化 爆 巧した 時 •中 壽を唱 へる 
ネは 長い 著 田爭を f で 巧 •たと ころ 《、不 巧 聞 君 窗衔的 K 身 かを 化して 巧 《ところの 人間 こ 
とって はを 農姜 可能で あ ミ。 ：...：： 化は 天性 器は 伊太利 Q 戰妾 ある ジ雪 にょっ て 

な會 i ホと をっ てゐ 《ので ある。. ー ハ H をシュ ナイ ダ， 著、 前— 著が 彼は， での 主宰ず る 「ァて 
ン ティ」 巧た ホの 夕薄 S てゐろ 「先 づ空ド 組 西が 太 利 《良さを 图を たれ。 而 るを 愛て かを ホ 

義 またら 得る」 ち (carl 呈 ler: Gid 忌 cn des fascischcn Staat 5 


「伊太利に な 6 ての 巧爭 はを かめ 巧爭 であらねば をらない。 が 太 利 画 民は をれ 自 をの 力を なつて 
武裝 しを ければ ならない。 先づ を】 にか H のがな を お 6 巧 ばし •なつて 困 內の專 制 的 支 お まを 打倒 
しなければ ならない。 巧々 せを ま 巧 まに とつて は、 巧爭の 目的は ょ 6 巧 遠に し V > おおを ものである。 
才— スト リアを 巧 亡せ し A ‘ ドイツを 届が せしめる 爲 めの 戰爭 、卽 ち祖困 伊太利を 兰廣 同盟への 隸 
巧から がぶ すべき 魄爭 こち 不可 巧 的に 勞働 階級の 要求のを 現に 對 して’ ょら おましき 惰 巧を 削 造 
する もので をければ をら をい OJ ( 一九 一四 年 十二月 二十と 日 「ボボ ロ •デ < タリ ャ J 巧) 「み & こを 戦 
爭の 時代で あ 6、 巧 日 こを 革 かの 時代で あらぅ。」： 一九 一 五 年 一巧 二十 四： n 「ポポ n •デ < タリ ャ」 巧) 
か、 るム ，ソリ —11 の 論調は、 明らかになを 主義 陣 をからの 支持を 稱 んが爲 めじ 企てられ たもので 
ある。 がし ム ，ソリ I 二 のが おおつた 人々 は决 して 社を まままでは なかつ た。 何故な， レ ばかを 主 あ 
を 治 家 や 支 お ホの 目から おれば ム ，ツリ 》 二は 呪は しきな 在で あつたの である。 たと へ 「ボポ n •ディ 
タリ ャ」 巧が】 九】 九 年に 至る まで 「かを 主義 日刊」 つ •soziali も schc Tageszcitling=J をる 名 稱を揭 
げてゐ 々としても •ホ 正の 社を 主 巧 まからの 支持は を然無 かつた ので ある。 彼の 巧留に 集つ た 人々 
の 多くは、 ム ，ソリ I 二 自身の かく お 成を 黨の 孰れ じ も 庭さない 帝 年を であつ た。 若い 車務 員、 學 
生、 左 巧* 民主 巧者、 ホ 巧 派、 個人 主を 的 巧 お 主義 ま、 破 逆 的軍國 主を ま、 ザ リバル ディ 巧の 巧 巧 

使 « 7 アシストめ MRS モー ニ 


ナナス 及 7 アシストの ■家！！ モ巧 

主義 ま， まひは 巧み 的 無を 巧 まままで あつた。 

「お まに ホて みか 抱 巧して むた 唯 1 のまを は經 おに 依つ て 得た もので あつて' をれ は 一九 0_ 一一 — 
四 年を 1 九 一四 年を 化 至る お 十 年 巧れ 豆る かを 義で あつち-これは ザ 度的經 巧で あつて、 まを 
的が 巧では なかつ 《ミ ある。 即ち 余 Q 主義は を 時 K 於 ミ 行動主義 であつ 《ミ ある。」 (I 九吉 
八 年 五月 十八 日 •伊太利 官 巧】 1 二が) 

此の ム， ッ t 二 の 巧 論の く、 彼の 參戰 論の 動 巧は 何 ょらる ホづ 行動 襄の 現れで あつち 尹 
太 利 統一は 十九 世紀を 半 化ぶ 就され々 ので あるが、 このが】 は 化 西の 戰爭の 結 巧を 利 巧した， いょ 
ば 漁夫の利 巧ぎ ミ も Q でを ミ、 § 意 ホ K 於け 5 西 民嘗毋 は ホ だ 寞利阐 民 Q 商に お 在し 
てゐ なかつ たので ある 〇 乂 おを 利用して 巧 民の 間に 自 巧を 巧を すると 共 化、 やがて 國內の 巧 巧こ備 
へんとの ちへ か， ら參戟 論を 主張した と考 へる 事が 出 巧る 0 
g な 巧 巧の 氣 S 

ァト ブ S 巧 二八 莫 年】 芙 敗して な巧氣 を々 として 游ん ど巧絕 した かに 見ぇた 舅 ま おは 
卜 ，ポプ 侵を (一九 こ 年) と 共 化を しい 力 K 貝 ミ 《ので あるが •两民 笑 巧 分は 賣嘗 負、 む 
を满 化さ サ 得を いが あ 化 在ら、 をの お呆は •化ての 西 巧 的を ろ ものに おして 批割 巧と をら •外 巧 的 


なる もの 化 嘴して は 無^ 倒 的で あると いふ おみを 巧 神が おを 作つ てね たので ある。 か、 る 自巧化 お 
する 信賴 なきが 態、 巧ち 的 自信の 無い 狀態 からが ホを の 使命を 意識ず る內 めな 力が 巧 生し っ、 あっ 
たので ある。 當 時留內 におる 革新的 氣 巧を 巧して n I ドは ホの かく 述べ y ゐる 《「若し 櫃 6 にが 洲大 
戰や 共を 革 かが 無かった とし で も， 伊太利の 天 巧には 早晚 ファン ズム運 巧 或が はもれ 化 似た 連動が 
み 生した であらぅ OJ(c ち 1 H 二す r; SDio orundlagen 。な fasc 互を schen Staa す S :} 

•議會 ま 巧のを 虛と 無力に 不信のを を 巧く 夕 化 巧み、 ま 本家 巧敍の 一部 •をして 中 巧 巧 おの 多 かが 
あら •巧 等の 現が 巧 巧 的が 巧は 渾巧 たる お 巧を 示して ねた。 

化の 巧 向化衝 おを 巧へ 之れ に 酉 民 主義 的を 色 おを 巧へ たのが 大 化の か濟 である。 大 化卵始 と共に 
巧* の 地位に 割 6 a まぅ と 焦っ て 巧た 伊太利には、 茵民 巧を， 曲、 むが 巧 まって 居た。 さな さ だ 化 現狀 
巧 巧を 耍巧 しっ、 あった 苗 民の 分子は、 これを なて 伊太利の 巧を を卜 する 大事 件を 6 と考 へた。 彼 
みは 巧せ ずして を 巧 巧 巧を 巧した ので ある。 ラ プリ オラの が ホ 下に あつた 革命的 サン デ々 リズム も • 
田 民 巧が】 のた A 巧 巧を 唱 へた 一 西で あっ' た。 をして 一九 一四 年の ホ 巧に が •圣 西に 無を のをが を 
商唱 する 革を 斤 動 曲が 生れた ので あるが、 A ， ソリ I 二は をの 最も 有力を 指 お まの】 人で あった 0 
この « 動は 化來の 不ま定 的が 向を を脫 した 具 巧 的な 巧 治 的 あ 向を 持っ もので あって、 ファシズムは 

« 麵 7 アシストの セ あ 


. ナ于ス A フ アシストの 匯 家！！ ヒー、 

正に この 大巧への 襄のお まともぶ られ るべき ものが あつち 蠢蓮 巧に 曲 保した 人々 の 多くろ 
渐 ホファ シズ ム巧 かの 巧备 々子と なつて 行つ 《ので ある。 

需 の伊義 K 於け 4 ち 蓋 f は • fi 方を 持つ 舅 0 をて 永く 赛 S 所ではを かつ 

たので ある。 ホ臘を かける 爲 めの ± 喜に おする 岛爭 、がち トリポリ 锁爭 (一九二ち は、 民ち 
的 巧 巧に おする— とい ふ •ヵッ ご デ 4 の 篡が强 く 支配して ゐ 《事を 物語る ものであるが、 巧 今 
S 巧艮對 して 明らを 敌 意を 抱 さつ、 をつ た 置ろ 薑 S お K 星 でみ ミ •凡を 巧 

かのを 行と いふ 考へ 程： 民族に をの 生 お 力と 存在 價 値を 意識せ おる をのは ない ので あつて、 ホる 
•民族は 化 民 fQ — K ? 漸ホ薑 Q 特 S を 意識し、 これぅ ホる 民族 S がと； 考 へがち 
ろ 巧る ものである。 が お、 る 使 かは •他の 巧を 化ょ つて 皮 わられる 必 巧がない 爲 めじ、 ものを 行 
化當 つては 侵 路^ •攻擊 的せ f 帯ぴる もので ある。 伊太利が 一を 赛 かじ 完成す る爲め 化ろ 日 

內化 於て 一大 囊0囊 をを 斤」 をれば & ら をつ 《《である。 含 S 一大 改造 毒 f 成しを 
げる 5 K は、 i な賣暮 ちか f であつ た 0 で あミ 西臺 々浦々 に If 革 雲 紙を 菊 
4 せお 芝 舅奠 iQ 波 化乘ミ 5 に 革新 0 一大 斧が を 化へ る。 これ こを 雾更 利の 巧 
ふへ •さ 巧 W 0 な 治で おつた Q で おる。 5 的 C 藻が 態 K あ 5 舅 k 健を をる f 改造 i の ホ 巧 


する をはを い。 ム ，ブリ I 二の 參巧巧 巧は、 伊太利が 一 運動に 於て をを め 化成し 巧 げられ たが】 を、 
精神的 化 完成す る爲 めの 一つの 巧 偏 的 斤 巧で あ 6、 巧 曲で あつたと おる ホが 出 巧る。 
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c. 里 luer" Die G 吕 ndlags des faschistischen wtaates, 
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± 方 巧 美 著 ク T* シズ ., 

ポポ a • デ 4 タリ ヤ巧 

か 太 W 官報 ♦_ 二|« 

巧 一一 一章 ファシストを か ミを の 稱巧的 
せ會巧 基礎 

« 後 9 太 利の ！ wft 

ファシズムの 太 巧 化 在る ものは 致 巧に 葬ず しでが 造が 人格で あみ、 巧爭的 信を であ か、 革を 的 巧 

巧 M 7 ァシストの 國 家！！ tb 


ナ ホス 37 アシストの 国家！！ • t 

爲 である。 管 装 革 か 的 行 爲は虐 げられ 笑 蒙、 窒冀 雲に f るが 起 ミ 在 かつた。 
をの 雲の 向けられた S 露た るかを 巧狀 態に よつ て爱 がされ、 お勞 にも 望の 一巧を 辿らつ 
、あつた 层 じがし ミ あろ 此のを かが f せんと 巧 ミ 目 语ち寡 的を 襄を弛 接ち めん 
とする K 輩して、 强 力なる 秩序 S きあつち 巧く& 革命が 斤は n な だばなら ミ ものと す 
れ ば、 斯樣を 生を 的な もので なければ をら をい 0 
世 ホ 大巧は おつち 戰爭は 勝利に 終つ ちて， トリ ••： ，ネト 巧び モン チ •グラブ パの 奮ろ 
寞利 近世 史上 稀 實る大 お 利で あ ミ、 ク： i ァくサ 及び ァド 7 の 悲し— ひ 出を 一が す 

る— i 《。今や 碁？ 纏 if ミ •豐羣 li を 善、 

困 巧の# 展を憲 し ミミは なかつ 《。伊太利の 要求は ホ 0 一覇莫 別される" 
r 伊 義人 及び 伊太利 文明 有する 薑—違 方を 併 拿る 事に よ 

一、 舊 蔓ぴ爱 的靈 I 

がし— の 事 if 舅の 期待を まがつ た。 フュ， メ化掛 する 要求は 人種 ま 巧 由から •又 
蠢が ユ ，•； ラ 可卞化 必要で あるとの 巧 由から、 斯合諸 苗、 著 クィ こン によつ て 反 封 さ 1 

々。舅 蓮資 ii 奪 雲 害 農 京 •豪 2 湯 夏 C 巧手 


\ 


に々 がされ わ。 自 苗の 夕巧 がが 合 西側に ホを めな 息義を 巧へ を ものと 巧 化し •巧 後の 獲物に 巧して 
火 さを々 け 前を 巧 おしてね た 伊太利 困 民の 悲 巧は 巧し かった 〇 化の 函民的 巧 ホは やがて、 « 巧の 時 
巧を 巧理 して ゐた 才^ランド 內 聞に みする 無能の おとなつ て 現れた。 

か、 る ♦おは 巧 巧の 巧 巧 巧危巧 じょっ y 1 巧 沼 訊の 巧を 化へ て 行った。 大 ft を じがて、 巧 化巧濟 
め 化 化の お化した のは ホ も お 也に 巧爭 にが 身した を 民と か識巧 級であった。 中を 階級 も 亦 巧が 利 巧 
ま化みして巧撃めを^^じ田たが、 同時に、 化等は自己の力をが巧して得意だった勞化ま巧かにお 
しても 巧が 必を 抱かの 薄け じは 斤 かを かった。 この 巧 執は ホ產 巧を をして せを ホを を 離れて ファシ 
ズム 化を かし A る 巧 « を 巧す もので あつた 0 
ミ， へ スは ホの 化く ぶべ でね る。 

「一九 一九 年から 一九二】 年に かけての 世 巧 巧 巧 濟巧谎 は、 伊太が のをが とか 諾 階級を •一巧 反 
巧 化せし A るに まった。 が 太 巧の 巧 巧が 態を 見る に、 巧に 久しく 伊太利の リラは、 巧が 西の フラン 
の キ價に 下 おし、 苗 內の巧 菜 •金融、 エ菜 などが、 ホを じか 巧 人のを 力 下に 置かれる 樣 じな 6、械’ 
おお、 鐘、 ホち ちとの 工業 巧 巧 や 生活 ふ 需品が •が乏 を ホげ る樣 じな った。 その お果 として か 塞 巧 級 
の 巧け た 打 巧は 巧ゼお 巧な もので あつた OJ ( こ Kcbc'rt S ミを ぶ ^ ufsti ぉ lies すを h \ ミミ ill Italic ろ) 

後 W 7 アシストの W お！！ . ホ ホ 
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‘ 八 0 

震の 巧 冠を 巧いて ながの ま路 んだ囊 みを S てむ 《のは、 雲を 田內の 疲當と 生活 雄で め 
•ミので ある。 巧 曼み稱 化 f て 出征した か— なは、 ご； リャぅ も， よろ 低い 生 1 一 
か 輿 へられを かつた 0 

か、 るが おは 寡 文 •チ • 7 ジ ，とや— 按 《嵩 覆を 靈サお 《ので ある。 巧 まの i よ 
一九 一峯 十一 旱音 《比例代表制— 遲ま法 化 基くな 雲 化？： チ， リ，* 內 巧が 敗 1、 せ 
合黨の 驚異的 進齿 Q おちと して お 養 《霉 Q な 會恐廷 よつ て •更化 促進され た 《である。 化の 
おちき 10 年 十一月 十一 日 Q 休 巧 惡會化 於け る •チ •ッ ，千と； シス ふ 共同 巧が のぶな となつ 

現 巧の B 爭 K 於て、 が 器なる 巧 割を ちして 票を、 一九 一峯 乃至 一 〇 年の 恐怖 
時代に がける NK ; ふ 巧 會的巧 巧を 見れ 瓷 白で おる。 言 二十 ーニ日 化成 ぞた 「7 てシ •巧 
因 さは 涅四 五日に ミラノ 化が て 巧 かれんと したぃ， ニン 巧の 左冀 業勞霎 .お 一 萬 人の 示 
巧 惠货を 解かせし 《た。 化 處に始 る 7 ァシストの 度の かさ ストラィキ 揉な 巧 巧 更に 7 ァシストを 

勇围 ミ— 信、 謹、 舅 蓋 ミ璧蓋 § 攀襄を おて、 勞 堇愛寨 、裘蓋 まの 

せ々 襄治 的 勢力 Q 伸展 化 •火 さを 恐 術を 威 じて ゐ たを 本 ま 泣び 化や產 階級が、 こ シス ふ 


を 斤 力 化か 何なる おひを 就せ たかは 自ら 明白で あらぅ。 ， 

か、 る 7 ァシ ブトの ザ行 力は •をのみ 戾ホ義 ( sqsdrism ) による ものであるが、 この 中 也 巧 力を 
ぶした ものは 巧備 軍人で あった。 社を 的 不安と 非 西 ま的氣 巧に 價 をした 彼等は、 從 巧の 粗 おじ よら、 
巧に 軍 R 的を 函« 行動 能力と •衝華 力と を かってね たので あるが、 彼等は 敢が 巧つ で、 この 巧 巧を 
を 治の 巧 巧 化な 用した ので ある。 

な 上がべ た處 よら- 「フ* •シ ■ホ！！ 團」 のぶ 立の 巧 本 原因を お 約 すれば 
一、 せ 會巧混 化と ボ火シ *ヴ< キ め 無を 巧が おに 教 する 巧廣 まの 巧を. 

二 •比較的 生活 狀 おの 良 巧を るみか ま 階み に教 する、 生活 困 巧の もに ませるな 薇 巧 おの 掛立 
一二、 を 本を 利 巧の 巧 巧 

「フミ シ ■巧 田 国」 はな# の 巧 街の 爲め にがな された ものであった 爲 めに、 困ち まを 的 色彩を 梓 
つて ゐた 事は 自 がで みる。 然し 化の 巧 巧の 巧な 化は なを 主 « 的 なを 味 も 含まれて ゐ た。 もれは 「革 
か 的 巧 争び 革 かめ 收 獲の 爲 めに 巧へ」 をる ス n » ガンを 巧げ •巧 民主を と壯 を 主 おとを 混合した 綱 
巧を 資現 せんと 試みた ので ある。 ‘ 

巧！！ フ 7 シズ ムの 網領 

後一! フ アシスト 〇國 家！！ ル I 




ナブ Ki フ アシス. to 画家 ■ 

常時 r ポポご デ < タッャ」 巧に み 表された 畜も 巧ら を、 蓉ま義 壁 ホを をんで みた。 が 

1、 フ - r メとをダ火 マ千ァの併を 

二 •巧 ホ や 等の 參を巧 
云、 建杞な 巧を と 比が 代表 制 
四、 巧ち 巧® と 同時 化 運 笨巧巧 

ち 代 鑽±|畢資# 年齢 さ 二王 巧ょ 6 二十 i に 引き下げら るべき こと . 

ホ、 次回る 擧じ 雲され る代瞒 ちか 因 民 議會を 梅 掌る こと 
と、 苗 巧 iHn の 年 巧を II す 年と する こと 
八 •苗ち 巧みは 巧な のな 巧を 巧が 決ます 

る こと 

九.、 元え 院が 巧よ 

す 立法な を 章る 經濟含 護が 職業 星に 化つ て 雪 さるべき こと 
十一， 八 時 历夕谢 制の 巧 立 

主、 ホ 美— 理はミ 能 方 ある— ま 0 組泛 ょつ てを 巧 さろ さ こち 营 蓋は 窒化 


業 貝 化ょ つてを 巧 まるべ さ こと - 
十 ミ •巧ち 民兵が のが お 

十四、 巧 需品 エ樂の 团有化 、 

十で、 を 本に がする 重 巧賦巧 

十六、 一部の か會 かを の 沒收と 一部の 话 侶の 特巧剝 を ’ 

十と、 遺を 巧！！ に教 する 重税の お 謀 ！ 

十八、 巧 時. 利得の 八 お 五分のを 收と ぞ 事め 契 おのな 訂 
化の II おは 必ずしも 當 時の ファシストの、 巧を 的を 網 巧では ホ かつた が、 これの みを 教 つてぶ て 
も サン デ々 リズムの がを を充 々に 巧 おする 事が 出 ホる。 苗 民 主義 的ぶ 巧の 上に 立ち 乍ら、 ファン ダ 
ム がま ゼ巧 まを 重 巧 おしてね なか つたのは 巧が である 0 
常時 A ， ソリ I ュ は戦綜 から 巧 A つ、 わる お ± に 向クて ホの かく 巧 巧して むる。 

「巧々 は 巧 藻から 巧惠 しつ、 あるみ 低まと 一を して 進んで 行かなければ をら をい。 何な をら ば 出 
征 した 巧 ± とおめを いのは おりに 無を おで あ 6、 餘 6 じ ボル シ* ゲィキ 的で あるから である 〇 我等 
ホ タ がま 巧みの 主義 ホ おを 巧め なければ ならを い。 巧 等は 巧 民 的 サン デ々 リズムの 見 巧に 立 も、 

巧！！ ブ アシストの 11家« 八 III 


ナナス A フ アシストの 田を® 

曲 まが 宮蓋蠢 活を馨 す S 如 さ ことみら ち 羅军震 饱く迄 反對す 5 ミで ある。」 

(Gert Buch 一を t: 2MUSS 色ぎ C3d を S neue It とす n=} 

义 一九二 0 年 四月 六日の 「ポポ n •デ ♦タブ ャ 紙」 上に も 

r みは 個人から 出 巧し • 苗 まに 反 巧す る 方 かを S 的と する。 なるお まに 於け る闽 家、 ホ 日 

と 胃の 函ま •文 デ ■ァ苗 まと 杜 々主義 团 まを？！」 

と ♦い ミえ ならば Nrv : 寡て • B 義 ホが 明 登つ 肯定 髮 葉れ る M つ 《のは 何が 
頃の まを と 云 ふと •一九 110 年 五月 Q 第二 1 莫舍塞 S で t 。 蓉大含 ミ •反を 本 

ま 巧 的な 巧 ホは 完を 化 巧 巧され 

一、 巧 争の 巧 巧 

二、 # 利の 巧 巧 ホ • 

I 二、 を 治ま かか 貪 主義の 巧 論 的を 强的 巧を への 反 黄 

なる 一二 笛！® を 塞と す ミ ち か 採用 含ち 擎 Q — 的畜 《中で •僅を 避哀 ミのは、 を 
治 的ブ备 • 7 杜 をを 構？ る 政治 ま及ぴ をれ 等の 組が 化 巧す る 全 器が おのま 現 だけで あつち 
ムソリ I -1 は國ま 化# する 巧 巧を 止みる と共に、 逆 化 苗 ま 巧 能を 謂 かし、 同年が 「苗を を 化 何 


急 


心 もの もな く、 國家 化な する 何もの もを い、- 凡てを 西を の爲 あに」 ( se を 〇 Panunzio : s をを ihlc 
Th さ 3> d な faschistischen Staa す s :) とい ふを 名を 言葉を 吐いた 〇此 巧に 菌ま 主を への 志向を 明らか 
化した ム ，ッリ I 二が 現れる。 化の 巧 向は 「西 民 ファシスト 黨」 の 結成と 共に 一段と 明瞭な ものと な 
つたが 同時に サン デ々 リ ごの 影餐を 示す 無理 論 性と か 網 領主 裹は羹 されち 更化 をの 主張 化 於 
て も サン デ々 リズムのを 巧を 脫 脚した もので あつた 〇郞ち 1 九 二 I 年 かの 黨網 巧に よれば 「巧 まは 個 
人の 巧なる 美 合 巧に 非ず して、 無限 化を るみ 世代の I がの 法 斯を內 巧す る 有 巧 巧を 60」( Carl 三 苦 er : 
さ . e を 旨 dlagen dcs fasdiis ユ schen Sta ミ esj 化の 定まは コラ デ* » 二の それと 完を 化】 をず る。 

常時 苗內 は經濟 的を 化と •社み 黨の お出に よるを を 的 不安 化よ つて、 人 也の 動 おは 最も 巧し かつ 
た。 ブ^ デ ■ァ篇 ほ 黨の上 化 立つ 自由 まお內 巧には 持 巧 化が の 力を く. デ，— リ ，チ 《自由 黨) 、ボミ 
ノ (を 良 社 會黨) 、フ ，クタ (民主 •人民 兩黨骄 立) と 巧みいで 倒れて 行つ た。 か、 るを 巧の かおと 不化 
立は 一に ファン スト 勢力の* 進と •自由 主な 的 諸を 巧の 左 巧 右 巧 的 態度の お果 である。 を 巧 獲得 前 
巧に 於け る ファシスト まは、 ファン ズ 4 は 困 家の お 求に ぶき、 をの お 巧 的み び 物 巧 的ぶ 辛を 巧 場せ 
ん がちめ にまめら れ だるま 義化 則した 確固たるを 巧で あら •强 力を るを 黨 であると いふ 確信を、 困 
民大 ホの お 巧 K # えつけ る 事に 巧 巧して ねたので ある。 

«« 7 アシスト 0! ■家！！ 




ナ ♦ス及 7 す ’s スト， の！！ 家 « 入 太 

た ミ 7'; ト ホの 支持 巧には 一切の 個人を 抱 おする 統一的を 围夕を 再を 甘ん として、 闲家 

•巧 巧の 確立と せを 組 巧の 巧 おを 巧 a、 反 西 ま 的を 度と して 彼等の 目に 映 じた 自由 ホ 度と、 唯 か ホ お 

^ 立脚した 巧會ホ 義の克 化を 自己の 化 俞と巧 做し •大 ホを 作る 時代 じは 卓が サる 一つのを 志が 支 お 

する ホは、 を 巧を 巧へ て 之れ を 巧 性的な 目的に 利用す る 唯一の ホ 法な 6 とする 指#々 子と、 他方で 

は 巧 力で 自己の ホを する 生活が かを 作る 力に 不安を 巧 じ •之れ に 代つ て强 きか 巧、 むが 現れ、 巧し 

いみ 巧と、 革 巧を の 巧を 化が じを 幅 巧 信 賴をお げんと する 也の ホ 巧を 持ち、 化の 指導 まの 爲れ でよ 

身 ぉを 贿し VS ずと 去ず 被 指 薄々 子と K が 然と みれ 《0 である (「羅 ，ま军 六 號)。 

か、 る お會狀 《も 舅 0 生活 萬 Q 妻 7 K シ 《夕黨 が 伊太利を 征服し 得た Q は 愛て 巧が の 
巧 おで ある。 

一九ニ ニ ザ 十！^. 二十 四气 ナポリで 巧 催された 黨乂 をに がて •ム ブソリ I 二は 旣 にを 巧 巧 ホの 巧 
A のが おを してれ る 0 

「ブ アシストよ ホ 等は 何を おみつ、 あるか？ 巧々 は 之れ にち し 最も 巧 巧を をを 有して わる。 

耶ち？ のがち 運 巧を な 正と 蠢 をる 雲の 執行’ 顯塞的 巧を 反 囊襄的 お 力との 巧の 
ホ 妙な 中 萬 農よ- 〇 留まが 脫 脚す 桑 •囊サ る 財 S な 速な-。 再建、 ダ こ； 冀霎の 及 


參 


巧、 化 空 大屋 か 五 大臣の 巧 子の 讓 渡を 巧 求す る。 

正 巧 化 云へ ば 巧々 は 外 巧、 陸軍、 あず' 勞饭 、な 共のを 大臣の 巧 子を 要求ず る。 みは 此の お 求が、 
何人 ょら ぶても 巧當 でない と 巧 信して ゐる 。說 巧を 巧 巧なら しむる 爲 めに •条は ホの 事を 附加 しょ 
う。 巧ち この 合を 巧が ホ 化が て. 余 自身の 內閣 への 直接的 參 がは 踪 外されて ゐ る。 をの 理由は •フ 
ア シズ ム をを の 中れ 固く 保 も 斤く 爲 めには、 みが •巧 謂ジ *1 ナ リズムの 上に •且っ 巧 論田爭 にがて 
も ホ、 蓮 巧の が お 性を 巧 有する 必要 ある 事を 諸君が 考 ふるならば、 明かと をる であらう 〇」 ( ムヴソ 
リ— - を 集、 第二を) ’ 

。—マ 進 •軍 

更に ム ，ソリ I 二は •巧し さフ ァシストな 巧は、 建設を 尙び巧 巧を 斥ける ものである 辜、 もれは 
凡 y の お 力 化ぶ 巧を 巧へ、 まま 測と 巧 おとを がて 伊太利を 支 おする であらう 事を 巧 かにした。 かく 
て 二十 六日 巧に 至って ファン ストに 動員令が 下され、 二十 八日には 約 五 萬の 義勇 巧が、 何等の 面爭 
もを < 何等の 巧舊 もを ける まを く' 樓 めて 平和 巧に n I マに 乂 巧した" な 巧は 之れ じがして 戒 おを 
奏 巧した が 星は 么れを 却て ちかくして 內 聞は 巧 巧し I 手ロ ムッ ソリ ，二に 組閣の 大命は 降っ 
々ので ある。 がって ファシスト のな 巧 獲得は みして 非合法が 巧 力 的 性 巧の ものでは なく •伊太利 西 

後麵 7 アシストの 函 

♦ 



f 
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王の 憲董 Q-KS 行 墓 程を 友ら 在 かった Q でを る。"， 55 こ 0 を 望 得を 飾る 巧を る 
示ぶ 塞か 化 巧ぎ をい ものである 0 

フ ァシスト 黨 がを 巧を 獲得した 時に、 第一 一ー ィンタ— ナシ ■ナ； 語を 「共を ィンタ— ナシ ■ナ 
」 は ホの かくが ベた。 

ファシズムと してから る、 現象の 裳 生に 就いては* ホの ホ K 化 注目せ ねば をら をい 0 

一 伊太 ホは を 化 小 ブ^ デ ■ァ 的み 謙 巧 級の あがを 吿げる 困と して みられ y むる 〇化 ってみ 時 
代に が 巧の 蓮 巧が 巧ん に 斤 はれる 傾向が ある こと 

二 化 等の か乘 階を は を 治 的 干が 主 おの 抱な まで あるから、 伊太利の 參巧化 常って ホ 西 ま ft 
巧大プ ^デ ■ ァ ジ ， の手先として活動したこと . 

1二、 更利 . Q 雲 K せって おお 知 i 誓は、 干 望 曾 反抗的 震を 執れ るれ 會主お まとが 

立した こと 

四、 世 寞巧霎 か的夕 逢が？、 がに プこタ プャ 政 獲が 出現 せんとし 《時， プ？ ■ァジ 
•-の 存在が 巧 届と さる、 化 至つ たこと 

五 •伊太利を 黨 分裂 K ょ ミ 堯 安固なる をち か璧 された そかな く、 政 裳 護が 巧 弱で 


♦ 


あつた こと 

(Dio Kommunistischo J ま ernatic ミ le , IV •を hrg . Z ? 沒，) 

斬し をみ 夕 巧の A 技 

ファシストが 巧 獲* 得を 第一に を 手した のは、 巧爭 のな 巧を 巧と •が 上の 巧 おた るの 巧 ある 困 家 
を更化を固をる》民生活に巧して巧建復典する事じあった。 化の巧のま情をポ ^ 卜 n ， 卜 ，はホの 
如く 述べて むる。 

「を權 獲得と 共に 直ちに お晝 的な 苗を お 成が 始まった 。ファシズム 巧 動 のぞを 的 巧 熱が 巧 巧ぞが 
をの 爲に 不可 かで あった 試が と、 血み どろな 巧 爭を續 けた 巧 謂を 巧 雨の 巧 渡 巧の 後に •化の か 壁 的 
な 国家 お 巧は 漸進的を 組 巧 的な 立を 的 事業に お晶し 始めた ので ある。 ファシスト 精巧が 巧往 邁進し 
なえる 巧を お 意を なて 行 巧し お あたかく •をの お 造 まにして る 初の 巧 巧 ま ば 鍛え 得べき 錢に巧 固た 
る おまわ 臭へ、 が 巧と 巧 織と 法 巧 規約を 巧 行すべく 巧め たので ある。 支 巧 巧の ムッソ リ— 二の 手れ 
巧す る 事が かなれば 巧 かをる 丈け •益々 彼は 將 巧を ホって 自 •己の 性をから 己が 事ち とお 脫サ しわ、 
之れ にみ 績め おおを 巧 へんと 巧 力した ので ある。 ファシズムが をの 自動的 進行 巧 程た 精神的 化を 斤 
し •フ アシスト 田を の現贪 からもの 生みの 法則を お 操し、 を 巧と いふ 抽を的 お 式に 巧み 巧 へんと 巧 
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ホ 0 

A たのは T 度 化の 頃の ホで ある 。」， Guido Bortolotto : SF だ cwsis 呂 d Na 氏 on -- 一 

「口， 5 軍」 化 先立つ を 年 w 化 於て は、； シズ ムはミ 活動の 必耍 上、 誦め なを や 冀のお 
巧を 充 々持 《なかつ 《ので あるが、 がし •此のを もが 烈を あ. 《《因 爭 時代に 7 ァツ ご 理論のを 巧 
が 巧 かれて 行つ た Q で ぉミ を S 巧 思想 Q 重と 同樣 7 K シズ ムは搔 が J 物情 裡 K 在つ て. 
S のま 巧と して 生 i、 ミ賣 K 於て は繁 K し 5 断 蒙—— § で ホる が、 R 
次 建設的を 巧 極 的ホ內 をを がへ るに 至 つたので ある。 

ファシズムよ 困ち 主義の々 « 

フ ァツ ごは みお ま義 からを 黨裹に 養した 時、 なか K ホる 巧をまで 非 人格化 •がち 非ム ，ソ 
ミニ 化化戍 巧し •化つ て 網 煩を 明 巧を らしめ たので あるが、 一九二 I 二 年 愛 化、 7 ァシスト 黨と 

舅黨の 貪が 望す 6 と 養、 も Q 囊論 K 罵 主を 望？ 叢」、 7 : ご 理論 0 ま 巧を 

巧に かては、 を备 民主 § 養 Kf ない ミに たて 了つ 《 Q である。 1 時 的では みるが ファ 
シス ム化 巧して 强 巧を 影 穿を 舆 へて &た サン デ ヵッ ご 的 囊ち围 家觀念 K 曲す る 限らは 完 をに 
消が したので ある。 7 7 シごと a 民 主義との 合同は、 お 式 上は 前 ま 化ょ る 後 まの 併合とは なつて 
ゐ るが、 理論的 K は 巧つ て 7 ァ シズ ムの届 民 主義への 護を 示して ゐ る。 化のミ ょプン ，ッ / 


••二が 7 アシスト として 自ら 巧 A て ゐる〇 

「フ アシ ，スム S 向は 多少 民主め であつ 《。ち S みま Q 前身は を か 的を f ま霎 であつ た。 
フア シ： のみ 巧の 畜は •をの 口 巧が おんど 民主的で あつた。 即ち 八 時 巧勞働 制の 巧 ホ、 元老院 
の g 止 •团巧 聯盟の ホ 巧 V * < サィ ユ慧の 否泛 巧々 を 含んで ねで 事資 フアシ •ごち 言行ち 
共に ご レ タッ 7の黨 波で みつた Q である。 養 主義は 支 養な の爲た ♦仕して. 大 ホを 霉し 
やぅとは しを かつた ので ある が • 7 rv スムは 世界 大戰 の 巧を であ 6、 又を 巧 的 K 大蒙運 巧で あ. 
つた 爲 化に、 せ會 主義の— と、 一が 的を 大 ホの 壑的 、巧 神 的征巧 化を 手した ので ある。 兩 まの 
夏は、 ー ホ K 於 ミ 理营 、他方 襄 ては 行 愛と • is く Kuc ミる と 思 はれ々 ので あ 
るが、 がと 共 化 まとし y 共同の ち 抑ち 富 主義の 存在 化ょ ミな 巧が 行 はれ、 罵ち まが フアシ 

タトの 斤？ 受けを C & と 共 K 、 I •か 前 ホ S 論を 攝取 する 巧 K なつ SV みる。 行か 化 

於て 勢力を 占 《る Q は 常 化 NK ; 卜 側で みら っが、 理論が 問 f をる 雪 K は’ ち S ホは 巧に 
强民 主義の 巧 上 化 巧く であらぅ OJ 《 prezzol 置 ； SFasci さ 一:) 

が 太 利の 苗を 學 まは •供 正 7 アシ ズムろ 1 夕置年 一月 二百に 始 つたと 言つ てね る。 此の 日を 
化 等は 「7 ア'; 卜 法治！！ 夕 S 生 日」 とがんで ゐ る。 I 器 化 見て、 此の 日が 前は 凡てを 力で あ 

後 傷 7 アシスト 〇圓 家！！ b - 

♦ 


ナ 及 7 アシストの— 家！！ 。二 

ら 而も 法的 巧 巧のを い 巧が な 暴力で あつたの であるが •化の 日から 巧し い 法を 的 お ホが か へられ 
た咨 である。 

巧て ム ，ソリ 》 ユの 、彼のを 敌化 おする 逆 舆が始 わられた。 潛侶 階級は 「敎 をの 特權的 地位を ホ 
度し、 教 をの 階 巧 組 據は棋 巧と して 役立ら 稱 る」 ( AntcnNischka : •さ ali 呂 inderwelt :) とい >< 
ム ，ソブ I 二の 巧 巧に ょつ て、 なに 懷柔 されて ゐ た。 法令は ホぎ/ \ じ 施行 甘ら れて 行つ た。 即ち 
一九二 五 年 十二月の 出版法 •涅 二十 六 年 十一 巧の 警を 法を おめ とし、 勞がお ま (二と 年 四月) •巧 ぉ 
代を 制の お 立 {二八 年 111 ぉ)、 ファシスト 乂好讓 をの 設爵 (二八 年 十二 巧) 等は ファン ズム巧 栽の 法 
制め 完成と おる 事が 出 巧る。 

國 家！！ ホの 巧 ■面 

この 巧 裁 制の 確立 巧は 困 ま 論の が 展 から 巧を すると、 巧 民主を 的な 閣ま 観を の 具 巧 的を 展巧 巧に 
當る もので あつて •此の間 •理論的に 最も ま大を 意義を 持つ ものは •司法大臣 口， コを 首班と する 
サロン 憲法な 正を 員會 の報吿 である。 此の 報吿 中證會 改革案は、 おに 黄 降に 行 はれて ねる ことを ま 
後め に 承 あせるな 上の ものでは なかつ た。 港を がを 巧に 對 して 持つ 巧の 巧链 のま おは、 こ、 でを ぉ 
A をして 述べられ、 選 巧と 一 おの 參を 巧に 對 する 證 美と 神話は を おな く替 あされ •行な 上の 巧 力は 


巧會 化では をくて 西 王化 存 する もので なければ ならを い。 且つ 謠 をの 持つ 行な 上の 職能は を 然巧棄 
さるべし と報吿 された。 更に 此のを 員を はが 太 利を 協同® 閱家 (corpor た C Sta ち) 化改强 する 爲 めじ 
必要を 改革案のを 草を を 巧され たが •これは 將 巧の 協同 随賴 をの 成立に とつて ま 火を あ 巧を 巧へ た 
もので あ 6、 ファシズム 菌家 論の 此の方 面への 一展 關を意 巧す る もので あつた。 この 計な は サン グ 
々リズムとの お 職を が あさせる が. を 巧に がでは 歐 民ま義 じよつ で 改巧 された 巧 家が 制組减 であつ 
て、 サン デ ヵ 的 階級 性 や 革 かおは 消 巧し、 を お 巧を 主義 的 色彩の 滋 原を もので わる 0 
H チオ ピァ R 爭の 意義 

エチオピァ 戰爭二 九 一二 五 年 十月— 一九二 一六 年 五月) は、 ファシズムの 巧 裁 成立 お 中 •最もが か 
しい 時代で ある。 この 時 巧の 特 巧は 

一、 五十 ニヶ 苗 提携の 經巧 制裁への 勤抗の 意が 化 於け るが 制が 巧の 强化 

金が、 お 運、 棉花 等々 のを 要を お 部 巧の 巧を 化 乃至 巧 ま 管理 化 

二、 ユチオ ピァ 攻略の ホ 巧 じよる ファシズムの 巧內的 化かの まを 化 ‘ 

ファシストを かは 伊太利 巧內 に、 なち が 巧みび 壯を 生活を おの 本 巧的蠻 革を 巧し ち 化の 革， 命 
は 巧 蘭 西 及び K 西亞巧 命と 異 ろ、 比較的 少 をい 流血と 自由の 制限 じよつ で を 巧され たのみ ならず、 

後編 ファシストの！！ な ■一 九 =1 、 


ナチ ス及 7 アシストの— 哀— 

九 田 

を i 《《惡 ぶびを i 豪 低？ 伴は なかつ た。 却つ て 化 前に 比 占し くちの— 义び巧 ま 

へ おられた i ミ— 重 ミ； ミ iif 寒、 

事が 集 や ミ ぅぉ づ 
ナチ ス政椎 のかく ミ 巧 裁せ Q 確 ミ 於 y — 的では を かつ わが •世み 的を— ミト， ックか 

徒の 苗 伊太利 寡て、 ミみ々 s 新？ く實性 K 巧 じ •內寶 巧 葦を S を 紫、 ホの 時代 

は 巧 K フアシ タトを 權化巧 巧され てなる。 

参考 义蒙 
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大 田巧敏 著ブ 三シ ごの 中を あと ま 的た 會的某 巧 (「《な」 ♦八十 ホ#】 

H * w •シュ ナィ グ ー を 佐々 化 ♦、戶 巧 巧ち 助 共 巧 フ シズ ム 31夕# 

木 下 ザ お看 か 太 巧 77 ブ シズ ム獨巧 巧 ホた 

第 四 章 圃家觀 の 巧を 

獨自の 皮 お 3 誰 

ファ シズ ムは 一つのを 理 であ 气 1 つの 思想で ある。 と 同が 化フ .ァシ ごは 行動で あろぶ 靑 ごら 
る。 ファシ ごは 受化 上で •を 入 6 化 作ら 上げを 《1 化乏 てま まれた るので はない。 をれ 
は 巧 一};: の 必要.^ ら 生れ でを 6、 摩ろ！！,！ 巧を Q を Q でさへ みつた 0 である。 されば こ ミァ シ 
ズムは 度れ た少 かまの 淋しい 腹 おに おる# がを かつた ので ある。 ファシストの 面爭 がを もが 巧を ぉ 
A た 時化に、 ファシストの あおは 武裝 され、 洗 巧され て、 か々 に 一箇の 化 推に 向 つて 進んで 斤つ た 
ので あぶ。 此 S— は、. 假かミ 出み K 於て 器； B 形式を 将 つ* ミ あつ 《とは ご、 必が 的れ 巧 
巧す-るが 種 《事件 Q 試な を 巧て、 な 極 的 建設的 內容を 具 琴る と 共ち おこ 聯の 理論的 お虔 こを 

雪し 《ぇ ev 、 化た か 板？ K シご を、 雲 蒙 K 護 Q 化 SAI 化對 葦る晉 《政治 理論 

巧 « フアン ストの M 家 « _ t-L 


ナ于 Ka フ アシストの w 巧 « ，て 

となす じ 至つ た 均で ある 0 

巧せ の 度を 巧 巧 

近世の 蹇 盤は 鼓 近 K 至る まで •伊太利に 於て* 個人主義 Q 絕對的 支® 下 化 寒た ので ある。 
先づぞ 敎な芳 端を おした 個人 義は •十と •十八 世紀 莫 ける 寡を 波 Q 主張 K ょつ てを ぷ化费 
まし、 巧 ホ i 革命に ょつ て 制度 化された？ ある。 特 K 佛祐雲 かは み 種 《原則を 登した。 と 
等の 巧 則の 獲ぶ 化 致して は •をのを 竺世お 半の 間、 何等の 疑念 も 生じな かつた 爲 《化、 このが W 
寒が のお 巧を 持つ & で夕考 へを 金 科 玉が 視 されて 芝® である。 

フ ァシスト 觀雍の 意 まは •巧 巧 西ず かの 下に 行 はれ 《自が 法の 諸 i のが 巧と i が、 十と • 

甚た管 起」 《f 程 ミ？ で 薬 寒 一 塞 51 を蠢 ち ミ點 におる。 

政治的 化 見れば -7 7シご は 巧 裁 主？ t、 非護會 主義で あな •非，, 窒義 であ 6 •憲囊 
であろ お 巧 主義で あら 帝 雲を 的で さへ ある。 經巧 的に ぶれち 巧 前が 合 ホを 巧まで あら. 個 
人は 一定が おため ミみ 凛的活 巧を がされる ものである。 か 舍的化 見れば 7 7 シご は、 階級 
闽の满 かを ホ 《る もので t •デモ クラシ， の 基 巧の 上に、 一理 巧特 のを— 巧 的 轟を が 立 せん 
とする も G である。 又 理論： g 化は— 論 的 合理 主を に 巧す る 反？ あつて •をの 背後 思想を 巧へ た 


ものは ソン^、 二 I チ*、 パレ I 卜 等で ある。 細闽の 神聖に 巧す るフ ァシストの 信念は 殆ん ど宗お 
巧で さへ ある。 

ファシズムが 從 巧の 政治な 巧から 區 別され 得る 巧自 をる 政治な 稱 たる ことは、 今日では 最早 や 巧 
論の 問題を 越えた 嚴然 たる おお 的 事を である。 ファシズムは 從巧 のな 治 巧 巧の がが 的廉 則で ある 目 
由 民主主義の 巧 棄を旨 的と して. をのを を 巧 梅を 改造した もので あつて •同一 巧 本 巧 助の あ 雄に 立 
つてな される 巧 化め‘ ホ 節 的 改造とは 大いに 異る ものである 事は、 前述した 通 6 である。 従つ てフ 
ァ シズ ム更化 7 ァシスト 围 まを 巧が せんが 爲 めじは •化 巧の まを •敎 巧から 一應 ファシズムを お 別 
してち 察す スをが 必要で あらぅ。 

ファシズムは、 自由 民主主義の 巧を 巧を をな て本资 めに 個人的を ものであると お化し •を庶 性を 
巧 巧す る ものである。 巧ち 自由の 代りに 巧 成を なて •围を 秩序の 巧 巧たら しめんと する ものである。 

田 R 主義の 困家觀 

ファシスト お まなの 成立に 當クて お 始巧定 的を 巧 巧を 巧 じた 巧 民ち まに 從 へば、 西を が 個人の 巧 
をる おを の 上 じを てられ 得る とい ふ デモ クラ チックな 考へ 方は、 巧 本め か茵を 持つ もので わる 〇斯 
くの 如く 族 子 的 じち へられた お 人は 饱く夕 で 巧 子 的 個人な 上の ものでは ホい。 巧 かる 基 巧の 上に 巧 

«« ファシストの 画家！！ A セ 


4^手 kai 


シ义卜 々ミ！！ 


< 個；— 

てられた— •1' 的 じ、 人 爲的構 ホ 化 巧ぎ をい をので ある。 值 

て、 をな の— を 作ぶ せんとす ミ， ッ 、 ^ ' の算 あめな かじょ つ 
をがん とす— 振の iB ? を の 暑の 下に 生まれ 《巧— は、 勇 

ミ あ— ミれ ミた が、 る ^^ M f if ま f つて f れ た〜 
とょ、 巧り 口 ま， を 驚のを た 逆ぎ ない 專 がを f れ たので ある。 巧の なを 

f 」て實£||冥|で^^^ ^ 

巧 ま義 そは 養の が j とを のが 一のを をし てな 夕財 
る 化た も、 ホひょ I る^^^ 室 i したので ある。 と 间時—は 器を 
I る。 は —%— sty P 

すると！ 利！—!!! い 

ら^" ま# fn ば、 票 ilf ^ 制 

舅の ホを の爲た 個人の 犧牲を 要 ホす る もので あつち あ 


5 s ま ♦義 

ファシ ごは 民主* を 的 ィデ 三 T を 般を攻 おする る 《である。 をの 理論的 前を 及び 臺をも 
が？ るを？ みる。 堇 人間は 赛的 装して 平？ は t 得な S 。 人間は 葦ち 年齢、 物理 
ス震等 S 《て 置を 特簿 じよつ て、 巧 じか 識的 道德 的せ 質の 前 ま K 劣らない 巧 お ミつ て’ 
夕 少なら 異つ 《本® として 蓋され て， Q る。 か、 る 人間 S 《不平等を る 毛 《ろを 通霎 のかき 
宙# 的な •ホ 巧 的を ホ 巧に よつ て •かして 平 巧隻れ 得る ものでは ない ので ある。 

ファシ ごは 寞夕 おの 留 民を ホ 等に 置 さ， ちれを 最も 夕く のまの 水準に 低下ち みる 雲 あ 治 
に 反 おする ものである。 がが し 巧 民が 量的 化では なく 巧 的に 考 へられた お 合 •耶ち 最も 强 力な 巧を 
として 理解され たお 合は、 雲を 治は ホを 巧— おで あると すろ マァ シズ ムは屢 を 量的に で 
はなく® 的化考 へる Q である。 をして こ 《お果 として 唐 民 《中 化巧窒 義を拓 おせし 《、やがて 
これに 某 SV 少堇 又は 1 ま Q 支 宙 をな y •最も 勇を か 巧 的 ィデ— に 巧 おする も 0 としてち 張 
する じ まつた ので ある。 才— ベリ— は ホの 化 <ぷ ベて むる。 

ー ファ^ズム 巧を K よれば、 苗を は 生ける をな® である。 苗 民は をを 的 お 合 •巧ち お 挽 的を 人の 
サ をる ホ 具に 輩し V 、 巧 治 的、 爱め •を 的 化が I あるせ を 《部み’ 耶も民 養同體 のが 分 ホ 

巧 巧 7 アシストの ■ボ觀 t ‘ 


ナナス 及フ 7 シストの « を IS -DC 

ので ある 0 田家に よつて 代 まされた るせ を 集 面 的を 稱 巧の 一員と して、 を 田畏 はせ 本 巧には 

81 まの 化 《的 樓構 にがてみ ♦異れ る 部門を 巧當 する ので ある。 これは 身 巧 組が 化が てが 胞 がみ々 
異れる 巧 能に よらて 意 まが 賦舆 されて ゐ るのと 同樣 である。」 香を 〇 家を 1 -Dic vci き 另 

fasch を ischer Jdoen す Staat imd wirtsoh を/-) 

化 處に巧 的 差 まが 妻る。 かくして 7 7 シズ A K 於て は 選良を 中、 むとし 《階統 (デ，, ラ： ァ) が 
望す るので ある。 而 して； シごは 薑の黨 波を ち 輩 制度に よ？ 生れた ものに 非 ざろ 
自 がの 才能 tfG 糾 言れ た ミと 考 へる 5 あろ 此の 招 念は® 真 主々 萬 的な 平等 的烦巧 
を 否まし •ミ 附養 制度で t 蓋 部 Q 優位 Q 巧 念を 巧 破す ると 共 K 、 巧し くこれ K 代るべき 禪 
が惡 をを さを •やがて 巧 裁 ま 及び 行な 部 Q 震を 囊 づける 役割を 巧ず る* 《であつ て > この 
巧が こを 巧 遣 人 主 巧 Q 必が 的歸？ みると 器 • N K シ •スム 苗 ま內部 Q 重要な！！ 成 お 巧で あら、 
ファシスト 苗 ま 巧に 巧て がふ 的 意 巧を 持つ ものである。 

を a 巧 

フ ァシス； 围家 巧を はを 養の 前提から 出 巧す る。 を 事み の 塞 巧 まに 巧いて は、 を 班が 部 
を 先 巧 するとい ふネへ 方と、 その 反 巧に •がかが i 化 先行 するとい ふ 二つの ちへ ホが ある。 卽 


おに ょればを » は 巧 一義的、 巧 お 的 存在で あ 6 •部み は 巧 二 お 的を もの 即ち* を 巧の 分 股と しての 
み 存在す る も 心-である 。巧みは 非 巧 立 的 存在で あ 6、 を a 化ょ つて 制 巧され る もの 化して •從 つで 
巧 お 的の ものた 6 得ない ので ある。 但し この 播 合を おは 部分の 外化存 する ものす はなく、 を 巧の 分 
肢の中 化 現れる もので あつて •お 巧の 單 なるお 合、 無 お 巧な 巧 镇を意 巧す る ものでは をい。. 

此の お 合 先行とは 論理的 巧 ホを を 巧ず る もので あ 6、 時 巧 的 ホ 其れでは ない。 又 物 巧め 因 お M 係 
に 於け る 化 斤では なくして、 を 巧な くして は 部分は を ホを 巧 さのと いふ 意 巧に がて 先行.^ るので あ 
る。 * 

か、 る 巧を の 下 化、 人 巧の お函 現を わるせ 含の 本 巧を がる 時、 第一 巧め' 巧 源 的を 植は 個人なら 
となず 巧 人 主 まと •逆に 個人を なて 杜 をのみ 肢 にあぎ ずと なすを 巧 主を との •二つの 巧を 理論が 生 
れて 巧る 譯け である。 《ま 川 兼 ホ 巧 「をせ 主義の 理論と ち 巧」) 

國 ち， の 觀ホ 

ファシズムに 於け るを 巧せ の 巧を をぶ す ものは、 ぞに田 巧の みを である。 をれ はを 巧 的 巧 家の 自 
が 的 有 巧 的を 巧を ぶす もので あつ V > •をの 有 巧 かが】 は、 凡ゆる お 人 ままを が る 巧 本め 巧 素と 
し で 巧 調され てむ るので ある。 が 太 利み かま 章 巧 一が 化は ホの かくぶ ベら れてゐ る。 

. 後 « ファシストの 眉 表 « -3- 


「伊太利 留 巧は 一な— 養に して、 これを 構成す る 化 人 5 は 美 巧に 化し、 をの 力と 永 角 性 化 
めて •遙を 優 巧せ 論 的、 生ち 裘 活か 室を 有する もの f 。 困 民は 一個の 道德 巧を 治 的 

裘 がが 的な 一 お化して、 おみめ 化； シスト as まを 具現ず をのな 6。」 

ファ シズ ムに 於け る 舅の 巧を にがいて. 伊太利 ファ シズ ムの奠 鬟論ま 口， コ は、 な 會と固 
人の 曲がを 囊 として ホの かく 述べて ゐる〇 I 

フ ァシス， ムは ホょ. 〇 S 窒 義の惡 的が を 一 原子論 的、 《質 まま 裳を 1 じ お 立す るを 
巧 的 化し vfsa 巧會 理論で ある。 化 巧では 生活が を 0 一時的 i であ 5 ところ 《個人の もれを 
なえて i する を Q である。 個人と いふ ミは 生成 獲す し巧试 し、 他と 馨 される ものであるが、 か 

を 的を 塞 這委ミ 島 性を 巧 持す ミ 0 でを つて、 进 ホから 襄 へと f 渡されて 行く 巧を 

と 寡の 世 器 f 、 を々 の 世代から をけ 取,^ てゐ るので ある。 從 ミ； シズ ムの おをから す I 
ちが 人は なをのを をの 目的と 考 へる 事は 田 巧ない ので ある。 れ 貪と いふ ものは、 をの 巧特 ながち 

震 ホび 認^ G 島を 有す 6吝|、 こ 安富 度、 ホ S i 時た お會を 構成す る 目 

会 目的とは お 別 3 れた ミで t 。 巧を はち 0 獨 § 夏を を 巧す 桑 《 K 、 個人を 利用し ホけ 
れ ばなら をい ので ある。 このち へを ユマ こ ル •ヵントの 力 强い囊 『個人は 目的 じして、 目的 


への 手段と して 化考 され 得ず』 を完 をに 顚 倒せし わるもの である c 杜會の 巧を 的 組 おなる 巧 ホよ、 

ブ グッズ 4 化と つては 一を のが 两 をの 部分を 巧 巧す る 巧 民からは 區 別され たを 巧 巧で ある 〇巧ホ t 
•自己の 生活と 度 巧せ る 目め とを をす る もので あつて •個人の 目的は 之れ じ 化* すべき ものである 〇」 
(A •巧 OCCO" iTran.sform を on 〇 ご hn Sta を-) 

ファシズム によれば 巧 民は 歷 史的を 巧で ある。 をれ は 彼の 巧す る 世代の 一が に迅 ぎない。 然し 如 
何に 一が めを、 無 息 ま 的な 存を であらぅ とも、 永遠に か 貪の 一巧 ホた る化變 6 はを い。、 もれが 現 お 
にがて 決定的を なを 組 巧を る まは 疑 ふを 地のを いもので ある。 巧ん やが 化 巧に がける 個人の がを が 
巧 合、 調 巧され た 時には •もこに 壯會を 巧の 巧 まと 發展を 蕾ら す ものである。 

がし ファシズムに 於て はお 局 田 民よ 6 も閣 家が お 本め 意義を 巧 へられて ゐ るので ある。 前 巧の か 
く 口， n は* まを がて お會の 法を めが 巧を 6 と 定義した が、 彼は 巧れ I 九 二八 年、 ホの かく 巧 音し 
て & る"* 

-フ ァシス ムの 前提は なかを 目的と し、 巧 人を 手段と する がを 6、 且つ おみ 巧 能が 巧 人を 巧が し 
て かを 目的の 道具と する じある 0J (Balabifr。 ：wesen und W 马 degan 巧を S i な lienischen Fasci で 

ms.:) 

餐 • ブ7ンス> の 画家！！ JOI ユ 


ナ ホス* 7 アシストの 函 家！！ 一 0— 

困 蒙と 困ち 

ム ，ソリ II は囊と 置との 器の 密蔓 る 事を おめ •をが 罵の 漂で ある 事 如 指 巧して 
はねる が •彼は 舅を」 VK まを 囊ち 《ず、 寧ろ 讓 を」 て 困 民を 囊ち 《や5 と」 てね る。 

r 离 巧は 最高 《人格で あ. 〇 •を Q 限 6 化？ ちれは 两 をで みる。 然し 十九 世紀 K 於け* 巧 巧な 自 
然 主を 的 函民困 ま 巧に 従つ て •曲 民と 云 ふ 《ではを い。 寧ろ 罵は •白 己 《お 巧 的が 一を 意潇 して 
& る 舅 C •ミ 意志を 舆へ 、ちれ C ょつ て裹 S 基と をる 所 《囊 k 依つ てが 造され るので あ 
る。 困 音 主 Q 獲 利は •昌 QiQ 文化的 累 i 的蠢 から 妻 含で 寒く、 又 多少と も か 
息 蒙 的な |^累が態 から 妻る Q でを を S 。 をれ は 行動 的 S 識 から •白 己 0 巧 利を 靈廿ん とす 

るを 治 的 意志 かち •換言すれば 巧に 生成し つ、 ある 困 まから をず るので ある。 風 家と しての 

勇は 生存し 生活し •を 0 限. oyi がて 巧展 する 巧 Q 倫理的 黃寒 ある。 を 0 停是 巧で ある。 化つ 
•て 化の 函 まは 支 H し、 而し V 法 Q 形式 巧ぴ 精が 望活 S 値 K 、 個別 的囊を 巧へ ると ころの 護 

である ミな 妻、 が 造」 又は ミ 墓 管 •を Qfs た 必要な を Q 行 爲を章 掠 巧す る 
ところの 力で も ある oll ( Nlralarchi < rl-lr Po 呈 k ミ d Wirtscha タタ J 妄 193 ド】 



田 巧は 苗 またる 化 於ての み 巧 値 ある もので あ々. 田 まは 倫理的ち 志に して •これによ つてみ 
めて 田 民は 愉巧的 存在と をる ので ある。 「ファシスト 巧 論の お 諭は 酉 ま •をの 本 巧 •をの 任 お、 もの 
巧 お 目的の なをで ある。 個人 及び 集閣 は、 B まの が 困內に 於て 考 へられ 得る ものな ので わる。 ファ 
シスト 困 まは 一つの 識見を 持ち •一つの 意力を 持つ ものである。 化の なじ 一個の 倫理的 西 まと 呼ば 
れ るので ある 八 年 五月 十八 日 •伊太利 官報 巧 一二 一哉) 

お 人が 目的で ある 巧の 代 6 に、 此 巧では 田家が 目的で ある。 困を が 手段で ある 事の 代 6 に、 化 巧 
では 個人は 手段に おぎを いので ある。 要するに ファシ ブトに よれば、 困 ま 巧 力は 凡ての 巧 力を 支配 
しを ければ ならを いもので ある。 廣え はお 對に主 巧まで あつて， 函を內 にを する 凡ての 勢力を 支配 
し、 これを 巧 巧し •をして 围巧的 生活の よ 6 巧 さ 理想に 向つ て 指み しを ければ ならない ので ある。 

個人 主 巧の 巧 對的制 お 下に あつた 近世 のれを 論は、 ファシスト によつ て 族 子 論と が ばれる ものな 
ので あるが、 化の なの 庶子 論に よれば •せを なる ものは I 定 個人の 巧 巧、 卵ち 巧 へられた る 巧 巧に 
化 ♦存在して ゐる 世代に あぎない ものである。 か、 る 考へ方 W 杜 をを 空間 的 招せ にがての み考 へ、 
時 巧め おおを おおす るが 故に •反 巧 お 的な ものと なると 同時に 唯 物的 色彩の おおな ものと なつ y 巧 
る。 何故を らば、 巧 ま —— 現を I 未 巧 じ 直る 一が の 速 期が 切 巧され る 結果 •を 世代が 前世 代よ 6 

巧拍 ファシストの W 朵 -0 五 


牛 ナス 度 ファシストの H ホ！！ 

■ ...A—.* - —i 

ファシズムの tt 會麵 

あるに か、 屋子 誇れを s と 77 シズ ム のか 會 巧と 《差 s、 をく 臺 的を ミで みる。 ファ 
シス ム K ょればせ 會は 世代と 化 代との お 限の 違な をな おするな 一巧で ある。 才 ，べッ i ホの かく 
一へ 「因 ーァシ r スト 理 をれ ょれち お 民を— 的 化を 現す る 困 まは.、 ー ミみ 累、 5 的 現 
ぶで あつ V 苗 ま 房屬 する 人間の、 巧 去、 現を、 棄ピ旦 I 世代の 生ける 巧 一括で ある。」 (巧昏 

〇畫 こ SDie Ver ミき 另 faschi を sche こ dcen in staat und wf haft -】 

元 巧 人 w は單 ホる 签 ではを くて、 人闭 お 有の 巧 神 誓 的を 持つ ものである。。，- は ホの 如く 

ス 類の 目的は、 吾人が 巧みと 共 化 巧を する 巧の、 おみ 的を ものから 離 脫サる 人 两巧特 の、 日ち 
凡ての せ會が ミ# i 度举 じて S 廿ん と— ると ころ 《•概 神幫 的— てま 眼と— もの 
である。 おつて 凡ての な 會集函 の 組 f 巧 震の 差こ をを •同一の 墓 •文化、 を か、 化 お、 

巧ち 运 M へば 同 一 S 巧 生活 任 件、 ±20 蔓蒙霎 と 芝、 進 S る 同一の ち 


產 等の 待 神め 諸 養 K ょつ て. ホる されて ゐる 《である。 ニー f 。、 >:• 4 he ミ fl docf 
of Fasds 日 =} 

化 巧に 従 巧 Q 個人 裹的 理論とは 全く s れる籌 學が 《容を 持つ 蓉 理論が 現れて ホる。 がらが 
一巧 織を 輿 へられ 《る 人 51 サ 《るを ♦の おを は •夫々 巧自の 生かを 持つ ものである とち こ •人 
巧の 一み 派 《る 堂、 社 會は人 巧の 歴お 望活の 遺を でみ つて •一を 時 5、 こに— する 巧 人の 巧 
巧で もなければ して 個人が 人 巧 的 K 作ら 上げた 奠 g でもを いので ある。 人 巧が 現存の、 がち 
現在 生存して &る 世界人の 器を 意？ る ものでは ない のと 同樣 化、 社 會的曲 班 も 一を 時 巧 ミこ 

巧 巧ず る 個人 Q 奪では S く、 巧ろ ミを 慧 する 重 •看、 0K 豆 S 畫代 Q、 無な の S 
をな 巧ず る も 0 な 0 である。 をして 人類の 嵩が 時として 個人 暮 的 K 反する かく、 み 種の せ會ホ 
函の 島* • f 個人 Qim 的から 離れて、 時化は 個人 富 的 K 反する 言み る Q で t。 化つ て 化 
みの 爲 個人が 養と なる 化 至る 如 さ 現象. さへ 生ずる？ あら、 耽爭の 眞の靈 0 如 さちされ 
化ょ つて 始 《て 明らか K され 得る ミ t。 之れ を 要ず る K •人類 Q 部分と」 て 望す 义 社を 集围 
はこれ を 構 ぶす る 個人 Qmi めと 生 おを 薑 する 巧 Q •特巧 0 貝 的と 生みを 持つ も 《を ミ ある。 
函寒 とを 書 

後 •フ アシスト S 家！！ -ミ 
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ファシズムが 自由主義 やかを まを に對 して 巧自を 社を 巧を 有する 事は 巧ら かで ある。 をの 特 巧と 
して まぐ へさは、 ファ’ > ，ストが 彼等の 社を 巧を 苗 まを として 說く ところに 在る。 彼等は 苗 まを と间 
巧め 又は 上 化 的 存在と しての 巧を 學を 特に 考へ ては 居を い 私で ある-をれ は B まを S お視 する 結果、 
田 まに る 大の意 巧を 輿へ、 留まに 化ての 壯 を 的を ものを お中サ しめ、 之れ を 中 ふとして がを 學の代 
4 化 苗 ま 論を お成した もので あつて •ホる 意 巧に 於て は •苗を を肚 をの 上 化 じ 超く み 巧の W を 巧 的 
が 巧を 想は すと 共 じ、 へ I ゲ 火のを 律 哲學じ 於け る 歯ぶ 巧を 巧は す ものが ある J 

ファ シス'* し ょれは W をは 困 民の 內 がめ、 外* 面 的 巧 巧の 確立を を おとす る もので あ 6， をのな 
に 巧 - K な權 力を 囊 されで ゐる 屯ので あつて、 をに ょ ミ 困 巧の が I が 維持され •を 巧の 內部的 
々裂 も 亦 巧 服され る奇 けを ので ある。 巧 家は 歯 民の 內 部に がける 凡ゆる 集團 におす るが 制 的を た^ 
まで あら、 この 括 制を 俟クて 始めて、 巧の な 巧 的 生活が 巧 へられる ものな ので ある W 曲を は 抱 お 勺 
を理 的な 息 雲 あつて、 身 班 組谋 K がけ S 頭瞄 G かさ 重？ 意義を 有する ものである。 即ち ファ 

シ ダムは •团 まの 中に 凡ゆる 秩序の 源を を 殺め、 此のが 力を 凡ゆる 社を 集 曲のと こ、 袍巧的 こ 課せ 
ん とする もので あろが し ファシ ごは をて 班を の 存在を 班め をい 課では なく’ なみを 直を 問題 
と ザず、 これを 西 まの 中に 旧沒サ しあを する ものである。 璧呂 ずれば 巧 ホを して 社 かの 中 福が 化 


化に？ 京た とも 首 ふべ さで、 化ぶ 化； シズ ム の 田家 観を の 本 巧が あるので みる。 ム ，ソリ I 
とは ホの かく 巧べ て & る。 

r 苗 まの ホに ろ 器を る 個人 も •器なる 集 曲 も、 をが も、 おな も •函抵 も、 階 おを、 奮し^い。 

: 化 人は ミ 特惡益 《讓 化よ つて •望 K お 合し •を— 巧す る备瑟 碧 的— 化よ つて 
團證 にち をす る。 がし 被を ろ 巧た てを 巧 巧して 羅 にお 合する ものである。」 ( f さ 一一。 一、 口 
• De 『す schismcs --) V 

S 度 會ま義 

耶ち ファシ ご 苗 5 か 會のホ ホ 面 化な 制 力を 义ぽ し、 特巧的 利を をして 嵩め 利を たらし々 
んが爲 《K、 是 *oi を 行は なければ 在らない ミ 在ので ある。 がる K 化會 —は囊 のか、 る 
巧 能と 無 視 す f ミ ぉ ミちれ は 個人 5 はお S 利益を 雲す る 事 K よつ て、 蓉 2 ほ 性を 

雙サし 芝ミ で t。 蓉囊 屋史 霎 i を讓 岛羣圓 mo 《て •囊 を餐 的ぶ ぴ 

A 理的現 乏中化 融合す る 國ま襄 一を をれ たもので ある。 まよ 6 7 ァ シ ご化がてち留家巧部 
化 於け る 巧な 的 巧 ま 生 おを 考 へない！！ けでは 在い 《でみ つて •婆れ をして 苗 家を 超おサ しわず、 
資歷の 巧 織の 中 k •巧當 ホ か襄を 講ぜん とする もので わる。 更 ァシ ごは、 を 入れを 火の 

巧 « フ アシスト S 家！！ 
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巧 篆を保 おし さへ すれば、 が 巧 的 幸福は •ホる 一を の 經濟的 巧 あ 階 おに 至って •か 行 ホを 的 じ •が 
械 的に ぞ 現され 得る ものであると いふ おを、 ま 馬の なをを 否を する ものである。 安樂 即幸 おとい ふ 
考へガ は、 人 巧に 於て 唯 ♦ホ® 的な 幸 巧の みを 巧 A •これに 最髙の 意義を 巧 へんと する もので あっ 
て、 人 巧を して 無 惹巧夕 的 生活に をを する 煮 謙 的 巧みに あサ しわる ものである。 がし 乍ら、 人 巧の 
ネ 巧は 元 巧 •か、 る 物 巧 的を まなょ 6 も •更に 深い 人格 的な 形成 力の 中化存 する ものである。 ファ 
シズ ムは 化の r 幸福」 の 唯 物的を 巧释を 否を して、 これを 十八 世紀 前半の お 巧 巧 まの な 弄に】 任す 
る ものである 0 

反自 宙ま義 

自由 ままは 通常せ を 主義と 教淀的 立場に ある ものと 考 へられて ゐ るが、 ファシズム 化 ょれば、 兩 
まは 假令 をの 方を にかいて 異る巧 あ 6 としても、 をの 目的は 共に 同じく、 巧を に 於け る俩 人の 福^ 
である。 巧會も •をのを を 的 化 織なる 困 まも、 巧す るに 個人が をの 目的を 達成 そんが 爲 めの 手段で 
わ 6 •道具で あるに 邊 ぎない。 自由 主 まこもを も 個人主義 的 原理に 立っ もので をら、 困 まを がて 個 
人の g 材 巧集围 となし •をのた 的な 夕 がみら 人民の 巧を を 作ぶ して、 これに ま 巧 巧を 巧 へんと ずる 
♦のでみ る。 自由主義は 個人の 利を の 巧 A に 因 まを 否を ずる。 ファシズムは 田 まを 個人の 典の 巧 ぉ 


として 宣言す る。 若し 自由が 人 巧 のぞ 在の 巧せ であっ y •巧 人 主義め 自由 主を が考 へた 揉を 抽を的 
を 人形の 巧 おでを いとすれば、 ブア シズ ムは 自由を 捷謹 する。 而し てこの 自由は、 まる なる も 
の •がち 困 家と 苗 家との 中の •個人の 自由の 巧 方を ので ある。 

自由 主を とれを 主を と異る 巧は、 せを 主を がお围 め 生活 化な によって、 をの 巧が おにみ かれる の 
に 封して、 自由 主を は 自由によ つて もれを 達成 せんとす る 巧に あるので ある。 が ももの 目的に 到 ま 
せんが 爲 あの 手段の 巧 異に a ぎを いもので あって、 困 まの せ 巧と 目的、 個人の せを に 封す る 助な じ 
於て はお 立 も 無ければ 差異 も 無い ので ある。 

ィタリア •ファ シ ブトに よれば、 ああの 巧 本め お 立は か、 る 同一の 巧本概 をを、 異クた 形 まの 下 
に 表現した 自由 主 まと、 を會 主義との 两の資 立では なく •をれ 巧を « を 引 さくる めた ものと フアン 
ズム との 對立 である。 n ， n はは ホの かくな ベ る。 

「自由主義と 肚會 主義との 巧 違は 方法の 差違 じある ので あるが、 せ會 ホを、 自由 ま お、 民主 ♦ま 
を】 たものと ファシズムとの 巧 違は、 なを 上の ままで ある。 み 巧 ファシズムは 方法を 間 巧 じし 
ない。 化っ てを のを 治 的 ザを にがては •ホる がは 自由 ままめ 方法を、 ホる 時は 巧 ま ♦お 的 手段を、 ホ 
るが は 化を 主を 的 方 巧 さへ も 用 ひるので ある OJ (ROC8- A •:ゴ S PO 苗を と 巴 8 呈ミも 巧 ぉ 巳 i.:) 

AM ファシストの ： IKK 111 
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ファン ごが かく 《かく、 方を K 於いて 無 f である ミ ふ 事は、 舊菜 が一の i をを ける 
ところで わるが •ミ 稱冀震 及び— は、 前著 i とは tf ミで おって、 ファ 
シズち ば 自由 民主主義 的が 巧の 產み 《るが 巧 西 革み な 前の 化 ホに •巧 あする ものと 考 へたら 火 さ 
を隱で ちらっ。 7 K シご はかし V . 中世へ 0 壽を 示す*? もな く •歷史 《逆行を 意 葦る も 
ので もな S 。 マァ シごが 中 器を 巧 ff 夏は、 をれ が 中世な 後 化 出現した を 種の 巧 f た 
御し、 ミ •ま 生存 Q 巧 値み る ミを！！ 取して、 巧 蓉寒 見解を 望し 《所 K 在る。； シ 
ごを ば 巧 芝る お窒巧 S ま 論 Q 復活と お 《るには 餘 6 接？ あ A 、 ミ 5 ちぶろ* 
をめ な觀 をとは み： く異 った 要素 喜 それ ミる。 サン デ ヵリ ごや おを 主義の 巧 念ろ 卦途 的を 時 
代のを 化 望し 《ミで A って、 を Qf が S ら雲 主義 《再 典と f 事は# かで をら っ。 ムッソ 
リ f 二は ホの かく ぷ ベて & る。 

「十 丸 世 おが おか 主 ま、 自由主義、 巧 ま ♦巧の 世 おで あったと しても、 二十 化 紀もホ 巧を ホ^、 
自由 ホを、 民主* s 世杞で 度ければ をら 2 と X 事は ない。 政治 上 Q 主義は 通過し ミな くが 民 巧 
はを 9 .る。 二十 世 おは i 力」 の 世 おで あろ •「右 巧」 の 世 おであら、 「7 ァシスト」 の 世紀で あ 
ると ちへ 得る。 若し 十九 世 おがが 人 (自由主義は 化 人 まちを 意 巧ず ろの 世 おで あったと すれ ミ 


現 化紀は 「11 巧」 のサ おで わむ、 従つ で 困夕の 世紀で あると ちへ 得る。 新ら しい ホ 第が 化の 主 巧の 
尙は 生か 力 ある 巧みを 利用し 巧る 事は 巧々 て 合 巧め である。 如何なる 主を もを がおから がき 出る も 
のでは ホい。」 二 九 I 二八 年 五月 十八 日 •伊太利 官 を 第一 一二 號】 

■蒙！！ の 巧 ■開 

ファン スト 因を はもの 目め 達成のを めの 手段と して、 個人の 完 をな 化 屬 と、 を おめ ホ^を 巧 ホす 
る ものである J をのな みとして •田 まから が ホされ •田 ま 化ょ つて 侵されざる 個人の 生活 巧 巧は あ 
巧と をる ので ある。 但し 白 由 ま 義的敢 巧が せを をが 聲 する のとは 勇 6、 ファシズムは 個人を せ會围 
苗の 中れ 度夕 しまつで 了 ふので はない。 却つ V お 人は 巧 巧を 制闽 まに 於け るを に •闻夕 生活から 除 
外されて •» 家 活動の 夕« に® ずる まを く.、 みろ 化 人は 苗 まの 巧 力まと して 困 家は 巧 ホされ、 奉仕 
ま 58^まとしで<はあるが、おか的なホ仕まとして曲ま巧巧に巧かするのである。 か、るを巧的 
奉仕と を 屬 とい ふ 目的 まぶのを めに、 巧 裁と 巧が 化 織なる 支 巧め 巧 巧が 生れて 巧る。 巧 まのを 巧は 
一人 tlb がか まに 無拍 度の 權 力が 集中 卞る夕 化 在る。 卵ち これは 同時は 巧 力々 立と いふ 巧 巧が 巧の 
巧 止と、 巧 人の 自由 巧の A 止と をち 味す る。 巧 巧が おとは、 を 巧两を 怠ぶ の稱 巧が、 上から 下へ、 
を々 と度從 にょ クて斤 はれる 田權 のか 織な まで ある。 而も ファシズム にめ ては •化の 巧 化は 自巧 的、 

餐麵 7 アシス ■家 麵 こ 古 一 




ナ t 及 ファシスト s 家！！ 二 田 

能 巧 的な 塞で ある。 不 & 淀は 化處 では 破廉恥罪 ミ 成さへ ずる 0 である。 田家を 度 fs し、 
化 何なる 菱 n で 至た？ せんとす S 幾千 萬 Q 個人を 塞と して •戍 立す S 養 苗を は、 をて 
中世# 王侯の 巧が 害まで* なければ 畜ま義 的 苗までを をい。 而も 7 ; ご K がける 愛 的 
階が 爱はミ マ* アベ リ的ホ カ 又は# 力を 意 巧す るを のでは をく’ なお 的を 基 巧を 持つ をので 
ある。 デ* ンブ <1 レ 化よ つてな 唱 された か 巧 的 苗 まの 巧を が、 巧を 的 階が の 巧を じ 牢固と してが く 

ベから ざ 5 i を 巧へ た Q で t 。 委寫 S 雾寒 苗 ま 累 Q •舅 主義 K よ委定 化と な 巧 

化は > 化處 にも 現 はれて 必 るので ある 0 

襄め デ； ラブ i を敎 理に從 へち 蓉 のか 畜 S は、 巧人樓 の— であつ ち薑 if 
が 獲得 せんとす る 富 SS 赛 •民 妻義 まが— する 義を 治の 愛の巧 利 •巧 香爭 おに 
よつ て デ* クブ》 ，— Qfs 雲を 雲と し 《著— ま 0 i すろ 羹 望まの なわの 
獲 利 •驚 これらの 蓋督 となる のろでの 巧 利、 ホ ひは 個人 美 合 ほが ち 巧な の巧 利で ある。 
がしを がら； シズ ムじ 巧は 前述の かく、 個人と 畜 とは •それが 顯化 在る 限ろ 化？ のみ 思 
考 され 得る をのを ので ある。 才 ，ベリ— はみ のかくな ベて ミ。 「7 ア シズ ム じよれば 占まは 単を 
るを 人では なく •又 置が 唯 か 面 的 ミみ 勞 して ゐる f を 治 的 まは 翼 的 テク ニ， クの單 をる 


化 織で もない。 穿る！！ 巧が 內面 的に ■典 すべさ 一つの 概巧 である。 自由主義 的 田家 論の 最大の あ 横 
として 擧 ぐべき は •困 民が 函 まと 巧を にお 合して ゐ ると いふ 戚 巧が •殆ん ど 失 はれて 了つ て ゐる事 
である。 H まと 實 Q 內面的 お 合と いふを まろ 一面 K かては、 苗 家が を こを 大巧 雪 己のを 治 
的 活力を 得て ゐる まに おし、 义 他面、 を 巧を ホと いふ 巧 巧た る 力 化ょ つて •個 文の M 化 自己 恵 誠 
が 巧 巧し！！ 度す る お化存 する ので ある。 董 し潑烟 たる 苗 ま ホ 向は、 共同を！！ と 曲 民的資 任ぶ を產み • 
同が じ 苗 民を して か 何を る 巧 合に も 化 化し 得べ さ 也の 苹巧 をを ふる ホので ある OJ 《巧 ユ〇ブ Q す 己 r 

SDie Vei-we き 另 fasch ミ isclicr Idi in Sta な 目 d Wirtscha ホ.：) 

助ち 7 ァン ズム のな 巧す る 苗 まは お 力に して 系が めを、 且つ 同時に ホ 仕と 巧 化を かる 苗 民を 基 巧 
とせる もので をければ なら ホい。 H 家の « 利は 巧 « 的で あら、 函 民に 巧して は 唯 巧が のみを をへ る 
もので ある。 巧 人の な 利は 苗 まの g 利と 矛 巧し をい 震に あての ろみ 巧され るので ある〇 こ、 じ 
義 巧と ななの 優趙が おかれて & るので ある。 巧す る 化 ファシズム じ 於て は、 巧 巧 ま 巧が ホ 巧の なお 
とされ るので ある。 

7 T シストの 抱た 的 a 巧 

ファシストの 抱 お 的 巧 おれ 化へ ば、 困 まは H 民生 巧の 凡ゆるが 面を 巧を し、 指導し をければ をら 

ホ！！ 7 アシストの 雨 哀觀 こ 己 


+ ナス 度フ アシストの ■表 R 一二 《 

を レ もので ちる。*;， ソッ— 二 《所謂 「苗を を K 仍物 もな く、 1 E を K 放す を 物* ない、 凡てを g 
を 化り」 (scr 巧 〇 Pan き zio : SA 晉 ョ么ミ The ミ ie des fasc 至 sfhcn staates : 一で あろ 期ぶ の L こよ 

咨を & をを 的、 爱 的、 文化的 組織 も 無い ので ある。 旣じ 一九二 四年ム ，ソリ ，二は ホの かく 述 
ぺて & るり 

「苗ぶ をさ K 民爲が 的 定民ホ S せ 望 Ka ぎず •獲れ 養と 含 Q 可能性 紀委さ 
ら され V ゐ で 光え 我等 Qss は •田 民を 一つ 2 謗围 家に f ずる ザで あろを して 此 
の 田家は 己れ 化 巧* ずる 凡ての もの、 上 化き 巧し、 己れ 化 巧 巧し をい 凡ての ものに お 立す る。 …… 

…」 (Anton zischka " ~ さ alien in を 『 welt _ o ' 

田家は こ V では 强 力で を、 萬 能で ある。 围 まは ミ內部 K 於け 3 凡め る 巧 力を 抱 巧し. をの 目 

的の 奉仕 言 《る 《で わ ミ 階 ま £ な Q で 一； i •基では 震お囊 がを ろ是る 
養は 平夕に f ••是 る - mi 由ろ讓 のを？ 一致す る 限らに めての え 胃と をる ので あえ 
自由とは 個人的 f れ S 在く し V 、 國 家 的定白 由 f ある。 栖人 Q 白 由は 讓 富 由 K よつ て 止 巧 
され、 if 島と なる のでみ る。 而 して、 7 r ; ム K 《ては、 第ー ホ 的な 困 巧が 两 まと 同一 
視 され お 人 化優慧 する 巧 ー ホ 巧な 画 巧が、 H 夕 化よ つてみ な 化されて & るので あるから、 其の も 


おとして 困を を 巧と 苗 ま 萬 能なる 巧を が 生ずる ので ある c 而し てこの 兩巧 念は 合一し で 巧 謂 「查 

巧 K 家」 の 本 巧を 權戍 する ので あ ミ 7 ァン ズム がか、 る 本質 巧 性を を 有すを 故に、 7 ァン スト 

苗 まは# 巧 K 家 指導 ま两夕 、共同 抵闻 ま、 權力 的讓 又はを 度 a 家 &る名 巧を なて 呼ばれで ゐる 
のでみ る。 

巧す るに 7 ァシスト 苗 まは、 を 律 •制度の 制定 またる のみならず •巧 神 巧 生命の 巧 長まで あ A ， 
お ままで ある f 人 W 生活の 形 まを 改 おせんと する ものでは をく、 內 を々 る 人 巧を の もの、 即ち 人を. 
信を をな あせんと する ものである 。規律と 獲ぶ とが 巧 ホせられ るのは、 をの 目的の 爲め であると 考 
へられて & るので ある 。 S 窒義羅 のかく •《巧と お 謹の 巧 ホる 惡化 のみ 制限 せられる もので 
はを ふての 人两 の、 內的 形廉で あら、 規 巧で t 、 規律で あろ •憲 にも、 か潍 にも 浸？ る も 
ので ある。 ム ，ツリ I 二 は 「人 おの 最 巧、 ホ 巧 力の おおで ある ファシスト 两 まは 力で ある。 が も 巧 

神 的を 力で t 。 ミミ ちれは 食 魂 《る* ミ あ ろ」 香 eh Obedi : =Die veie き 另 faschi . 
stischer Ides in S む at und wirtschaft :) とぷ ベて & るが •ファ シズみ に 於いては •田 まは 偷巧 
的な SS 化と し V 8 S 《を ミる QV み ミ 化 g 化へ， グ完 ミ蓄夕 0 理想が がを される。 
ファシスト 国 まは おな のる 高の 權化 として 巧 現す るので ある。 

後！！ 7 ァシスト© 国家！！ _ I b 


苗 民生 巧の 凡ゆる 部面 •な 治 も 經巧も 軍 まを 外交 も わを も、 I 巧の 文化的 活動が， 化 巧に お 合さ 

れ 、調 巧され、 ま 現される。 これは 纏て N ァシスト 讓 が； の 絵 合 的 羅と稱 せら •れる f でぁ 
る 0 
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